
 ２０２３年７月２１日 

 

藤沢市教育委員会教育長 様 

藤沢市教科用図書採択審議委員会 

委員長 瀧谷 典子 

 

 

令和６年度使用藤沢市教科用図書に関する審議結果について（答申） 

 

 

藤沢市教科用図書採択審議委員会（以下審議委員会という）では、令和６年度使用小学校

用教科用図書、令和６年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教

科用図書について、教育委員会の諮問に基づき、審議方針を定め、その方針の「基本的な考

え方」にそって、３回にわたり審議してきました。 

その結果を以下のとおり答申いたします。 

 

 

１ 令和６年度使用小学校用教科用図書についての審議結果について 

  

  別表のとおり 

 

２ 令和６年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教科用図書

についての審議結果について 

 

 このことについては、「子どもの実態や発達段階に応じて幅広く一般図書の採択が可能と

なるように、昨年度まで採択されている一般図書は発行者による供給が困難となった図書を

除いて、引き続き使用できること」、「今回審議を行った教科用図書として使用したいと考え

ている新規図書や複数種目で希望がある一般図書はいずれも適切であること」と、考える。 

 

 なお、参考資料として、審議方針と第１回、第２回、第３回審議委員会の会議録を添付い

たします。 



　　別表

第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案　
令和６年度使用小学校用教科用図書について

審議のまとめ

令和５年７月

 藤沢市教科用図書採択審議委員会



第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇国語

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇国語

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「国語」に係る観点

東京書籍 「言葉相談室」のページでは、具体的に設定された生活場面から語彙を増やせるように図られている。

教育出版
巻末にある「付録」の「情報のまとめ」「大事な言い方」などが充実し、児童が学習の振り返りや課題解決するのに役立つ工夫
がなされている。

教育出版
趣意書に「日常生活に生きてはたらく言葉を養う」とあり、単元設定が工夫され、「言葉の文化」のページでは、古くから日本
人の生活に根ざしている伝えていきたい言葉が集められ、語彙の幅を広げている。

光村図書出版
各単元の「見通しをもとう」において、学習過程が示され、学習の見通しをもち、問いや対話が自然と生まれてくるようになっ
ている。巻頭には新しく学ぶ内容と既習の内容が結びつけて示されていることで、無理なく新しい学びに向き合える工夫が
なされている。

光村図書出版

巻末に「言葉の宝箱」というページがあり、とてもよくできている。「言葉の宝箱」は、文学教材を読み深めたり説明文をしっか
りと読み取る学習をしたりする中で身につけた語彙と非常によくリンクしていて、繰り返し授業の中での活用が期待できる。
低・中・高の系統性も意識されている。また、伝統的な言語文化に関わる語彙では、「季節の言葉」というページがあり、古来
日本人が大事にしてきた季節感のある言葉が並んでいる。日本語のもつ美しい響きや心地よいリズムを体感する活動につ
ながり、子どもたちの言葉に対するセンスが磨かれ、語彙が豊かになっていくことが期待できる。

光村図書出版

どの学年においても文学的文章や説明的文章は書き下ろしで読み応えのある題材を数多く設定している。文学的文章で
は、「ちいちゃんのかげおくり」や「一つの花」など、生命尊重や命の大切さについて扱った教材が掲載されている。文章を読
んで考えを持ち、それを共有してまたさらに自分の考えを広げていくことで、他者を尊重し、思いやる力が育成できると思わ
れる。また、「くじらぐも」「スイミー」「お手紙」「ごんぎつね」「やまなし」など親の代から長い間読み続けられている物語も多く、
親子で同じ物語を共有でき、学習を話題に取り上げることができる利点も感じられる。

光村図書出版
６年生には、デジタル機器やスマートフォンの使い方などが掲載され、内容が良い題材が多い。「スイミー」を比較すると、東
京書籍と教育出版が１年生、光村図書は２年生上で取り上げており、踏み込んだ内容や漢字習得の面から物語をより深く理
解する上で、２年生で取り上げている光村図書がよいと感じた。

共通 ３者とも、主体的、対話的で深い学びの実現に向け、子どもたちが見通しを持って学びが進められるよう工夫されている。

共通
３者とも、教科書を通じて子どもたちの言葉に関する学びを深めながら語彙を獲得していくため、それぞれの方針の工夫がさ
れている。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

東京書籍

イラストや写真が大きく児童が興味を持って学習に取り組むことができる。また、大変やわらかい色合いでのイラストが使われ
ており、色覚の多様性に配慮されているため、児童が集中して学習に取り組むことができる工夫がされている。また、物語・
説明文では、特定の行を見つけやすくため、５行ごとの行数字の間にも点を示し、それらをつなげるドットが繊細で優しく、効
果的な支援の配慮がなされている。

教育出版
行間が広く読みやすい。書体が見やすく、文字が捉えやすいと感じた。高学年が上下で分冊になっているのが良いと思っ
た。

光村図書出版

文章の行間や文字の大きさが学年ごとに配慮されており、大変読みやすい工夫がされている。イラストや写真、グラフなどの
資料が多く、児童の興味関心が高まり、学ぶことへの印象が深まることで、学習内容の理解につながると感じた。また、学習
のめあてごとに色分けされた表示となっており、共通にどの学年でも使われることで慣れ、児童にも何を身に付けるための学
習を今しているのか視覚的にも理解でき継続的に取り組むことへの積み重ねの大切さを教師も実感することができる。

共通
教育出版は、全学年上下の分冊になっているので、子どもが持ち帰る場合は負担が少ないと思われる。東京書籍と光村図
書出版は、５・６年生が年間１冊で、分冊になっていないので、重いというのは難点であるかもしれないが、高学年なので年
間を見通した学習の意識ができるという利点もある。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

教育出版

付録ページの「○年生で読みたい本」で、あらすじや本の表紙を載せており、わかりやすく子どもが興味を持てるような紹介
がされている。たとえば5年生では、環境や世界などのテーマに沿った本、詩、ファンタジーなど多岐にわたるジャンルの56
冊もの本が紹介されている。こうして取り上げられることで、普段は読まないような本も手に取りやすくなり、子どもたちの読書
の世界が広がっていくという期待が持てる。「ふじさわ子ども読書プラン2025～第4次藤沢市子ども読書活動推進計画」に基
づいた、「すべての子どもが本に親しむことができるまち　ふじさわ」の実現に適していると思われる。

光村図書出版

「言葉の宝箱」が設定されており、学習の中で役立つ言葉を紹介している。「季節の言葉」では、日本ならではの季節に関わ
る豊かな語彙を扱っており、子どもたちの語彙力が豊かになり、その後の言語活動でも大いに役立つことが期待できる。「こ
の本、読もう」のコーナーでは、単元のねらいを踏まえ、学んだことを生かせるようにシリーズや作者の他作品、テーマに沿っ
た内容の本が紹介されている。既習内容とつながる本の紹介をすることで、読書が苦手な児童でも取り組みやすく、また、読
書好きな児童にはますます読書の楽しみが感じられるようになっており、主体的な学びへつながっていくと感じる。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇書写

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇書写

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「書写」に係る観点

東京書籍
鉛筆の持ち方では、ほぼ実寸大の写真が用いられ、教科書の上に実際に手を置いて書く姿勢をイメージできる作りに
なっている。また、左利きの児童の鉛筆の持ち方の写真もあり、細やかな配慮がある。

教育出版
３年生以上では、見開き1ページの中に毛筆の学習の流れが示されていて、次のページでは硬筆で書き込める設問が
取り入れられている。硬筆から毛筆への移行がスムーズにできるように工夫されている。

光村図書出版

硬筆のスタートの1生生、毛筆のスタートの3年生の教科書で、鉛筆や筆を持つまでの準備や姿勢など、スムーズに書き
始められるように構成されている。簡略化されたマークを使って、わかりやすく学習のポイントが示されているのもよい。
さらに、主体的・対話的で深い学びにつながるように、整った文字を書くためにどうすれば良いのかを子どもに考えさ
せ、さらに指導者や友だちと対話する場面を設けている。併せて、相手に読みやいように丁寧に字を書こうとする姿勢
を育てる事にもつながると思われる。

共通

各者とも様々な工夫が見られる。例えば、文字を書く姿勢について、合言葉や体操などを使ってわかりやすく示すこと
で、定着を図っている。カリキュラムマネジメントの観点で見ると、他の教科等と関連する学習活動が設定されているとこ
ろも高く評価できる。東京書籍では生活科の観察カードを、教育出版では理科の実験記録、光村図書出版では社会
科で新聞やポスターを書くなど、各者とも子どもの日常の学習や生活に役立てる態度を育てるための工夫がされてい
る。さらに低学年では、各者とも、楽しみながら繰り返して練習できるように、水書きシートが用意されている点も良い。

共通

各者とも教科横断的に他教科の中でもどのように学んだことを生かすかということが示されている。市の調査資料にも各
教科との関連の工夫が示されており、東京書籍では、社会科の国調べのポスターの書き方の例、教育出版では校外
学習のリーフレット作成の流れなどが紹介されている。特に光村図書では「書写広げたい」の単元で、硬筆の「横書きの
書き方」や「リーフレットの書き方」「アルファベット」についても扱っていて、他教科や生活の中で学習したことが生かせ
るようになっている。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

教育出版
光村図書出版

教育出版と光村図書出版は、見開きページを基本として、丁寧に説明を展開しているので、児童にとってわかりやす
く、意欲を持って毛筆学習取り組めると思われる。

光村図書出版
すっきりとした紙面構成で、シンプルに書写の約束を確認したあとで自分の名前を教科書に書くつくりとなっていて、児
童の「書きたい」という思いを大切にしていると感じる。

共通

各者ともに各学年1冊で構成されている。色遣いについては、カラーユニバーサルデザインの観点から、どの児童に
とっても見やすい配色やデザインに配慮されている。字体はユニバーサルデザインに配慮した読みやすいフォントで、
学年に応じた見やすい字の大きさになっている。また、すべての学年で、良い姿勢と鉛筆や筆の持ち方、用具の置き
方について、写真とイラストを使って丁寧に説明しているため、いつでも文字を書く基本を確認できるようになっている。
１年生については、書写の最初の授業で、どのように文字に出会うかで、今後の字を書く楽しさや喜びにつながる。そ
の視点で教科書の表紙を開くと、いずれも、文字に興味・関心を持つような内容となっていた。

共通
構成について、どの教科書も学ぶべき知識や技能を系統的に配列するとともに、硬筆と毛筆を関連させて学習を進め
るようになっている。毛筆の始まる３年生の教科書を見ると、書き方や筆圧など毛筆の学習に向けた導入が掲載されて
いる。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

教育出版
４年書写では「文字の大きさと配列に気をつけて書こう」というめあてで「防災かるたを作ろう」という取り組みが紹介され
ている。４年生の社会科で地域の防災などを学ぶので、教科横断的に児童が興味を持ち、意欲的に取り組める課題で
ある。

教育出版
本市は現在、外国につながる児童が増加している。５年の巻末には世界の「こんにちは」のつづりが、そして６年の巻頭
には「知りたいな世界の書く」として英語のカリグラフィーやアラビア書道などが紹介されている。多様な世界文化に触
れる機会の多い藤沢市の児童にはたいへん良い教材である。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇社会

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇社会

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「社会」に係る観点

東京書籍
市の調査資料にもあったとおり、問題解決的な学習を進めていくために、問題を「つかむ・調べる・まとめる・いかす」と
いう構成にしてある。「まとめる」のページでは、学んだことを図や表を使い整理したり、様々な視点から考え話し合った
りできるようなつくりになっている。

教育出版
東京書籍

社会科は、小学校３年生から始まる教科で、２年生までの生活科との関連がある。教育出版は「生活科をふり返ろう」と
いうコーナーで、生活科の代表的な学習場面を想起するページが設けてあり、接続を意識した構成となっている。東京
書籍は、巻頭で生活科の既習事項の確認から、第３学年の学習内容を提示することで、これから始まる社会科学習に
意欲を持って取り組める工夫がなされている。

教育出版
教科書の随所に「学びのてびき」「次につなげよう」という欄が設けられており、学習内容を多面的、多角的に考えられる
ような工夫がなされている。

日本文教出版
「わたしたちの問題」「学習問題」として単元を貫く問いが示され、単元を通した追求や解決ができるようになっており、さ
らに単元の終わりに「さらに考えたい問題」を例示して学んだことを生かしながら追求する活動を促している。

共通

県の調査資料にもあるとおり、３者とも「学びに向かう力・人間性等の涵養」という点について、学習内容を生かして地域
や社会の課題について考え話し合うなどの学習が組み込まれている。防災や環境に関する課題について、持続可能
な開発目標（ＳＤＧｓ）と関連させながら、今日的な課題に関する意識を高め、話し合っていく学習が工夫されている。子
どもたちが、これから成長して生きていく時代の困難さや、課題を解決していくために、自分たちはどうしたらよいか、と
いうことを考える力の育成につながる。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

東京書籍
東京書籍は２分冊にで構成されており、ランドセルが重いと感じる子どもの負担を軽減できると考えるが、社会科の特性
上２冊に共通した内容を学習する際には、不便さを感じる場合があるかと思う。

教育出版
見開きページの始めに「この時間の問い」を設定し、児童が問題解決型学習に取り組みやすくなっており、終わりには
「次につなげよう」を設定して、次時への問いへつながるようになっている。これにより、各単元の流れや連続性がつか
みやすくなっている。

教育出版
日本文教出版

教育出版と日本文教出版は、どの学年も1冊にまとめている。各校の教育課程編成において、指導計画を立てる際に
単元の順番を入れ替える可能性があることから、1冊になっているほうが対応しやすいと考える。

共通
視覚的効果が図られるように、写真や図、表などを適切に用いて、児童の学習への興味・関心や理解が深まるようにし
ている。また、学習内容ごとに本文や資料などが見開き２ページ程度でまとめられていて、わかりやすい。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

教育出版

　３年生になって社会科が始まると、より具体的に自分たちの町について調べ、更に、県、国へと学びを広げていく。自
分の住んでいる地域の理解を深め、気づいたり関心をもったり、愛着を持ったりすることが大切だと考えるが、そういっ
た面では、教育出版の教科書には、神奈川県について書かれているページが大変多い。
　例えば、３年生の「わたしたちのまちと市」では、横浜市のことがとりあげられていて、藤沢市の児童にもなじみのある、
「よこはま動物園ズーラシア」や「東海道」のことに触れられたりしている。４年生の「水はどこから」では、相模ダム水系を
扱っていて、本市の児童がよく社会科見学で行く、「宮ヶ瀬ダム」や「寒川浄水場」などの記載もある。同じく４年生「昔か
ら今へと続くまちづくり」では、小笠原東陽、「羽鳥村」や「耕余塾」など、なじみの深い言葉も見られる。５年生の「日本
の国土とわたしたちのくらし」では、藤沢市の八ヶ岳野外体験教室のある、長野県南牧村が掲載されている。
　自分たちの暮らしとなじみのある場所が教科書に載っているということは、児童が、より興味関心を持って、主体的に
学ぶことができるのではないかと思う。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇地図

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇地図

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「地図」に係る観点

東京書籍
地図やグラフなどの資料とともにイラストが効果的に使われていて、子どもたちが情報を整理しやすくなっている。社会
科で学習する内容とも関連づけ、４年間を通じて活用できる。特に、自然災害のページは使いやすいと思う。

東京書籍 方位のページで方位磁針の使い方についてとても詳しく書かれている。

東京書籍 ３年生から使うと考えたときに、デジタルコンテンツの内容は少し難しい。

帝国書院
帝国書院は、「地図って何だろう」「地図のやくそく」などのコーナーで、方位や地図記号、距離の求め方なども分かりや
すく図式され、また、広く見渡す地図など、全体的に情報を精選した分かりやすい地図になっている。初めて地図を使う
３生生にとって学びやすい印象である。

帝国書院
初めて地図帳を手にする３年生の導入のページが秀逸で、とても分かりやすい。各学年の社会科の学習で資料として
活用できるところも多く見受けられる。特に、調査員調査資料にもあるように、明治時代初期の地図が掲載されていて過
去と現在を比較することができ、６年生が歴史の学習を深める資料として興味深く、期待がもてる。

帝国書院
方位のページで、自分の体を使って方位をあらわしているところが、すごく興味をもって、どっちが東か、そして、それが
どうなっているのか、体を使って体感して、身近に感じて、学べる。

東京書籍
帝国書院

東京書籍には「マップでジャンプ」帝国書院には「地図マスターへの道」というコーナーがあり、子どもの興味関心を引き
つけ、自ら調べようとする意欲の向上に効果的である。帝国書院の「地図マスターへの道」は学年ごとに学習課題が示
されていて、発達段階に合わせて学習を行うことができると考える。

共通 それぞれが編修の基本方針をしっかりと反映して作られており、必要なことは網羅されている。

共通
学習指導要領の観点から、２者とも、児童が地図に興味を持ち、地図帳を使って主体的に学びを進めていきたくなるよ
うな工夫がそれぞれになされている。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

東京書籍 地図の中の市街地や森林地帯などの色分けが４項目で、色味が少なめですっきり地図が見られる。

東京書籍
「空からまちを見てみよう」の斜め上から見たまちの様子の地図と真上から見たまちの様子の地図のところはすごく細か
くて、同じ地図だというイメージが少ししづらい。

帝国書院

　この地図帳は、「広く見わたす地図」、「○○地方」、「世界」、「資料図」、「統計」という５つの項目ごとに色分けされて
いる。また、さくいんについても、「赤太字」、「赤字」、「青字」、「緑字」、「黒字」と５つに色分けされていて、児童が調べ
たいことを、わかりやすく調べられる工夫がされている。さらに、統計についても、８地方ごとに色分けされていることはも
ちろんなんですが、「国土」、「農林水産業」、「工業」、「くらしと環境」、「おもな伝統工芸品と生産都市」の項目ごとにも
色分けがされており、すっきりと見やすい印象を受ける。
　全体的に、土地の高さ市街地、田畑など土地の使われ方などの色分けが非常に鮮明で、地形的な特色を捉えやす
い印象がある。また、イラストや文字、主要道路、鉄道など、地図の中にはたくさんの情報が入っているが、それぞれが
工夫を凝らしていて、認識しやすい感じがした。資料図の項目では、掲載内容を精選し、必要な情報がほぼ見開き１
ページにまとまっているため、資料集としての役割もしっかりと果たすことができる。

帝国書院
色分けが、６項目に分かれていて、商業地帯なのか、住宅地なのかとか、ぱっと見て分かるので、ここはお店が多い場
所だとかイメージがしやすい。「広く見わたす地図」のページがあることで、３年生にとっては、ここにこれがあるということ
がより分かりやすい。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

帝国書院
自然災害と防災について解説するコーナーがあり、防災マップづくりの作り方が示され自分たちの住む場所に置き換え
て防災マップを作成することができるため、作業や調べ学習を通じて防災意識の向上に大変効果的である。

帝国書院
「高地のくらし」のページに藤沢市の野外体験教室のある八ヶ岳の資料が載っている。５年生が毎年訪れる場所なの
で、児童は親しみをもって、また授業で活用できる。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇算数

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇算数

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「算数」に係る観点

東京書籍
２年生からは各学年、算数マイノートというコーナーがあり、ノートづくりに重点をおくことで、数学的な見方・考え方の
振り返りや深い学びができるように工夫している。

東京書籍 つまずきが多い単元には「おぼえているかな」を設定し、スムーズに学習に取り組める工夫が見られる。

東京書籍
単元の導入時で学び合いの場面がわかりやすく設定されている。このことは、児童が教科書を見ただけで多様な考え
があることに気づき、経験の浅い教師にとっても、無理なく学び合いの場面を設定することができ、協働しながら課題
を解決する過程で深い学びにつながると考える。

共通
東京書籍
大日本図書
啓林館
日本文教出版

各者、入門期において楽しく学習に取り組めるように工夫がさなれている。スタートブックというような数の基礎的概念
を扱うような分冊となっているのは東京書籍、大日本図書、啓林館、日本文教出版の４者。どれも４０ページほどの薄
い分冊になっている。東京書籍、大日本図書、啓林館は大きなA4サイズのワークブックのようになっていて、ノートを使
わずにこれ１冊で済むため、机上がすっきりして学習に集中でき、ブロックなどの操作もしやすいと感じた。

共通
東京書籍

算数は積み重ねの教科なので、学びの連続性を意識して、数学的な見方、考え方を働かせ、目的意識をもって問題
解決に取り組む学習を積み重ねることが大切。知識や技能の定着を図るため、各者とも補充や発展問題を設定してい
る。問題数や難易度にややばらつきが見られた。中でも東京書籍は難易度別に設問されていて、ステップアップする
ことを目指して意欲的に学習に取り組むことができると考える。

教育出版

全学年にわたって、「はてな」「なるほど」「だったら」という表示がなされている。児童が課題に出会ったときに「はてな」
と問いを持ち、そして自分なりの考えもち、また、友だちと学び合う中で「なるほど」と解決し、それをもとに「だったら」
と、さらに活用したり、新たな問いをもったりと、問いの連続の中で学習を進めていく構成になっている。このことは、子
どもたちの「問題発見力・解決力・追求力」を育むことにつながると感じた。

共通
教育出版

多くの者が、ＳＤＧＳや環境問題など、現代的な課題を取り上げていることは、算数を学びながら社会の変化にも関心
を寄せる機会となり、とても良い課題と考える。
教育出版については、５年生の「単位量あたりの大きさ」では、駅で待ち合わせをする際に、算数を使って考える場面
を課題としたり、また、２年生の「長さ」では、身の回りのものから長さを見つける場面が課題になっていたりと、算数で
学んだことを日常場面に結びつけるような課題が随所に設定されている。児童の興味をそそるような課題や、学んだこ
とをさらに深め、主体的な学びが持続できるような工夫が多く見られる。

共通
算数は学年が進むほど、苦手意識をもつ子どもがいる。各者とも、子どもの学びの困難さへの対応として、前学年まで
の既習内容がわかりやすく示されている。また、振り返り問題として「たしかめよう」や「わかっているかな」などが設定さ
れているのが良い。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

東京書籍 数の合成の部分などをとても丁寧に取り扱っていて、マス目も大きく書き込みやすい。

東京書籍
時計の学習では、1ページを使って時計が大きく描かれているので目盛りが読みやすくなっている。細かな目盛りを読
むことが苦手な子どもに対しての配慮が感じられる。

東京書籍 色が厳選されていて目に優しく見やすい。重要事項が枠で囲まれており、わかりやすいように工夫がされている。

共通
東京書籍

構成に関して工夫されており、大きな差はみられなかった。東京書籍のように、巻末に「おもしろもんだいにチャレン
ジ」を入れるなど、どの教科用図書も補充問題、発展問題を単元末に取り入れている。

東京書籍
学校図書
教育出版
啓林館
日本文教出版

分量に関していえば、低学年のうちはできるだけ荷物は軽くして、通学の負担は少なくしたいと考えるので、分冊のほ
うが良い。東京書籍と学校図書は、１～５年生が分冊で、６年生が１冊。教育出版、啓林館、日本文教出版は、１～４年
生が分冊で、５・６年生が１冊となっている。

大日本図書
紙面が大きく、見やすさ、読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントが採用されている。ほどよい情報量
で、子どもの苦手意識の軽減につながると思う。

学校図書 見やすさでいうと、AB版で１ページが広いので見やすい。

学校図書
各者とも、小学校での学習と中学校とのつながりをわかりやすいように示してあるが、学校図書は、別冊で「中学校へ
のかけ橋」があり、中学校での学習がイメージしやすい工夫がされている。

共通
学校図書

入門期の別冊や、学年を分冊にするなど、それぞれの工夫がある。学校図書については、ワイド版を使用しており、左
右がすっきりと開くことができる。書き込んだり、定規を使って図形を書いたりする際には、とてもよい。

啓林館
「めあて」と「まとめ」が同じページに収まっているので見やすく、スモールステップで学びを積み重ねることができるよう
工夫されている。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

東京書籍
教育出版

東京書籍については、全体的に色合いの統一感が感じられ、ぱっと見て、行間が広く感じ、刺激が少なく優しい印象
を受けた。教育出版については、本市の児童にとって身近である横浜市の地図や、相模原市の写真など、神奈川県
内の事例が掲載されている。このようなことも藤沢の子どもたちの算数への意欲につながると感じた。

学校図書
６年生に「中学へのかけ橋」という分冊があり、とてもよい。小学校６年間で見つけた算数の見方・考え方を復習して定
着を図るものが半分、残り半分は発展として中学校で学ぶことの導入が載っている。児童が自分の実態に応じて、個
別最適な学びができるような工夫がされている。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇理科

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇理科

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「理科」に係る観点

東京書籍
大日本図書出版
学校図書
教育出版

実験について、東京書籍は、実験や観察の手順、器具の使い方や実験方法等の説明を、実物の写真等を用いて示し
ていて、安全に取り組めると感じた。大日本図書は、順序よく指導するのに適している。各校からの評価も高かった。学
校図書は、実験結果を予想する時に、それぞれの学年の発達段階などに合わせた身近な例がのっており、児童が取り
組みやすく、考えやすくなっている。教育出版は、なぜこの実験をやるのか、観察するのかという必然性を感じられるよ
うな導入になっていると感じた。

共通
東京書籍
大日本図書出版
学校図書
教育出版
啓林館

それぞれどの教科用図書もプログラミングなどICT機器を扱う場面が用意され活用しやすい。東京書籍は、巻末に「理
科とプログラミング」の項目があり、各学年の児童の発達段階に応じた実践例が示されている。
大日本図書は、各ページに二次元コードがあり、道具の使い方や実験動画など、必要なタイミングで視聴することがで
きるようになっている。口頭での説明では理解しにくい児童にとって視覚的に把握できることは大変有効である。また、
タブレットの使用方法やプログラミング教育に配慮した資料も掲載されている。学校図書では、児童が随時動画や資料
などを閲覧したり、無料でプログラミングを組んだりできるコンテンツが豊富に用意されている。教育出版は、観察・実験
に関する動画や「ウェブずかん」を二次元コードから閲覧できるようにしたり、ICT機器を扱う場面がわかるようにマーク
が掲載されている。児童にとっても学習の振り返りにも活用できる工夫であると感じた。啓林館は、ICT機器の使用例が
活用の目的とともに随所に示され、デジタル教材が豊富に活用できるようになっている。

共通
どの者についても実験のページの写真や図が大きく見やすかったり、実験の手順がわかりやすくまとめられていたりし
て、実験をする際に取り組みやすくなっている。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

大日本図書出版 実験ページの字の大きさ、色合いが見やすくてわかりやすい。

共通
大日本図書出版

理科という教科の特性上、写真については、どの教科書も多用され、視覚的にとらえやすくなっている。教科書のサイ
ズの違いで印象が変わる。学校図書、教育出版、啓林館は、A4より縦が少し短いAB版で、大日本図書と東京書籍は
A4版。特に大日本図書は、版の大きさを生かして、見開きで比較して子どもが課題を見つけやすいようになっていて、
実験や観察の様子がとらえやすく、児童の学びを効果的に支えられると感じた。

共通
啓林館
学校図書

各者とも、ユニバーサルデザインの視点から、文字や色づかいに配慮が見られる。啓林館の教科書は、実線と点線を
使い分けて色覚の個人差を問わず判別しやすく工夫されている。学校図書は、実験などの一工程ごとに写真や図を対
応させ、分かりやすい紙面構成になっている。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

大日本図書出版
啓林館

６年生の「土地のつくりと変化」では、大日本図書と啓林館で、地震によって盛り上がった土地の例として、江の島が取
り上げられている。どちらも航空写真が使われていて、啓林館では、裏磯の写真も掲載されている。藤沢市の児童に
とって、身近に素晴らしい教材があることに気づくことができる。

大日本図書出版
大日本図書には、３年生の「自由研究」の中に、湘南台文化センター子ども館が紹介されていたり、５年生「科学館・博
物館に行ってみよう」で、新江ノ島水族館が紹介されている。どちらも藤沢市にある魅力的な場所の一つであり、教科
書で見るだけではなく、実際に夏休みの自由研究などで利用する児童が増えることが期待される。

啓林館
大日本図書出版

各者で神奈川県内の写真が使われている。より児童に身近なところでは、啓林館の６年生に光電池を利用して発電す
る町として「Fujisawaサスティナブル・スマートタウン」が掲載されている。また、大日本図書６年の「土地のつくりと変化」
には江の島が地震で隆起した例として載っていて、これは市内の小学生が心ひかれる教材になっている。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇生活

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇生活

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「生活」に係る観点

東京書籍
「どきどきわくわく１年生」では、「教室」「ともだち」「がっこう」と関わる人や場所が徐々に広げられていて児童が安心して
学校生活に慣れていけるような流れになっていると感じた。

大日本図書出版

子どもの目線にたったダイナミックで躍動感のある写真やイラストで子どもの興味・関心を刺激し、活動への意欲や期待
を引き出すような紙面表現になっている。上巻の「ぐんぐんおおきくなるよ」ではA4版になった紙面をいかし、実物大で
示した朝顔の成長の様子が掲載されている。児童が自分の朝顔と比べて見ることができ、子どもの観察の視点がひろ
がると思った。

教育出版
「はじめのいっぽ」では、ページの上段に小学校で学習すること、下段に入学前からしていたことが示されていて、見比
べることで新しく始まる学習に目を向けられる工夫がなされている。

光村図書出版

生活は学びのはじまりであり、探検というわくわくする気持ちの持続が学びの質と量を高めてくれるという思いで教科書
が作られていると感じた。わくわくできるようなダイナミックな写真やイラストでイメージを広げることができるような紙面と
なっており、初めて小学校生活が始まる子どもたちが興味・関心を持って新たな生活を探検し、それが学びにつなげら
れるような構成となっている。吹き出しの言葉やヒントを短い言葉で表しており、児童が活動の中で考え深めるための手
がかりや気づきをうながすものとなっていると思った。
「こんなことあるかもね」「こんなのもいいかもよ」「こんないいかたもできるよね」などヨシタケシンスケさんのイラストで個性
的な学びを応援している。失敗しても人と違ってもいい、自分の感じたことや思ったことが大事なんだよ というメッセー
ジ、一人一人が安心して自分らしい学びができるようユニークな言葉と絵で表現されており、児童に安心感をあたえて
いると感じた。

光村図書出版
教科書名が「せいかつたんけんたい」といい、子どもたちが、すごくわくわくする教科書名で、表紙の絵もわくわくする絵
が載っていてよいと感じた。イラストも子どもたちの心をくすぐるようなイラストになっている。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

東京書籍

文字が少なく、やわらかいタッチでのイラストで、手洗いマークや約束事など同じ位置に配置され、大変見やすいレイア
ウトになっており、学びのプロセスを下段に表示しているので見通しをもって学習できる工夫がされている。上巻巻末に
は「ほんとうのおおきさいきものずかん」のデジタル図鑑のページがある。紙面による図鑑とデジタル図鑑があり、野外
活動で発見した生き物をすぐに調べることができるので、児童の意欲と学びを深められると感じた。

東京書籍
「ほんとうのおおきさ　いきものずかん」がついており、野外活動で発見した生き物をすぐに調べることができる点で、使
いやすい工夫であると感じた。

東京書籍
各単元の導入のページの写真がわかりやすく、文字や写真の全体的なバランスよくてみやすい。また、二次元コードの
内容も豊富であると感じる。特に、「デジタル生き物図鑑」は数が多く、充実している。ワークシートの記述例が多く載っ
ており、取り組みやすく作られていると思った。

学校図書
判の形がＡ４判の変形型、ＡＢ判を使っていて、教科書を開いたときに、大きさとして、幅はほかの教科書と変わらない
はずだが、すごく大きく見やすい気がした。本の中には４人の登場人物が出てくるが、この人たちが全て吹き出しを
使って、子どもの学習のきっかけをつくっているところが良いと感じた。

光村図書出版
「ひろがるせいかつじてん」が別冊であり子どものニーズや授業に合わせて組み合わせて活用ができる。単元に即した
多様な資料で個の学びに応じることができる。上巻の生き物図鑑「きせつのなかまたち」は野外でも活用できるよう水や
泥に強い加工となっている。写真家今森光彦さんによるいきいきとした動物の姿は子どもたちをひきつけると思った。

啓林館
教科書のサイズはAB判を採用され児童にとっては教科書を開いたときに全体を把握しやすく、大変見やすく入門期の
児童には、ページをめくりやすいよう丸く裁断する配慮がなされている。絵や写真が多く使われているので、ページ数
は多いが、児童にとっては取り組みやすいと感じた。

共通

それぞれの教科書にキャラクターが、それぞれ親しみやすく載っていて、子どもたちが本当に興味をそそられるような教
科書に全体的になっていると思った。画像が大きく載っていて、１・２年生は、学校のことをするだけで一生懸命なの
で、単純に画像だけでぱっと見られるというのは、とても良いと感じた。二次元コードが、たくさんあり、活用次第だとは
思うが、匂いだったり、花を摘んだりとか、そういう実体験をいっぱいしてほしいので、二次元コードに頼りすぎないような
形で進んでいけたら良いと感じた。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

光村図書
夏休みに行ってみたい場所ということで江の島の写真が載っていたりして、子どもたちが身近に感じることができると思
われる。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇音楽

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇音楽

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「音楽」に係る観点

教育芸術社
教育出版

本編と振り返りのページが、教育芸術社にはあり、イラストが共通していて、「ここのページのことだよ」というような記載が
あり、振り返りやすいと感じた。教育出版は、本編とまとめのイラストが全然違うものだったり、表記の仕方も違ったため、
イメージが少ししづらいと感じた。

教育芸術社教
育出版

鍵盤ハーモニカの構え方の手の形の表記では、教育芸術社では、指を軽く曲げて置きましょうだったが、教育出版は、
「ミカンをつかむような感じで」という表記だった。実際にやってみたところ、指が中に入ってしまい、弾く形として伝わる
のか少し気になった。

教育出版
教育芸術社

日本の郷土や伝統音楽を扱う題材について、二者ともに、子どもたちの身近なところにわらべうたなどの日本らしい音
楽文化があることに気づき、そこから出発して、日本の伝統音楽へと展開するような工夫がされている。教育出版は、
「箏」「尺八」「しの笛」など日本の楽器についてふれている。
伝統芸能や民謡に関しては、実際に歌ったり、口唱歌を活用したりすることにより、演奏や曲の特徴などに気づきなが
ら親しむことができるように配慮されている。教育芸術社では、生活に関わりが深い民謡の比較鑑賞を通して日本の民
謡に親しむとともに子どもたちの興味関心に応じて調べ学習ができる資料ページが設けてあり、主体的で深い学びにも
つながると思った。

教育出版
教育芸術社

どちらの教科書も、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽が好きになり、音楽に対する感性が育まれるための
工夫が見られ、児童が音楽的な見方・考え方を働かせて、生活の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を育成する
ことを目指していると感じた。教育出版では、「音楽を形づくっている要素」を「音楽のもと」として掲載して、音楽の良さ
を捉えるように工夫している。また、さまざまな時代や曲種を選んで、音楽のもつ多様なよさや面白さを感じ取ることがで
きるような教材選定をしている。教育芸術社では、「音楽を形づくっている要素」を教材ごとに示し、児童の発達段階を
考慮した音域や、歌詞の内容を吟味した教材、児童にとって馴染みのある教材などを選定しているため、児童が自信
をもって学べるのではないかと思った。「考える」「見つける」などのアイコンを示し、児童一人一人が学習の見通しを
もって主体的に学べるようになっていることや、キャラクターの吹き出しが学びを進めるヒントとなっていて、学習の目標
に自然と迫れるようになっている。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

教育芸術社
教育出版

鍵盤ハーモニカの構え方について、教育芸術社では、１面にまとめられて記載されていた。教育出版は、段階を経て、
構え方も３パターンくらいに分かれて表記されていた。

教育出版
歌唱共通教材のページの写真はとても美しく、歌詞や曲調など教材の世界観が広がり、日本の自然や四季の美しさを
感じ取れるものとなっている。情景をイメージしながら歌うのに有効だと考える。

教育出版
教育芸術社

歌唱とあわせて器楽も大事な表現活動の一つで、１年生で鍵盤ハーモニカ、３年生でリコーダーを初めて取り扱うが、
二者共に実物大に近い写真を使って、正しい持ち方で使い方の習得につながるような工夫がされている。特に教育出
版では、１年生の鍵盤ハーモニカを扱うページが８ページに渡っており、初めて触れる楽器が大きな写真を使って丁寧
に説明されている。確実に演奏するための、基礎・基本の定着を図ることができると思った。教育芸術社では、写真に
加えてわかりやすいイラストを使っている。紙面はすっきりとして見やすいと感じた。

教育芸術社
図形楽譜を用いることで、感覚的・視覚的に楽曲を捉えやすくなり、教材のよさを味わいながら学びを進めていける点
が優れている。音の高さを縦に表して、音の高低を可視化するなどの工夫もされている。写真の中に入っている歌詞や
文章の配置や文字の色など、細部にわたって見やすいよう配慮されている。

共通
二次元コードを使い、知っている曲も知らない曲も音が分かるようになっていて、親子で一緒に楽しめるようになってい
ると感じた。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

教育芸術社 地域芸能の写真が載っていて、興味関心をもてる部分があった。

教育芸術社 本市の児童にとって、自ら学びを進める手がかりが多くあり、興味をもって学習に取り組めると考える。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇図工

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇図工

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「図工」に係る観点

開隆堂
「わくわくするね」「みつけたよ」の題字の通り、身近な題材が作品になったり、児童が初めて触れるであろう用具があっ
たりと、造形表現の楽しさや面白さを感じ、やってみたいという気持ちを高め、子どもたちが主体的に学習に取り組む中
で豊かな感性を磨いていくことに効果的だと感じた。

開隆堂

生き生きと作品づくりに取り組む児童の姿や参考となる吹き出しがあり、児童の意欲と自主性を育成できる。５・６年下巻
「みんなのギャラリー」では、地域の特性を生かした造形活動が取り上げられている。硯や江戸扇子等、日本の伝統の
技を職人に児童が教えてもらう様子が掲載されていることで、「自分たち小学生でもできるんだ」「挑戦したい」という意
欲につなげられ、鑑賞と表現を関連づけて学ぶことができる工夫がされている。

開隆堂

児童に育成したい資質・能力の３つの柱をくふうさん（知識技能）・ひらめきさん（ 思考力 判断力 表現力）・こころさん
（学びに向かう力、人間性等）で示してある。このキャラクターが、各題材で中心的な目標として児童が捉え、学習を深
めるような役割を果たしており、児童にとって、親しみやすくわかりやすいものになっている。学習のめあてが明確で、
育てたい資質・能力がはっきりわかり、児童が活動に取り組みやすいとともに指導しやすい構成となっていると感じた。

開隆堂

題材の下部に二次元コードがあり、タブレット端末を活用して映像で用具や技法についてや学習内容を確認したり、
ワークシートを使って発想や構想をひろげたりすることができ、学習を深めることができる。また、「つながる造形」のペー
ジでは、学校内の身近な他者を意識した活動から、学年を追うごとに扱うテーマを社会全体に広げていく構成になって
いる。SDGｓに関わる内容も取り扱っており、学習を広げ深めることができると思った。

日本文教出版
１学年では幼児期の造形活動の振り返りが掲載され、５・６学年では中学校の美術科や技術科につながっていくような
題材が掲載され、幼児期から中学校教育までの学びの連続性が期待できると感じた。

日本文教出版

児童の意欲を引き出す図版や投げかけにより好奇心を引き出し、主体的・対話的で深い学びとなるような構成となって
いる。学習の見通しをもち、活動を振り返ることができるよう、「学習のめあて」、「振り返り」、２つの「ヒント」の４つの投げ
かけをしている。そして、表現と鑑賞を関連させながら造形的な見方・考え方を働かせる学び方を示しているので、児童
にとって学習の進め方がわかりやすいと感じた。
ICT活用できるものがたくさんあるが　中でもからだと心をほぐす「図工たいそう」では、造形的な見方・考え方を働かせ
ながら、子どもたち一人ひとりが自身の思いや考えをもとに創造していく時に、リラックスして体全体の感覚を働かせたり
想像したりしながら、体と心をほぐして、授業に向かう気持ちをつくることができると思った。オリエンテーションや、友だ
ちとの関係づくりにも活用でき、児童も楽しみながらリラックスすることができ、その後の創作活動に良い影響を促すと
思った。

共通 のびのびとした作品が多く、発想を広げ、自由に表現、制作する楽しさを感じる。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

開隆堂
日本文教出版

レイアウトについて、開隆堂が、すごくわかりやすい。必要な材料が上に載っていて、日本文教出版も、下に載せては
いるが、ぱっと見たときに、開隆堂は、しっかり目に入り、わかりやすい。材料が明確に書かれていて、子どもたちが何を
そろえたらいいのかというのがわかりやすいと感じた。

日本文教出版

掲載されている作品の幅が広く、色合いも大変美しいので、様々にイメージを膨らますことができる。創造性を培うこと
で児童それぞれの個性と能力を伸ばすことができる。また、「受けつがれてきた形」では、日本で受けつがれてきた美
術・工芸品が紹介されており、それらを鑑賞することで、形や色だけでなく、新たな視点で物を見る力をのばし、自分の
作品に生かすことで興味や関心を高め、児童の意欲につながる。日本の文化・伝統を知ること、６年生社会科での歴史
の学習にもつながり、学びを更に深められる。

共通
二者ともに、楽しそうに作品をつくる児童や制作工程の写真がたいへん効果的に用いられ、児童の創作意欲を自然に
引き出す工夫がされていると感じた。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

開隆堂
「地元の工芸品」という視点で取り上げたことで、本市の児童の場合は、鎌倉彫や寄木細工等、工芸品の美しさや良さ
と関心を高める良い機会になる。また、１・２年下巻では、茅ヶ崎市での砂の造形遊びが紹介されている。本市でも海が
近い小学校では同じように砂の造形遊びを行っているため、より身近に感じられると思う。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇家庭

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇家庭

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「家庭」に係る観点

東京書籍
見通しを持って課題に取り組めるように、各題材が「１、課題発見」「２、課題解決・実践」「３、評価・改善」の流れで構成
されている。とくにステップ３では児童が進んで生活に関わっていく投げかけがとても良いと思う。また、「深めよう」の
コーナーがあり、発展的課題について考えることで、課題解決力の獲得ができ、学びに向かう力の涵養が期待できる。

開隆堂

「生活の見方・考え方　4つの視点」をクローバーの葉で表して、単元毎に重視する視点を視覚的にわかりやすく示すこ
とで、児童が学習に見通しを持って取り組めるように工夫されている。学びを深める際にも、この4つの視点を意識した
実践例をあげていて、児童にとって課題発見や解決を見いだすためのきっかけとして有効であると思った。
また、各ページの下部に豆知識があり、児童が興味を持ちそうな小話や、役立つアドバイスなどが書かれていて、学習
への意欲を高めていると思った。

共通
どちらの教科書も、二次元コードを活用し動画で、運針や調理などを見ることができる。児童が自己の学びに必要な部
分を視聴して、作業を確認したり応用に生かしたり等、それぞれの実態に応じて個別最適な学習を実践できるように
なっていると感じた。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

東京書籍
開隆堂

写真やイラストが多く使われており、見やすく、わかりやすくつくられている。東京書籍は、クッキングのところで野菜の切
り方とともに切るサイズと実物大の写真を巻末に載せてあって、大変わかりやすいつくりになっている。開隆堂も、裁縫
のページでは、大きい写真が使用されていて、分かりやすい。そして、写真ではわかりにくい部分はイラストで示して
あって、児童が理解しやすいような工夫がある。

東京書籍
開隆堂

中学校との関連についてということでは、東京書籍は、学習と関連する内容にマークをつけ、６年生の最後には２年間
のまとめのページを設定してある。学年間や中学校への接続がスムーズになるように配慮されていると感じた。開隆堂
は、２年間をまとめて振り返り、中学校への学習につなげるページが設定されている。児童は中学校への学習に期待が
高まり、また、教員にとっても中学校との連携が意識できるつくりになっていると思った。

共通 二者ともに、写真やイラストを多用して児童の理解を深めるような工夫がある。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

東京書籍
開隆堂

二者ともに、家庭科の実習でとても大切な安全面、衛生面については、随所で様々な工夫をしながら触れられている。
特に、東京書籍は、「いつも確かめよう」というコーナーがあり、安全マークを目立たせながら、ポイントを示している。「ガ
スコンロの使い方」や「ミシンの使い方」では、大きめのイラストや写真を用いて、とても分かりやすく説明されている。教
師から子どもたちに全体での指導をするときに、指導のしやすさもあるが、改めて子どもたち一人一人が実習するとき
に、教科書で確認しながら取り組むことができ、実習の作業をより安全に実施することができると思った。開隆堂は、「生
活を支えるものやお金」という題材では、児童にとって身近で興味深いショッピングモールが取り上げられていた。実際
の場面を容易に想起しながら自身の生活を振り返り、実際の買い物場面での活用につながる。
また、製作や調理の例が複数掲載されており、児童の実態に合わせて選択でき、どの子にとっても充実感や達成感に
つなげられると感じた。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇保健

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇保健

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「保健」に係る観点

大日本図書出版 各章の終わりに「もっと知りたい」という資料が追加されていて、見方・考え方を広げる工夫となっていると思った。

光文書院

「見つけよう」、「考えよう」、「話し合おう」、「調べよう」、「生かそう」というように、単元によって多少の違いはあるが、児童
が今は何をすればよいのか、何を学ぶ時間なのかわかるように記載されている。
発展的な内容も充実している。例えば、３年生の学習の中に、「健康な生活」という大単元があり、「さらに広げよう深めよ
う」というタイトルで掲載されている。自分たちの生活に直結する学習なので、生きる知識として大変参考になる。

光文書院
各単元の導入のところで児童の学ぼうとする気持ちを引きだすようなつくりになっていると感じた。また、発展のページ
「広げよう・深めよう」でさらに広い知識の獲得ができるように工夫されていると思った。

学研教育みらい

単元の一番始めのページに、学習の進め方を３段階で表している。そして、見開き１ページを使って、児童が自分事と
してとらえられるように工夫している。２段階目では、課題について話し合ったり、調べたりできるようになっていて、３段
階目では、学習したことを自分たちの生活に還して、生かしていこうという流れになっている。
発展的な内容も充実している。例えば、３年生の学習の中に、「健康な生活」という大単元があり、「もっと知りたい・調べ
たい」というタイトルで掲載されている。自分たちの生活に直結する学習であるため、生きる知識として大変参考になる。

学研教育みらい
資料やデータが学習に必要なものに上手に凝縮されていて焦点化しやすかったり、児童にとって身近なイラストが使わ
れていたりと、主体的に学習に取り組める要素が多いと思った。

共通

学習指導要領との関連や内容・構成などの観点から、どの教科用図書も、学習指導要領に準じて、学ぶべき事がしっ
かりと身につくように、学習過程を示したり、教科書に直接書き込めるようにしていたり、よく考えられた教科用図書だと
思う。絵や写真も多く、児童がイメージしやすい工夫も見られた。また、体育科の目標である、「心と体を一体としてとら
え、生涯にわたって健康の保持増進と楽しく明るい生活を営む態度を育てる」ことを目指し、学んだことを自分たちの生
活に生かすことができるような工夫がされている。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

東京書籍 記入用のスペースが多めに設けられていて、教科書そのものがワークシーㇳを兼ねるようなつくりになっていた。

大修館
配色に工夫がある。また、比較的教科書の余白が多く、記述するスペースが大きいので、書き込み等がしやすくなって
いると思った。

大修館
記述欄については、特に大修館がゆとりを持ったスペースで構成している。小さい文字を書くことが苦手な児童でも、書
き込みやすいスペースとなっていると感じた。

光文書院
大修館

光文書院と大修館では、「課題」の記載が他の表記よりも分かりやすい色使いになっていると感じた。今日の学習の課
題が何なのかが一目で確認でき、焦点を絞った学習につながると感じた。

学研教育みらい イラスト使いは、児童の生活に寄り添った身近な題材が選択されていると感じた。

共通
保健分野は、座学となるため、興味をもって進んで学習に取り組めることが大切である。そういった観点から、今回の教
科用図書を見た。どの教科用図書もイラストがふんだんに使用されていたり、二次元コードが多く使用されていたりし
て、興味をもって取り組みやすい工夫がされていた。

共通
各者とも、現在の子どもたちの生活にあったイラストや、美しい写真で構成され、文字とイラストのバランスがとてもよいと
感じた。文字の色使いについても、様々に工夫されいている。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

大修館

５・６年にはスクールゾーンの写真や敷地内禁煙の写真が掲載されているが、これはともに藤沢市で使用されているも
ので、子どもたちが学ぶ際には、見慣れたものであることから学習意欲が高まるのではないかと思った。

学研教育みらい ５・６年の教科書には、藤沢の「こども110番」が載っていて、学習の際には学習意欲が高まると思った。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇英語

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇英語

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「英語」に係る観点

東京書籍
デジタルコンテンツの中で、先生役の人物だけが、正面から映り、話す表情や口の動きにすごく集中して見られ、とても
よいと感じた。

東京書籍 
二次元コードを用いて音声や映像を繰り返し視聴できる工夫が充実している。実際の人物が発音している表情を映し
たり、発音時の口の動きなどを見ることができる。映像は実写やアニメなど様々で多岐にわたっていて、内容が非常に
優れていると思う。

東京書籍

３・４年生の外国語活動で使用していた「Let's Try」で慣れ親しんできた言語材料を冒頭の「Let's start!」などで取り上
げているので、５年生にスムーズに接続できるようになっている。また、「Sounds and Letters」という読み書き指導のペー
ジを各単元末に設定されており、２年間を通じて文字の名前から音、文へと無理なく学習することができるようになって
いると思った。５年生では、文字の名前の定着から始め、徐々に文字の音へと慣れ親しませるようになっている。「My
Picture Dictionary」の巻末にある「Letter Images」はイメージを通じて文字の形や音を思い出すヒントにもなっている。二
次元コードを読み込むとアニメーションになっており、子どもたちがよりイメージを持ちやすくなっていると感じた。

東京書籍
光村図書出版

内容・構成の点から、東京書籍と光村図書出版がよいと思った。東京書籍では、基礎・基本の定着も意識し、スモール
ステップで進んでおり、英語学習の観点に沿った学びの構成が整理されていると感じた。また、書く活動も多く、４技能
をバランスよく育成できる。光村図書出版は、５年生から単元に沿った言語内容を用いた世界の紹介のページがある。
世界を身近に感じ、自然に世界に興味が持てる構成になっている。そして、二者とも、初期の英語学習で、自分のこと
から表現できることを徐々に広げていくという流れはとても自然で、親しみやすい活動場面が想定されているのがよい。

東京書籍
光村図書出版

東京書籍と光村図書出版は、まず「自分のこと」、そして「身の回りのこと」、次に「地域のこと」「日本のこと」「世界のこ
と」、さらに「自分の未来のこと」という流れで並んでおり、実際に英語を使えるようになっていく自分であるとか英語に
よって広がっていく世界をイメージしやすいと思う。特に、東京書籍は、２年間で段階を追って、常に英語を使用する場
面や目的をはっきり意識させて表現させている点が優れている。

共通
東京書籍
光村図書出版
啓林館

各者それぞれにデジタル教材にも工夫が見られる。啓林館のデジタル教材は、音声と同時に英語の字幕が出るように
なっていて、耳で聞きながら文字を追うことができる。３・４年生の外国語活動で慣れ親しんできた英語の音声を５・６年
生の外国語の学習で文字につなげて理解する上で、効果的な活用ができる。光村図書は字幕の有無を選択できるの
で、目的に合わせた活用ができる。また、東京書籍はデジタル教材に字幕ボタンや繰り返しボタンが付いているので、
より幅広い活用の仕方が考えられる。

三省堂
会話やライティングが中心の中に、「Story Time」という英語で物語を聞く、耳を傾けるという時間があるというのは、心が
落ち着くような時間になって、別の英語の楽しみ方ができると感じた。

光村図書出版
各学年に３つのテーマを設定し、学ぶことを明確にしている。導入期にあたる５年生は、「自分のこと」「身近な人のこと」
「地域のこと」、６年生では、「日本のこと」「世界のこと」「将来、未来のこと」というように身近なものから次第にテーマがひ
ろがっていくようになっており子どもたちが無理なく学習が進められるのではないかと考える。

啓林館
アルファベットのライティングについてアルファベット順ではなく、同じ線に書くアルファベットを扱うなど、アルファベット
を書く際の注意点に気づきながら学習できる工夫がされている。あと、デジタルコンテンツでは、会話とともに、カラオケ
のように色が一緒に同時に変わっていくところが、話すときと文字の動きが連動していて、面白いと感じた。

共通

各者とも、小学校学習指導要領の要点を踏まえて英語の４技能５領域について目標が達せられるようによく構成されて
いる。英語のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を児童が楽しみながら身に付けられるように、様々な
活動や、それに伴う巻末のカードやシートなどについても非常に使いやすく工夫されている。
また、Picture　Dictionaryがあり日本語を介さず単語を理解させたり、使用場面を考えて単語の使い方をわかりやすく示
していたりするので、的確に理解させ、表現力を育むのに期待できると思った。
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◇英語

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

東京書籍
様々な形式でたくさん書き込みをしていくので、自分の教科書ができ上がっていくような感じが面白いと思った。別冊の
「My Picture Dictionary」の中に、ローマ字一覧表が載っている。別冊で置いて、見て書くことができ、子どもが取り組み
やすい。

東京書籍
開隆堂
三省堂
光村図書出版

別冊で辞書があり、語彙や基本文型がまとまっており、基礎の習得や表現活用に大変有効である。児童はもちろん、教
師にとっても使いやすい。

開隆堂
「Word Book」という別冊のものがとてもシンプルで分かりやすくて、大変使いやすい。CAN-DOチェックという自分の学
習が全編一覧になって見られるところが、１年間、自分の振り返りにもなる。

三省堂 別冊に本編との関連のページ数が記載されていて、振り返りにとても便利そうだと思った。

教育出版 シールやカードゲームなどたくさんあり、友達と一緒に、英語を本当に楽しむことができるのがよいと感じた。

光村図書出版
活動をマークとして表記していて、今、自分が書く行がどういう目的でやるというのが見て分かりやすい。あと、世界の
国々の紹介の写真が多く、興味深い。

光村図書出版

その学年でできるようになることを示した「ＣＡＮ ＤＯ」が、複数のユニットにほどよくまたがって構成されている。そのこと
によって、学びを進める中で、何度か同じ「ＣＡＮ ＤＯ」に触れることになり、振り返りにも活用することができ学習の定着
につながると思った。また、各単元に、スモールアクティビティーの例示に加え、「Ｐｌｕｓ　Ｏｎｅ」として、応用編も掲載され
ている。児童の実態に合わせながら学習活動を考えることができるので授業者にとって使いやすいと感じた。

啓林館
５年生のアルファベットを書く学習が、学年の後半からスタートしている。文字を書くと言うことになれていない児童にとっ
ては、まず、発音することの楽しさを味わい、その後、少しずつ文字を書くことになれていくと言った構成はとても取り組
みやすいと思った。

共通
どの教科書も、イラストは優しい色だが、カラフルであったり、色々な世界の写真があったりと、グローバルな意識を持て
るような内容が多いと感じた。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

共通
三省堂
教育出版

なじみのある江の島、鎌倉や横浜が各者の教科書に掲載されている。また、三省堂と教育出版には、国語で２年生の
時に学習した「スーホの白い馬」「お手紙」という物語がそれぞれ掲載されていて、親しみを覚えながら、また少し違った
視点で英語の学習ができそうだと感じた。

教育出版
啓林館
共通

教育出版と啓林館は、本市の児童にとって大変身近な鎌倉の大仏や、横浜の中華街などが扱われている。また、他の
教科書でも、修学旅行で訪れる日光や、藤沢市に関係の深い海での活動などが取り上げられている。子どもたちにとっ
て、親しみのある、特に地元の写真や内容が出てくるだけで、英語を学習しようという興味・関心・意欲につながっていく
のではないかと感じた。

発行者 観点④　デジタル教科書

東京書籍
三省堂

該当箇所をクリックすると拡大できるところが使いやすいと感じた。

開隆堂
教育出版

学習者支援のページがある。文字が拡大されたり、文字にカーソルを合わせてクリックすると音声が聞けるので、見るこ
とに不自由を感じる生徒にも配慮がされている。

教育出版 単語をクリックすると音声が流れるところが使いやすいと感じた。

啓林館 ページ一覧があり、目的のページを開きやすいところが便利だと感じた。
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第２回令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 ◇道徳

議案　「令和６年度使用小学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇道徳

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「道徳」に係る観点

教育出版
東京書籍
光村図書出版

いじめ防止について考える教材をとおして、それぞれの工夫を見ると、教育出版の５年生では、SNSでのいじめを取り
扱っており、問題が起きやすいこの時期に扱うよい題材だと感じた。東京書籍では、友達のよいところを探す活動が取り
入れられており、お互いの信頼感を育むよい活動だと感じた。また、光村図書出版は、実際にその場面を演じてみる学
びを取り入れており、問題を自分事として捉えるよい工夫であると感じた。

共通
学研教育みらい
光文書院
光村図書出版

いずれの教科書も学習指導要領の求める主体的・対話的で深い学びについて、児童が主体的に考え、議論ができる
ようにさまざまな工夫がなされていた。児童は４月に学年が１つ上がり、新たな気持ちで学校生活をスタートする。これか
らどんな学びが広がっていくかを期待して授業に臨むことから、巻頭の掲載内容はとても大切であると思う。学研教育み
らいは、巻頭に今の自分について児童自身が記入する見開きページがあり、さらに、巻末に１年間の学びの振り返りや
次年度に向けてのメッセージを書き込めるようになっていて、学びのつながりを大切にしている。光文書院は、巻頭に思
考ツールや対話ツールについて掲載されていて、考えを整理したり、より適切な言葉を選んだりするなど、学習に入る
準備段階を大事にしている。光村図書出版は、発達段階に配慮したイラストや言葉を選択していて、児童は期待感を
もって１年間の学びを見通すことができる。気持ちよく話し合うためのこつが見開きページで掲載されていて、相手の考
えや意見を受け止めることで、よりよい対話が生まれるように積み重ねていくことができ、学校教育全体に生きていくと考
える。

日本文教出版
別冊で道徳ノートがついている。自由記述のノートなので、指導者が児童に考えさせたい事を設定できるようになってい
る。ノートに書いたことをもとに話し合ったり、友だちの意見を書き留めたりする中で、学びが深まっていくことが期待でき
る。また、形に残るので評価の際にも役立つ。

光文書院
特に考えさせたい内容を「重点主題」として取り上げ、子どもが多面的・多角的に深く考えられるような構成になってい
る。扉ページで重点主題に即した問いを、まず子どもに問いかけてから、主題に関する複数の教材を連続的に取り扱う
ことで、子どもが問題意識をもって深く考える力を身につけることができる。

共通
子どもが自分自身の生き方を常に見つめていくことが大切。普段の自分の考えや言動について振り返り、「こんな時自
分ならどうするだろう」とか「命を大切にするとはどういうことなんだろう」などのように、「考え、議論する道徳」につながる
ように各者とも工夫されている。

発行者 観点②　分量・装丁、表記等

光村図書出版
巻末に「学びの記録」が設定されている。２～３文程度のスペースなので無理なく書くことができ、自分の考えを振り返
り、評価することもできる。環境に配慮した紙を使用しているので、紙面の色が白すぎず、目に優しく感じるのも良い。

光村図書出版
全学年にわたって、淡い色使いで優しい雰囲気の表紙と見開きで構成されており、学習への興味・関心を抱かせ、意
欲的に取り組む助けになると思う。

光村図書出版

全体的に淡い色使いで、目に優しいつくりになっている。挿絵のタッチが柔らかくて温かい感じを受ける。文字の大き
さ、太さ、挿絵のバランスも良いため、学習への抵抗感が薄れ、子どもたちが自然な形で学習に取り組むことが期待で
きる。１年生の学習のはじめに「どうとくがはじまるよ」という見開きがあり、道徳は心について考える時間であるとやさしい
言葉で示し、「いろいろなこころをみつけよう」と投げかけている。子どもたちがこれからの成長過程の中で、自分の心と
向き合い、豊かな感受性、道徳性を磨いていく道徳学習のスタートとして、大変効果的であると考える。

光村図書出版

「こころん」「きらりん」「もやもやん」という優しい親しみやすい３つのキャラクターが題材ごとに柔らかい言葉で子どもに語
りかけ、考えさせているところが良い。学習に入る前に子ども自身が問題意識を持って取り組もうという心の準備ができ
る。価値観を押しつけになることなく、子ども自身が自分の考えを深めたり、友達と考えを分かち合ったりする工夫があ
り、子どもたちが主体的に学びながら、心の成長につながると思う。

共通
どの教科書にも「かぼちゃのつる」と「はしのうえのおおかみ」というのが全部掲載されている。「かぼちゃのつる」は、教
科書によっては４コマ、漫画のスタイルで描いているのもあったり、文章で描いているものもあり、それぞれ教科書の出
版者の方々で全然カラーが違うので、すごく面白いと感じた。イラストによって受け方、捉え方も違うと感じた。

発行者 観点③　本市の児童の実態や地域等の特性との関連

光村図書出版
自分の考えを表すときや 、友だちの考えを受け止めるとき の言い方が、全学年で具体的に示されており、話し合いに
参加することが苦手な児童への配慮がある。

光村図書出版
巻頭に『みんなで気持ちよく話し合うためのこつ』が示され、各題材の『考えよう・話し合おう』にある問いについて話し合
うことで、主体的、対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する工夫がなされている。

光村図書出版

４年生で「いのちをつなぐ岬」ウミガメについて書かれており、本市には海や江ノ島水族館があるため、「きれいにするこ
と」や「いのち」について、身近なこととして考えやすい。６年生「クジラとプラスチック」では、海洋汚染について書かれて
おり、本市でもビーチクリーンや江ノ島ヨットハーバーにマイクロプラスチックを回収する装置を設置するなど環境保全に
力を入れているので、身近な課題として考えを深めることができる。本市とのかかわりのある資料を取り上げることによっ
て、児童がより身近なことと感じたり、深く考えたりして、道徳性を養っていけると考える。

共通 各者とも、自然環境保護を扱っているところで、本市の海岸清掃や八ヶ岳野外体験教室と重ねやすい。
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令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会の審議方針について 

 

 

 本審議委員会は、教育委員会の諮問に基づき、令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審

議委員会の方針を次のように定める。藤沢市立小学校・特別支援学校及び小学校若しくは

中学校の特別支援学級で使用する教科用図書について、次の観点に基づいて審議を行い、

その内容を教育長に答申する。 

 

１ 基本的な考え方 

(1) 「令和６年度使用藤沢市教科用図書の採択方針」に基づき審議する。 

(2) 令和６年度使用小学校用教科用図書の調査研究を学習指導要領に基づいて行わせる

ために、調査員を種目ごとに置き、調査資料を提出させる。 

(3) 「令和６年度使用小学校、義務教育学校の前期課程教科用図書調査研究の観点」及

び「令和６年度使用特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点」に基づき、調査

研究した資料等を基に審議する。その内容を教育長に答申する。 

 

２  審議委員会日程     

 (1)  令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会日程 

    ア 令和５年６月から７月にかけて令和６年度使用小学校用教科用図書並びに令和６

年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教科用図書の

審議を３回行う。 

    イ 第１回は、令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会の審議方針等につい

て審議する。 

  ウ 第２回は、令和６年度使用小学校用教科用図書について審議する。 

  エ 第３回は、令和６年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学

級用教科用図書について審議する。 

 

 (2) 調査員作業日程 

  ア 令和５年６月中に令和６年度使用小学校用教科用図書の調査研究のために、調査

員をおき、作業を行わせる。 

   イ 調査員作業では、調査研究方法の確認をし、令和６年度使用小学校用教科用図書

見本等を基に調査研究を行わせ、調査資料を作成させる。 

 

３ 提出させる資料 

(1) 調査員による調査資料を審議委員会に提出させる。 

(2) 事務局に各小学校長からの令和６年度使用小学校用教科用図書調査書をまとめさ

せ、審議委員会に提出させる。 

(3) 事務局に該当校長からの特別支援学校及び特別支援学級用教科用図書調査書をま

とめさせ、審議委員会に提出させる。 



(4) 事務局に各小学校移動展示時と藤沢市役所分庁舎２階会議室展示時の教育関係者、

児童生徒保護者並びに市民の意見・感想をまとめさせ、審議委員会に提出させる。 

(5) 教科書目録、学習指導要領、令和６年度使用小学校用教科用図書見本、教科書編修

趣意書、令和６年度義務教育諸学校使用教科用図書の採択方針（「令和６年度使用

小学校、義務教育学校の前期課程教科用図書調査研究の観点」及び「令和６年度使

用特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点」を含む）、教科用図書調査研究の

結果を資料として使用する。 

 

４ 調査作業の時限非公開 

 (1) 静ひつな調査研究の環境確保のため、調査作業及びその調査員氏名については非公

開として行わせる。 

 (2) 審議の透明性を確保するため、調査員氏名については、調査作業後、審議委員会に

おいて公開する。 
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   第 １ 回 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  
            令 和 ５ 年 ６ 月 ２ 日 （ 金 ） １ ０ 時 ３ ０ 分 ～  

 

委 員 長    定 刻 に な り ま し た 。  

  会 議 に 先 立 ち ま し て 、 お 願 い が ご ざ い ま す 。 傍 聴 の 皆 様 方 、

お 手 元 の 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 傍 聴 要 領 を よ く ご

覧 に な っ て 、 各 事 項 の 遵 守 を く だ さ い ま す よ う お 願 い い た し ま

す 。  

な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で ご ざ い ま す 。 審 議 の 内 容 に つ き ま し

て は 、 議 事 録 作 成 の 都 合 上 、 録 音 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 そ れ で は 、 こ れ よ り 第 １ 回 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書

採 択 審 議 委 員 会 を 始 め ま す 。  

 私 は 、 本 審 議 委 員 会 委 員 長 を 務 め さ せ て い た だ く こ と に な り

ま し た 瀧 谷 と 申 し ま す 。  

 不 慣 れ で は ご ざ い ま す が 、 藤 沢 市 の 子 ど も た ち の た め に 、 静

ひ つ な 環 境 の 中 で 、 公 正 に 審 議 委 員 会 を 運 営 し て ま い り た い と

存 じ ま す 。 審 議 委 員 会 の 皆 様 の ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。  

 ま た 、 本 審 議 委 員 会 規 則 第 ４ 条 第 ３ 項 に 則 り 、 職 務 代 理 者 と

し て 宮 﨑 委 員 を 指 名 し て お り ま す 。 宮 﨑 委 員 、 一 言 ご 挨 拶 を お

願 い い た し ま す 。  

 

宮 﨑 委 員   職 務 代 行 者 と し て 責 務 を 全 う し た い と 思 い ま す 。 ど う ぞ よ ろ

し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   そ れ で は 宮 﨑 委 員 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 本 審 議 委 員 会 の 次 第 に 則 っ て 進 め さ せ て い た だ き

ま す 。 次 第 を ご 覧 く だ さ い 。  

 次 第 ２「 会 議 録 署 名 委 員 の 指 名 に つ い て 」に 入 り ま す 。「 藤 沢

市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 」 第 ７ 条 に 基 づ き 、 会 議
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録 署 名 委 員 の 指 名 を い た し ま す 。  

 署 名 委 員 と し て 、 委 員 長 の 私 自 身 と 、 ほ か に 繁 里 委 員 を 会 議

録 署 名 委 員 に 指 名 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す が 、繁 里 委 員 、

よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

繁 里 委 員   よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 会 議 録 署 名 委 員 に は 、 私

と 繁 里 委 員 と い う こ と で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 続 き ま し て 、 次 第 ３ 「 資 料 に つ い て 」 に 入 り ま す 。 事 務 局 か

ら 資 料 に つ い て の 説 明 を し て い た だ き ま す 。 事 務 局 、 よ ろ し く

お 願 い い た し ま す 。  

 

事 務 局   よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 資 料 の 確 認 と 説 明 を さ せ て い た だ き ま す 。 ホ チ キ

ス 留 め の 資 料 １ を ご 覧 く だ さ い 。  

 初 め に 、 １ ペ ー ジ 、 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 規 則 で

す 。 こ れ は 本 審 議 委 員 会 の 規 則 で ご ざ い ま す 。  

 続 い て ３ ペ ー ジ 、 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択 方

針 で す が 、 こ れ は 本 年 度 の 藤 沢 市 教 育 委 員 会 と し て の 採 択 に 係

る 方 針 を 定 め た 資 料 で ご ざ い ま す 。  

 続 い て ５ ペ ー ジ 、 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議

委 員 会 委 員 名 簿 で ご ざ い ま す 。  

 ６ ペ ー ジ 、 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 に

つ い て （ 諮 問 ） で す 。  

 ７ ペ ー ジ 、 令 和 ６ 年 度 義 務 教 育 諸 学 校 使 用 教 科 用 図 書 採 択 方

針 で す 。 こ の 中 の １ ０ ペ ー ジ に 、 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 、 義 務

教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 の ほ か に 、 １ ４

ペ ー ジ 、 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調 査 研 究

の 観 点 が 含 ま れ て お り ま す 。 こ れ ら は 、 文 部 科 学 省 の 通 知 を 受
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け ま し て 神 奈 川 県 の 選 定 審 議 会 を 通 し て 神 奈 川 県 教 育 委 員 会 が

通 知 し た も の で す 。 教 科 書 の 調 査 研 究 の 観 点 等 が 示 さ れ て お り

ま す 。  

 次 に 、 １ ８ ペ ー ジ 、 教 科 書 採 択 に お け る 公 正 確 保 の 徹 底 等 に

つ い て （ 通 知 ） と 、 ４ ２ ペ ー ジ 、 令 和 ６ 年 度 使 用 教 科 書 の 採 択

事 務 処 理 に つ い て （ 通 知 ） で す が 、 こ れ は 文 部 科 学 省 よ り 県 に

通 知 さ れ ま し た 教 科 用 図 書 採 択 に 向 け て の 方 針 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、 も う 一 つ の ホ チ キ ス 留 め 、 こ ち ら が 資 料 ２ と し て お り

ま す 。こ ち ら に は 、小 学 校 用 教 科 書 目 録（ 令 和 ６ 年 度 使 用 ）、特

別 支 援 学 校 用 （ 小 ・ 中 学 部 ） 教 科 書 目 録 （ 令 和 ６ 年 度 使 用 ） が

ご ざ い ま す 。 そ の ほ か 小 ・ 特 別 支 援 学 校 の 学 習 指 導 要 領 を 用 意

し ま し た 。 こ れ は 学 校 の 教 育 課 程 の 中 心 と な る も の で 、 文 部 科

学 省 が 作 成 し 、教 科 書 編 修 の 根 幹 に 当 た る 資 料 で も ご ざ い ま す 。

お 手 元 に 配 付 さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

 そ の ほ か 、 サ イ ド テ ー ブ ル の 資 料 で ご ざ い ま す 。 ま ず 、 教 科

書 編 修 趣 意 書 で す が 、 こ れ は 文 部 科 学 省 か ら 作 成 を 指 示 さ れ た

教 科 書 発 行 者 が 教 科 書 を 編 修 す る に 当 た っ て の 趣 意 を ま と め た

も の で す 。 そ の ほ か 、 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 見 本

本 を 展 示 し て お り ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 次 に 、 次 第 ４ に 参 り ま す 。 次 第 ４ 「 教 育 長 か ら 審 議 委 員 会 委

員 長 へ の 諮 問 」 で す 。  

 

教 育 長   去 る ５ 月 １ ８ 日 に 行 わ れ ま し た 藤 沢 市 教 育 委 員 会 ５ 月 定 例 会

に お き ま し て 、 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議

に つ い て を 諮 問 を す る こ と に 決 定 を い た し ま し た の で 、 そ れ に

基 づ き ま し て 、 本 日 、 諮 問 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 そ れ で は 、 諮 問 文 を 読 ま せ て い た だ き ま す 。  
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２ ０ ２ ３ 年 （ 令 和 ５ 年 ） ６ 月 ２ 日   

 

藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 委 員 長  様  

 

                       

 

 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 に つ い て （ 諮

問 ）  

 藤 沢 市 教 育 委 員 会 は ２ ０ ２ ３ 年 （ 令 和 ５ 年 ） ５ 月 １ ８ 日 の 教

育 委 員 会 会 議 に お い て 「 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採

択 方 針 」 を 定 め ま し た 。  

 教 科 用 図 書 の 採 択 に あ た っ て は 国 、 県 等 の 資 料 を 踏 ま え て 公

正 か つ 適 正 を 期 し 、 学 校 、 児 童 生 徒 、 地 域 等 の 特 性 を 考 慮 し て

採 択 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 英 語 の 教 科 書 に つ い

て は 、 令 和 ６ 年 度 以 降 、 英 語 の 学 習 者 用 デ ジ タ ル 教 科 書 を 紙 の

教 科 書 と 併 せ て 提 供 さ れ る 予 定 で す 。  

 そ こ で 、貴 審 議 委 員 会 に お い て は 、「 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教

科 用 図 書 の 採 択 方 針 」 及 び 神 奈 川 県 教 育 委 員 会 通 知 に 示 さ れ て

い る 「 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用

図 書 調 査 研 究 の 観 点 」、「 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科

用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 に 基 づ き 審 議 を 行 う と と も に 、 英 語 に

つ い て は 、 デ ジ タ ル 教 科 書 も 考 慮 の 一 事 項 と し て 、 そ の 内 容 を

答 申 し て く だ さ る よ う 、 こ こ に 諮 問 し ま す 。  

藤 沢 市 教 育 委 員 会  

教 育 長  岩 本  將 宏  

 

 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 委 員 の 皆 様 に は 、 こ れ か ら の ご 審

議 を ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  
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 そ れ で は 、 次 第 ５ に 参 り ま す 。 次 第 ５ 「 議 事 」 に 入 り ま す 。  

 今 年 度 の 審 議 委 員 会 の 方 針 に つ い て 、 審 議 の 都 合 上 、 あ ら か

じ め こ ち ら で 議 案 を 用 意 し て あ り ま す 。  

 そ れ で は 、議 案 第 １ 号 、「 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採

択 審 議 委 員 会 の 審 議 方 針（ 案 ）」に つ い て 審 議 い た し ま す 。事 務

局 に 朗 読 し て い た だ き ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 お 手 元 の 議 案 を ご 覧 く だ さ い 。  

 

議 案 第 １ 号  

 

 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 審 議 方 針

（ 案 ） に つ い て  

 

 本 審 議 委 員 会 は 、 教 育 委 員 会 の 諮 問 に 基 づ き 、 令 和 ６ 年 度 使

用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 方 針 を 次 の よ う に 定 め

る 。 藤 沢 市 立 小 学 校 ・ 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校

の 特 別 支 援 学 級 で 使 用 す る 教 科 用 図 書 に つ い て 、 次 の 観 点 に 基

づ い て 審 議 を 行 い 、 そ の 内 容 を 教 育 長 に 答 申 す る 。  

 

１  基 本 的 な 考 え 方  

 ( 1 )  「 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 」に 基 づ き 審 議 す る 。 

 ( 2 )  令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の 調 査 研 究 を 学 習 指 導 要 領 に 基

づ い て 行 わ せ る た め に 、 調 査 員 を 種 目 ご と に 置 き 、 調 査 資 料 を 提 出

さ せ る 。  

 ( 3 )  「 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査

研 究 の 観 点 」 及 び 「 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調

査 研 究 の 観 点 」 に 基 づ き 、 調 査 研 究 し た 資 料 等 を 基 に 審 議 す る 。 そ

の 内 容 を 教 育 長 に 答 申 す る 。  
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２  審 議 委 員 会 日 程  

 ( 1 )  令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 日 程  

 ア  令 和 ５ 年 ６ 月 か ら ７ 月 に か け て 令 和 ６ 年 度 小 学 校 用 教 科 用 図 書 並

び に 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特

別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 の 審 議 を ３ 回 行 う 。  

 イ  第 １ 回 は 、 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 審

議 方 針 等 に つ い て 審 議 す る 。  

 ウ  第 ２ 回 は 、令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て 審 議 す る 。 

 エ  第 ３ 回 は 、 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学

校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 審 議 す る 。  

 

 ( 2 )  調 査 員 作 業 日 程  

 ア  令 和 ５ 年 ６ 月 中 に 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の 調 査 研 究

の た め に 、 調 査 員 を お き 、 作 業 を 行 わ せ る 。  

 イ  調 査 員 作 業 で は 、 調 査 研 究 方 法 の 確 認 を し 、 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学

校 用 教 科 用 図 書 見 本 等 を 基 に 調 査 研 究 を 行 わ せ 、 調 査 資 料 を 作 成

さ せ る 。  

 

３  提 出 さ せ る 資 料  

 ( 1 )  調 査 員 に よ る 調 査 資 料 を 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 2 )  事 務 局 に 各 小 学 校 長 か ら の 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査

書 を ま と め さ せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 3 )  事 務 局 に 該 当 校 長 か ら の 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図

書 調 査 書 を ま と め さ せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 4 )  事 務 局 に 各 小 学 校 移 動 展 示 時 と 藤 沢 市 役 所 分 庁 舎 ２ 階 会 議 室 展 示 時

の 教 育 関 係 者 、 児 童 生 徒 保 護 者 並 び に 市 民 の 意 見 ・ 感 想 を ま と め さ

せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 5 )  教 科 書 目 録 、 学 習 指 導 要 領 、 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 見

本 、 教 科 書 編 修 趣 意 書 、 令 和 ６ 年 度 義 務 教 育 諸 学 校 使 用 教 科 用 図 書

の 採 択 方 針（「 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 、義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科
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用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 及 び 「 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 教 育 関 係 教

科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」を 含 む ）、教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 を 資

料 と し て 使 用 す る 。  

 

４  調 査 作 業 の 時 限 非 公 開  

 ( 1 )  静 ひ つ な 調 査 研 究 の 環 境 確 保 の た め 、 調 査 作 業 及 び そ の 調 査 員 氏 名

に つ い て は 非 公 開 と し て 行 わ せ る 。  

 ( 2 )  審 議 の 透 明 性 を 確 保 す る た め 、調 査 員 氏 名 に つ い て は 、調 査 作 業 後 、

審 議 委 員 会 に お い て 公 開 す る 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 こ の 議 案 に つ き ま し て 、 ご 意 見 、 ご 質 問 が ご ざ い ま し た ら お

願 い い た し ま す 。 方 針 文 が 長 い の で 、 一 つ 一 つ 分 け て い き た い

と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 前 文 及 び 「 １  基 本 的 な 考 え 方 」 に つ い て ま で は 、 い

か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   な い よ う で し た ら 、次 に 、「 ２  審 議 委 員 会 日 程 」に つ い て は

い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は ご 意 見 な い よ う で し た ら 、 次 に 、「 ３  提 出 さ せ る 資 料 」

に つ い て で す 。 こ ち ら に つ い て は 、 い か が で し ょ う か 。  

 

川 島 委 員   確 認 を さ せ て く だ さ い 。 ( 1 )で す け れ ど も 、「 調 査 員 に よ る 調

査 資 料 を 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 」と 書 か れ て い ま す 。( 2 )以 降
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は 、 事 務 局 に 何 々 を ま と め さ せ と い う 表 現 に な っ て い ま す 。 こ

の ( 1 )に は そ れ が あ り ま せ ん 。と い う こ と は 、調 査 員 が つ く っ た

調 査 資 料 は 、 各 々 の 調 査 員 か ら ま と ま っ て い な い 状 態 で 出 さ れ

る と い う ふ う に 理 解 し て よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

委 員 長   今 の ご 質 問 に つ い て 、 事 務 局 の ほ う で 、 ご 回 答 を お 願 い で き

ま す で し ょ う か 。  

 

事 務 局   こ ち ら が 事 務 局 と し て 関 わ ら せ て い た だ く こ と に な り ま す 。

お 願 い し ま す 。  

 

川 島 委 員   つ ま り 、 事 務 局 が 調 査 員 に 調 査 資 料 を ま と め さ せ 、 審 議 委 員

会 に 提 出 さ せ る と い う 読 み 取 り で よ ろ し い と い う こ と で す ね 。  

 

事 務 局   そ の と お り で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。  

 で は 次 に 、「 ４  調 査 作 業 の 時 限 非 公 開 」に つ い て で す が 、こ

れ に つ い て は い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は ご 意 見 、 ご 質 問 な ど ほ か に な い よ う で し た ら 、 原 案 ど お

り で よ ろ し い と い う こ と で 構 わ な い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 そ の ほ か に 全 体 を 通 し て 、 ほ か に ご 質 問 や ご 意 見

が あ れ ば 伺 い た い と 思 い ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  
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各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 な い よ う で す の で 、 こ の 方 針 で よ ろ し い か ど う か 、 改

め ま し て ご 承 認 を い た だ け ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。そ れ で は 、第 １ 号 議 案 、「 令 和 ６ 年

度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 審 議 方 針（ 案 ）」に つ

い て は 承 認 さ れ ま し た 。 し た が い ま し て 、 案 の 字 を お 取 り く だ

さ い 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 実 質 審 議 を 第 ２ 回 審 議 委 員 会 に て 行 い ま す 。 各 委 員 に お か れ

ま し て は 、 本 日 の 資 料 を 参 考 に 次 回 の 審 議 委 員 会 ま で の 準 備 を

お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 次 第 ６ に 参 り ま す 。 次 第 ６ 「 第 ２ 回 審 議 委 員 会 の

日 程 に つ い て 」 で ご ざ い ま す 。 第 ２ 回 審 議 委 員 会 の 開 催 日 時 で

す が 、 ７ 月 ６ 日 木 曜 日 午 前 ９ 時 か ら 、 藤 沢 市 教 育 文 化 セ ン タ ー

に て 行 い た い と 考 え て お り ま す 。 こ の 日 程 で よ ろ し い で し ょ う

か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。そ れ で は 、審 議 の 方 針 に 従 い ま し て 、

次 回 は 、 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の 審 議 を 行 っ て ま

い り た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 事 務 局 の ほ う か ら 何 か 連 絡 が あ り ま す で し ょ う か 。  

 

事 務 局   ご 審 議 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 審 議 委 員 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、 審 議 に お け る 公 正 確 保 と

い う 点 に お い て 、 常 に 公 正 な 立 場 で お 願 い い た し ま す 。  
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 以 上 で す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

委 員 長   委 員 の 皆 様 、 事 務 局 の 皆 様 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 こ れ

を も ち ま し て 第 １ 回 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議

委 員 会 を 閉 会 い た し ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  
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   第 ２ 回 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  
              令 和 ５ 年 ７ 月 ６ 日 （ 木 ） ９ 時 ０ ０ 分 ～  

 

委 員 長   皆 様 、 お は よ う ご ざ い ま す 。 本 日 は 、 お 忙 し い 中 、 ご 出 席 い

た だ き ま し て 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 開 会 に 先 立 ち ま し て 、 傍 聴 の 皆 様 に お 願 い が ご ざ い ま す 。 お

手 元 の 傍 聴 要 領 を ご 覧 く だ さ い 。「 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委

員 会 の 傍 聴 要 領 」 に 従 い 、 傍 聴 く だ さ い ま す よ う お 願 い い た し

ま す 。  

 な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で あ る と と も に 、 審 議 の 内 容 に つ き ま

し て は 、 会 議 録 作 成 の 都 合 上 、 録 音 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 そ れ で は 、 た だ い ま よ り 第 ２ 回 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用

図 書 採 択 審 議 委 員 会 を 開 催 い た し ま す 。  

 本 日 の 次 第 を ご 覧 く だ さ い 。 今 回 、 ご 審 議 い た だ く 内 容 は 、

議 案 「 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 で す 。  

 ま ず 初 め に 、「 藤 沢 市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 」に

基 づ き 、 会 議 録 署 名 委 員 を 指 名 い た し ま す 。  

 委 員 長 の 私 の ほ か に 、 今 回 も 繁 里 委 員 に お 願 い し た い と 思 い

ま す が 、 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

繁 里 委 員   よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 繁 里 委 員 、 よ ろ し く お 願 い い

た し ま す 。  

 続 い て 、 本 日 の 資 料 に つ い て 事 務 局 に 説 明 を 求 め ま す 。 事 務

局 、 お 願 い い た し ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、お 手 元 の 資 料 に つ い て ご 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。

議 題 に 係 る 資 料 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  
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 第 １ 回 の 審 議 委 員 会 が 終 了 し た 後 、 本 日 ま で の 間 に 送 付 し 、

本 日 お 持 ち い た だ き ま し た ４ 点 の 資 料 に つ い て ご 説 明 い た し ま

す 。  

 １ 点 目 は 、 本 審 議 委 員 会 の 下 に 置 か れ ま し た 調 査 員 に よ っ て

作 成 さ れ ま し た「 小 学 校 用（ 令 和 ６ ・ ７ ・ ８ ・ ９ 年 度 用 ）『 調 査

資 料 』」で す 。こ れ は 、県 の 通 知 及 び 本 審 議 委 員 会 の 方 針 を 受 け

ま し て 、 学 校 教 育 に 関 し 、 十 分 な 経 験 と 知 識 を 有 す る 者 の う ち

か ら 、 本 市 教 育 委 員 会 が 調 査 員 と し て ５ ７ 名 を 任 命 し 、 調 査 研

究 し た 結 果 を ま と め た も の で ご ざ い ま す 。 今 回 、 調 査 研 究 に 携

わ り ま し た 調 査 員 の 氏 名 等 に つ き ま し て は 、 調 査 資 料 の 最 終 ペ

ー ジ に 記 載 し て お り ま す 。  

 ２ 点 目 は 、 県 よ り 報 告 さ れ ま し た 「 小 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の

前 期 課 程  教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果（ 令 和 ６・７・８・９ 年 度

使 用 ）」で す 。こ れ は 、県 の 選 定 審 議 会 の も と に 置 か れ た 専 門 調

査 員 会 が 調 査 研 究 し た 結 果 で あ り ま し て 、 選 定 審 議 会 を 経 ま し

て 、 県 教 育 委 員 会 か ら 本 市 教 育 委 員 会 へ と 送 付 さ れ た も の で ご

ざ い ま す 。  

 ３ 点 目 は 、「 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 書 ま と

め 」 で す 。 こ れ は 、 各 小 学 校 長 が 自 校 の 教 員 に 、 県 の 調 査 研 究

の 観 点 等 に 沿 っ て 調 査 研 究 さ せ た 「 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教

科 用 図 書 調 査 書 」 を も と に 、 事 務 局 で ま と め た も の で す 。 各 学

校 が 調 査 の 各 観 点 に 沿 っ て 、 あ て は ま る と 思 わ れ る 発 行 者 に 丸

を つ け た も の を 集 計 し 、 一 覧 に し た も の で す 。 各 教 科 、 種 目 別

の 観 点 及 び 本 校 の 児 童 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 の 観 点 に

つ い て 、 そ の 教 科 書 が 適 切 で あ る 理 由 と し て 各 学 校 が 記 述 し た

内 容 を 発 行 者 ご と に ま と め 、 一 覧 に し た も の で す 。  

 ４ 点 目 は 、「 令 和 ６ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 意 見 書 一 覧 表 」 で す 。

こ れ は 、 市 民 及 び 保 護 者 向 け に 各 小 学 校 及 び 藤 沢 市 役 所 分 庁 舎

２ 階 会 議 室 に お い て 、 教 科 書 見 本 本 展 示 会 を 開 催 し た 際 に い た

だ い た 意 見 、 感 想 を 事 務 局 で ま と め た も の で ご ざ い ま す 。  
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 そ の ほ か 、 サ イ ド テ ー ブ ル の 資 料 に つ い て で す 。 小 ・ 中 ・ 特

別 支 援 学 校 の 学 習 指 導 要 領 、 教 科 書 発 行 者 が 文 部 科 学 省 か ら 指

示 さ れ 作 成 し た 教 科 書 編 修 趣 意 書 、 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教

科 用 図 書 見 本 本 及 び 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 見 本 本 を 用 意

し て お り ま す 。  

な お 、 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 書 と 令 和 ６ 年

度 使 用 教 科 用 図 書 意 見 書 等 に つ い て も サ イ ド テ ー ブ ル に ご 用 意

し て お り ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 た だ い ま の 資 料 な ど の 説 明 に つ い て 何 か ご 質 問 は ご ざ い ま す

か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 質 問 が な い よ う で す の で 、 こ れ か ら 議 事 に 入 り ま す 。  

 議 題 「 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 審 議 し

て ま い り ま す 。 本 年 度 は 、 令 和 ６ 年 度 か ら 令 和 ９ 年 度 に 使 用 す

る 小 学 校 の 教 科 用 図 書 の 採 択 が 行 わ れ る こ と に な っ て い ま す 。  

ま た 、 審 議 委 員 会 が 審 議 を 行 う に あ た り 、 学 校 教 育 に 関 し て

十 分 な 知 識 と 経 験 を 有 す る 調 査 員 を 置 き 、 調 査 研 究 を 行 わ せ ま

し た 。 本 日 ま で に 審 議 委 員 の 皆 さ ん に は 調 査 員 が 作 成 し た 調 査

資 料 に 目 を 通 し 、 調 査 研 究 を 進 め て い た だ い て い る と こ ろ で す

が 、 そ の 調 査 資 料 の 内 容 を 基 に 各 小 学 校 の 調 査 書 の ま と め 、 県

よ り 出 さ れ た 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 等 を 使 っ て 審 議 を 進 め

た い と 思 い ま す 。  

 続 き ま し て 、 審 議 の 進 行 に つ い て 、 何 か ご 意 見 が ご ざ い ま す

で し ょ う か 。  
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澤 野 委 員   今 回 の 審 議 の 進 め 方 に つ い て 、 各 種 目 に つ い て 、 特 に 市 の 調

査 資 料 の 大 き な ま と め で あ る ３ 観 点 を 意 識 し て 進 め て み て は い

か が で し ょ う か 。  

 

日 置 委 員   私 も 澤 野 委 員 の 考 え 方 に 賛 成 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 た だ い ま 市 の 調 査 資 料 の ３ つ の 観 点

を も と に し て と い う ご 意 見 が あ り ま し た 。 市 の 調 査 資 料 の ３ つ

の 観 点 と い た し ま し て は 、１ つ 目 の 観 点 が「 編 修 の 趣 旨 と 工 夫 、

学 習 指 導 要 領 と の 関 連 、 内 容 ・ 構 成 、 教 科 ・ 種 目 別 の 観 点 」 で

す 。 ２ つ 目 の 観 点 が 「 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 」 で す 。 最 後 に 、 ３

つ 目 の 観 点 は 、「 本 市 の 児 童 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 」と

な り ま す 。 こ れ ら ３ つ の 観 点 を も と に 、 種 目 ご と に 進 め て は ど

う か と い う ご 意 見 だ っ た と 思 い ま す 。 皆 様 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   い い と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 こ れ か ら 種 目 ご と に ３ つ の 観 点 を 基 に 、 各 委 員 か

ら ご 意 見 を い た だ い て 進 め て い き た い と 思 い ま す 。 で は 、 ご 意

見 を お 願 い し ま す 。  

 ま ず 、 国 語 に つ い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

 

和 田 委 員   ま ず 、 国 語 で す が 、 ３ 者 、 教 科 書 が 出 て い ま す 。 ３ 者 と も 主

体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 実 現 に 向 け 、 子 ど も た ち が 見 通 し を

も っ て 学 び を 進 め ら れ る よ う 工 夫 さ れ て い ま す 。  

 特 に 、 光 村 図 書 出 版 で は 、 市 の 調 査 資 料 に も あ り ま し た が 、

各 単 元 の 「 見 通 し を も と う 」 に お い て 学 習 課 程 が 示 さ れ 、 学 習

の 見 通 し を も ち 、 問 い や 対 話 が 生 ま れ て く る よ う に な っ て い ま

す 。 ま た 、 巻 頭 に は 、 新 し く 学 ぶ 内 容 と 既 習 の 内 容 が 結 び つ け

て 示 さ れ て い る こ と で 、 無 理 な く 新 し い 学 び に 向 き 合 え る 工 夫
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が な さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 続 い て 、教 育 出 版 は 、巻 末 に あ る「 付 録 」の「 情 報 の ま と め 」、

「 大 事 な 言 い 方 」 な ど が 充 実 し て お り 、 児 童 が 学 習 の 振 り 返 り

や 課 題 解 決 す る の に 役 立 つ 工 夫 が な さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

村 田 委 員   私 は 、 語 彙 の 豊 か さ を 培 う と い う 観 点 か ら 見 た と こ ろ を お 話

し い た し ま す 。  

 県 の 調 査 結 果 に も あ り ま す が 、 ３ 者 と も 、 教 科 書 を 通 じ て 子

ど も た ち の 言 葉 に 関 す る 学 び を 深 め な が ら 語 彙 を 獲 得 し て い く

た め 、 そ れ ぞ れ の 方 針 で 工 夫 が さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 東 京 書 籍 は 、「 言 葉 相 談 室 」と い う ペ ー ジ が あ り 、具 体 的 に 設

定 さ れ た 生 活 場 面 か ら 語 彙 を 増 や せ る よ う に 図 ら れ て い ま す 。  

 教 育 出 版 も 、 趣 意 書 に 「 日 常 生 活 に 生 き て 働 く 言 葉 を 養 う 」

と あ り 、そ の よ う に 単 元 設 定 が 工 夫 さ れ て い ま す 。加 え て 、「 言

葉 の 文 化 」 の ペ ー ジ で は 、 古 く か ら 日 本 人 の 生 活 に 根 差 し て い

る 伝 え て い き た い 言 葉 が 集 め ら れ 、 語 彙 の 幅 を 広 げ て い ま す 。  

 光 村 図 書 出 版 に は 、 巻 末 に 「 言 葉 の た か ら 箱 」 と い う ペ ー ジ

が あ り 、こ れ は と て も よ く で き て い る と 思 い ま し た 。「 言 葉 の た

か ら 箱 」 は 、 文 学 教 材 を 読 み 深 め た り 、 説 明 文 を し っ か り と 読

み 取 る 学 習 を し た り す る 中 で 身 に つ け た 語 彙 と 非 常 に よ く リ ン

ク し て い て 、 繰 り 返 し 授 業 の 中 で の 活 用 が 期 待 で き ま す 。 低 ・

中 ・ 高 の 系 統 性 も 意 識 さ れ て い ま す 。 ま た 、 伝 統 的 な 言 語 文 化

に 関 わ る 語 彙 で い う と 、「 季 節 の 言 葉 」と い う ペ ー ジ が あ り 、古

来 、日 本 人 が 大 事 に し て き た 季 節 感 の あ る 言 葉 が 並 ん で い ま す 。

日 本 語 の 持 つ 美 し い 響 き や 心 地 よ い リ ズ ム を 体 感 す る 活 動 に つ

な が り 、 子 ど も た ち の 言 葉 に 対 す る セ ン ス が 磨 か れ 、 語 彙 が 豊

か に な っ て い く こ と が 期 待 で き ま す 。  

 少 し 視 点 が 変 わ る ん で す け れ ど も 、 分 量 、 装 丁 と い う こ と を
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考 え ま す と 、 教 育 出 版 は 全 学 年 、 上 下 の 分 冊 に な っ て い ま す の

で 、 子 ど も が 持 ち 帰 る 場 合 は 負 担 が 少 な い と 思 い ま す 。 東 京 書

籍 と 光 村 図 書 出 版 は 、 ５ ・ ６ 年 生 が 年 間 １ 冊 で 分 冊 に な っ て い

ま せ ん 。 重 い と い う の は 難 点 で あ る か も し れ ま せ ん が 、 高 学 年

な の で 、 年 間 を 通 し た 学 習 の 意 識 が で き る と い う 利 点 も あ る と

考 え て い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま す か 。  

 

日 置 委 員   私 は 、 読 書 活 動 の 充 実 を 図 る と い う 観 点 か ら お 話 し し た い と

思 い ま す 。  

 教 育 出 版 社 で は 、 付 録 ペ ー ジ の 「 ○ 年 生 で 読 み た い 本 」 で あ

ら す じ や 本 の 表 紙 を 載 せ て お り 、 分 か り や す く 、 子 ど も が 興 味

を 持 て る よ う な 紹 介 が さ れ て い ま す 。 例 え ば 、 ５ 年 生 で は 、 環

境 や 世 界 な ど の テ ー マ に 沿 っ た 本 、 詩 、 フ ァ ン タ ジ ー な ど 多 岐

に わ た る ジ ャ ン ル の ５ ６ 冊 も の 本 が 紹 介 さ れ て い ま す 。 こ う し

て 取 り 上 げ ら れ る こ と で 、 ふ だ ん は 読 ま な い よ う な 本 も 手 に 取

り や す く な り 、 子 ど も た ち の 読 書 の 世 界 が 広 が っ て い く と い う

期 待 が 持 て ま す 。「 ふ じ さ わ 子 ど も 読 書 プ ラ ン ２ ０ ２ ５ ～ 第 ４ 次

藤 沢 市 子 ど も 読 書 活 動 推 進 計 画 ～ 」 に 基 づ い た 「 す べ て の 子 ど

も が 本 に 親 し む こ と が で き る ま ち  ふ じ さ わ 」 の 実 現 に 適 し て

い る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 光 村 図 書 は 、 先 ほ ど 村 田 委 員 も 触 れ て い ま し た け れ ど

も 、「 言 葉 の た か ら 箱 」が 設 定 さ れ て お り 、学 習 の 中 で 役 立 つ 言

葉 を 紹 介 し て い ま す 。「 季 節 の 言 葉 」で は 、日 本 な ら で は の 季 節

に 関 わ る 豊 か な 語 彙 を 扱 っ て い ま す 。 こ れ ら に よ り 子 ど も た ち

の 語 彙 力 が 豊 か に な り 、 そ の 後 の 言 語 活 動 で も 大 い に 役 立 つ こ

と が 期 待 で き ま す 。「 こ の 本 、読 も う 」の コ ー ナ ー で は 、単 元 の

ね ら い を 踏 ま え 、 学 ん だ こ と を 生 か せ る よ う に 、 シ リ ー ズ や 作

者 の 他 作 品 、 テ ー マ に 沿 っ た 内 容 の 本 が 紹 介 さ れ て い ま す 。 既
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習 内 容 と つ な が る 本 の 紹 介 を す る こ と で 、 読 書 が 苦 手 な 児 童 で

も 取 り 組 み や す く 、 ま た 読 書 好 き な 児 童 に は 、 ま す ま す 読 書 の

楽 し み が 感 じ ら れ る よ う に な っ て お り 、 主 体 的 な 学 び へ つ な が

っ て い く と 感 じ ま し た 。  

 そ の ほ か に も 、 光 村 図 書 で は 、 ど の 学 年 に お い て も 文 学 的 文

章 や 説 明 的 文 章 を 書 き 下 ろ し で 読 み 応 え の あ る 題 材 を 数 多 く 設

定 し て い ま す 。文 学 的 文 章 で は 、「 ち い ち ゃ ん の か げ お く り 」や

「 一 つ の 花 」 な ど 、 生 命 尊 重 や 命 の 大 切 さ に つ い て 扱 っ た 教 材

が 掲 載 さ れ て い ま す 。 文 章 を 読 ん で 考 え を も ち 、 そ れ を 共 有 し

て 、 ま た 、 さ ら に 自 分 の 考 え を 広 げ て い く こ と で 、 他 者 を 尊 重

し 、思 い や る 力 が 育 成 で き る と 思 い ま し た 。ま た 、「 く じ ら ぐ も 」、

「 ス イ ミ ー 」、「 お 手 紙 」、「 ご ん ぎ つ ね 」、「 や ま な し 」 な ど 親 の

代 か ら 長 い 間 読 み 続 け ら れ て い る 物 語 も 多 く 、 親 子 で 同 じ 物 語

を 共 有 で き 、 学 習 話 題 に 取 り 上 げ る こ と が で き る 利 点 も 感 じ ら

れ る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま す か 。  

 

堀 部 委 員   私 の ほ う か ら は 、 観 点 ２ の 表 記 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ

き ま す 。  

 東 京 書 籍 は 、 イ ラ ス ト や 写 真 が 大 き く 、 児 童 が 興 味 を も っ て

学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る と 思 い ま す 。 ま た 、 大 変 柔 ら か い

色 合 い で の イ ラ ス ト が 使 わ れ て お り 、 色 覚 の 多 様 性 に 配 慮 さ れ

て い る た め 、 児 童 が 集 中 し て 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る 工 夫

が さ れ て い ま す 。 ま た 、 物 語 、 説 明 文 で は 、 特 定 の 行 を 見 つ け

や す く す る た め 、 ５ 行 ご と の 行 数 字 の 間 に も 点 を 示 し 、 そ れ ら

を つ な げ る ド ッ ト が 繊 細 で 優 し く 、 大 変 効 果 的 な 支 援 の 配 慮 が

さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 光 村 図 書 出 版 で は 、 文 章 の 境 界 や 文 字 の 大 き さ が 学 年 ご と に
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配 慮 さ れ て お り 、 大 変 読 み や す い 工 夫 が さ れ て お り ま す 。 イ ラ

ス ト や 写 真 、 グ ラ フ な ど の 資 料 が 多 く 、 児 童 の 興 味 関 心 が 高 ま

り 、 学 ぶ こ と へ の 意 欲 が 深 ま る こ と で 、 学 習 内 容 の 理 解 に つ な

が る と 感 じ ま し た 。 ま た 、 学 習 の め あ て ご と に 色 分 け さ れ た 表

示 に な っ て お り 、共 通 に ど の 学 年 で も 使 わ れ て い る こ と も あ り 、

児 童 に も 何 を 今 身 に つ け る た め の 学 習 を し て い る の か 視 覚 的 に

も 理 解 で き 、 継 続 的 に 取 り 組 む こ と へ の 積 み 重 ね の 大 切 さ を 教

師 も 実 感 す る こ と が で き る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

原 委 員   保 護 者 目 線 で 一 通 り 目 を 通 さ せ て い た だ き ま し て 、 私 が 興 味

を 持 っ た も の は 、 光 村 図 書 で す 。 そ の 理 由 と し て 、 ２ つ あ り ま

す 。  

 １ つ 目 は 、 途 中 途 中 で 入 っ て い る コ ラ ム や 資 料 が 取 り 上 げ て

ほ し い 旬 の 話 題 で し た 。 例 え ば 、 ６ 年 生 の 教 科 書 に は 、 デ ジ タ

ル 機 器 に つ い て や ス マ ー ト フ ォ ン の 使 い 方 な ど が 掲 載 さ れ て お

り 、 内 容 が 良 い 題 材 が 多 い と 感 じ ま し た 。 ２ つ 目 と し ま し て 、

「 ス イ ミ ー 」 の 物 語 で 比 較 し て み た と こ ろ 、 東 京 書 籍 と 教 育 出

版 が １ 年 生 で 取 り 上 げ て い る 中 、 光 村 図 書 は ２ 年 生 上 で 取 り 上

げ て い ま し た 。 踏 み 込 ん だ 内 容 や 漢 字 習 得 の 面 か ら 考 え て も 、

物 語 を よ り 理 解 す る 上 で 、 ２ 年 生 で 取 り 上 げ て い る 光 村 図 書 が

よ い と 感 じ ま し た 。  

 教 育 出 版 に つ い て 申 し 上 げ ま す と 、行 間 が 広 く 、読 み や す い 、

書 体 が 見 や す く 、 文 字 が 捉 え や す い と 感 じ ま し た 。 ま た 、 高 学

年 が 上 下 で 分 冊 に な っ て い る の が 良 い と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま す か 。 ま た 全 体 を 通

し て ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  
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各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   ご 意 見 が な い よ う な の で 、 次 の 書 写 に 移 り ま す 。 で は 、 書 写

に つ い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

 

澤 野 委 員   各 者 と も 様 々 な 工 夫 が 見 ら れ ま す 。 例 え ば 文 字 を 書 く 姿 勢 に

つ い て 、 合 言 葉 や 体 操 な ど を 使 っ て 分 か り や す く 示 す こ と で 定

着 を 図 っ て い ま す 。  

 カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト の 観 点 で 見 る と 、 他 の 教 科 等 と

関 連 す る 学 習 活 動 が 設 定 さ れ て い る と こ ろ も 高 く 評 価 で き ま

す 。 東 京 書 籍 で は 、 生 活 科 の 観 察 カ ー ド を 、 教 育 出 版 で は 、 理

科 の 実 験 記 録 、 光 村 図 書 出 版 で は 、 社 会 科 で 新 聞 や ポ ス タ ー を

書 く な ど 、 各 者 と も 子 ど も の 日 常 の 学 習 や 生 活 に 役 立 て る 態 度

を 育 て る た め の 工 夫 が さ れ て い ま す 。 さ ら に 、 低 学 年 で は 、 各

者 と も 、 楽 し み な が ら 繰 り 返 し て 練 習 で き る よ う に 水 書 き シ ー

ト が 用 意 さ れ て い る 点 も よ い と 思 い ま し た 。  

 東 京 書 籍 の 鉛 筆 の 持 ち 方 で は 、ほ ぼ 実 寸 大 の 写 真 が 用 い ら れ 、

教 科 書 の 上 に 実 際 に 手 を 置 い て 書 く 姿 勢 を イ メ ー ジ で き る つ く

り に な っ て い ま す 。 ま た 、 左 利 き の 児 童 の 鉛 筆 の 持 ち 方 の 写 真

も あ り 、 細 や か な 配 慮 が 感 じ ら れ ま し た 。  

 教 育 出 版 で は 、 ３ 年 生 以 上 で は 、 見 開 き １ ペ ー ジ の 中 に 毛 筆

の 学 習 の 流 れ が 示 さ れ て い て 、 次 の ペ ー ジ で は 硬 筆 で 書 き 込 め

る 設 問 が 取 り 入 れ ら れ て い ま す 。 硬 筆 か ら 毛 筆 へ の 移 行 が ス ム

ー ズ に で き る よ う に 工 夫 さ れ て い ま す 。  

 光 村 図 書 出 版 で は 、 硬 筆 の ス タ ー ト の １ 年 生 、 毛 筆 の ス タ ー

ト の ３ 年 生 の 教 科 書 で 、鉛 筆 や 筆 を 持 つ ま で の 準 備 や 姿 勢 な ど 、

ス ム ー ズ に 書 き 始 め ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い ま す 。 簡 略 化 さ

れ た マ ー ク を 使 っ て 、 分 か り や す く 学 習 の ポ イ ン ト が 示 さ れ て

い る の も よ い と 思 い ま す 。 さ ら に 光 村 図 書 出 版 で は 、 主 体 的 ・
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対 話 的 で 深 い 学 び に つ な が る よ う に 、 整 っ た 文 字 を 書 く た め に

ど う す れ ば よ い の か を 子 ど も に 考 え さ せ 、 さ ら に 指 導 者 や 友 達

と 対 話 す る 場 面 を 設 け て い ま す 。 あ わ せ て 、 相 手 に 読 み や す い

よ う に 丁 寧 に 字 を 書 こ う と す る 姿 勢 を 育 て る こ と に も つ な が る

の で は な い か と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん か 。  

 

繁 里 委 員   私 か ら は 、 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 の 観 点 か ら お 話 し し た い と 思

い ま す 。  

 ま ず 、 東 京 書 籍 、 教 育 出 版 、 光 村 図 書 出 版 と も に 、 各 学 年 １

冊 で 構 成 さ れ て い ま す 。 色 遣 い に つ い て は 、 カ ラ ー ユ ニ バ ー サ

ル デ ザ イ ン の 観 点 か ら 、 ど の 児 童 に と っ て も 見 や す い 配 色 や デ

ザ イ ン に 配 慮 し て い る の を 感 じ ま し た 。 字 体 は ユ ニ バ ー サ ル デ

ザ イ ン に 配 慮 し た 読 み や す い フ ォ ン ト で 、 学 年 に 応 じ た 見 や す

い 字 の 大 き さ に な っ て い ま す 。 ま た 、 全 て の 学 年 で よ い 姿 勢 と

鉛 筆 や 筆 の 持 ち 方 、 用 具 の 置 き 方 に つ い て 写 真 と イ ラ ス ト を 使

っ て 丁 寧 に 説 明 し て い る た め 、 い つ で も 文 字 を 書 く 基 本 を 確 認

で き る よ う に な っ て い ま す 。 １ 年 生 に つ き ま し て は 、 書 写 の 最

初 の 授 業 で ど の よ う に 文 字 に 出 会 う か で 今 後 の 字 を 書 く 楽 し さ

や 喜 び に つ な が り ま す 。  

 そ の 視 点 で 教 科 書 の 表 紙 を 開 く と 、 い ず れ も 文 字 に 興 味 関 心

を 持 つ よ う な 内 容 と な っ て い ま し た 。 特 に 光 村 図 書 出 版 は 、 す

っ き り と し た 紙 面 構 成 で 、シ ン プ ル に 書 写 の 約 束 を 確 認 し た 後 、

自 分 の 名 前 を 教 科 書 に 書 く つ く り に な っ て い て 、 児 童 の 書 き た

い と い う 思 い を 大 切 に し て い る な と 感 じ ま し た 。  

 構 成 に つ い て 、 ど の 教 科 書 も 学 ぶ べ き 知 識 や 技 能 を 系 統 的 に

配 列 す る と と も に 、 硬 筆 と 毛 筆 を 関 連 さ せ て 学 習 を 進 め る よ う

に な っ て い ま す 。 毛 筆 の 始 ま る ３ 年 生 の 教 科 書 を 見 ま す と 、 書
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き 方 や 筆 圧 な ど 毛 筆 の 学 習 に 向 け た 導 入 が 掲 載 さ れ て い ま す 。

教 育 出 版 と 光 村 図 書 は 、 見 開 き ペ ー ジ を 基 本 と し て 丁 寧 に 説 明

を 展 開 し て い る の で 、 児 童 に と っ て 分 か り や す く 、 意 欲 を も っ

て 毛 筆 学 習 に 取 り 組 め る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん か 。  

 

日 置 委 員   私 は 、 児 童 の 実 態 に 即 し た 内 容 と い う ３ つ 目 の 観 点 か ら お 話

し を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ３ 者 と も 、 教 科 横 断 的 に 、 他 教 科 の 中 で も ど の よ う に 学 ん だ

こ と を 生 か す か と い う こ と が 示 さ れ て い ま す 。 市 の 調 査 資 料 に

も 、 各 教 科 と の 関 連 の 工 夫 が 示 さ れ て い ま す 。  

 東 京 書 籍 で は 、 社 会 科 の 国 調 べ の ポ ス タ ー の 書 き 方 の 例 、 教

育 出 版 で は 、 校 外 学 習 の リ ー フ レ ッ ト 作 成 の 流 れ な ど が 紹 介 さ

れ て い ま す 。光 村 図 書 で は 、「 書 写  広 げ た い 」の 単 元 で 硬 筆 の

横 書 き の 書 き 方 や リ ー フ レ ッ ト の 書 き 方 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト に つ

い て も 扱 っ て い て 、 他 教 科 や 生 活 の 中 で 学 習 し た こ と が 生 か せ

る よ う に な っ て い ま す 。教 育 出 版 ４ 年 書 写 で は 、「 文 字 の 大 き さ

と 配 列 に 気 を つ け て 書 こ う 」 と い う め あ て で 「 ぼ う さ い か る た

を つ く る 」 と い う 取 組 が 紹 介 さ れ て い ま す 。 ４ 年 生 の 社 会 科 で

地 域 の 防 災 な ど を 学 ぶ の で 、 教 科 横 断 的 に 児 童 が 興 味 を も ち 、

意 欲 的 に 取 り 組 め る 課 題 だ と 思 い ま し た 。  

 本 市 で は 現 在 、 外 国 に つ な が る 児 童 が 増 加 し て い ま す 。 教 育

出 版 ５ 年 の 巻 末 に は 世 界 の 「 こ ん に ち は 」 の つ づ り が 、 そ し て

６ 年 の 巻 頭 に は「 知 り た い な  世 界 の『 書 く 』」と し て 、英 語 の

カ リ グ ラ フ ィ ー や ア ラ ビ ア 書 道 な ど が 紹 介 さ れ て い ま す 。 多 様

な 世 界 文 化 に 触 れ る 機 会 の 多 い 藤 沢 市 の 児 童 に は 、 大 変 よ い 教

材 だ と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。 ま

た 、 全 体 を 通 し て ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   ご 意 見 が な い よ う な の で 、 次 の 社 会 に 移 り ま す 。 で は 、 社 会

に つ い て ご 意 見 を お 願 い い た し ま す 。  

 

和 田 委 員   社 会 科 は 、 小 学 校 ３ 年 生 か ら 始 ま る 教 科 で す 。 ２ 年 生 ま で の

学 習 の 中 で は 、 共 に 社 会 と の 関 わ り を 扱 う 生 活 科 と の 関 連 が あ

り ま す 。 そ こ で 、 社 会 科 へ の ス ム ー ズ な 接 続 と い う 視 点 で 見 る

と 、 教 育 出 版 は 「 生 活 科 を ふ り 返 ろ う 」 と い う コ ー ナ ー で 、 生

活 科 の 代 表 的 な 学 習 場 面 を 想 起 す る ペ ー ジ が 設 け ら れ て お り 、

接 続 を 意 識 し た 構 成 と な っ て お り ま す 。 ま た 、 東 京 書 籍 で は 、

巻 頭 で 生 活 科 の 既 習 事 項 の 確 認 か ら 第 ３ 学 年 の 学 習 内 容 を 提 示

し て い く こ と で 、 こ れ か ら 始 ま る 社 会 科 学 習 に 意 欲 を も っ て 取

り 組 め る 工 夫 が な さ れ て い ま す 。  

 次 に 、 学 習 指 導 要 領 と の 関 わ り と い う 視 点 か ら 見 る と 、 教 育

出 版 は 教 科 書 の 随 所 に 「 学 び の て び き 」、「 次 に つ な げ よ う 」 と

い う 欄 が 設 け ら れ て お り 、 学 習 内 容 を 多 面 的 、 多 角 的 に 考 え ら

れ る よ う な 工 夫 が な さ れ て い ま す 。 東 京 書 籍 は 、 市 の 調 査 資 料

に も あ っ た と お り 、 問 題 解 決 的 な 学 習 を 進 め て い く た め に 、 問

題 を 「 つ か む ・ 調 べ る ・ ま と め る ・ い か す 」 と い う 構 成 に し て

あ り ま す 。「 ま と め る 」の ペ ー ジ で は 、学 ん だ こ と を 図 や 表 を 使

い 整 理 し た り 、 様 々 な 視 点 か ら 考 え 、 話 し 合 っ た り で き る よ う

な つ く り に な っ て い る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

繁 里 委 員   で は 、 私 か ら は 紙 面 の つ く り に つ い て の 視 点 で お 話 し し た い

と 思 い ま す 。  

 東 京 書 籍 、 教 育 出 版 、 日 本 文 教 出 版 と も に 、 各 単 元 に お い て

視 覚 的 効 果 が 図 ら れ る よ う に 、 写 真 や 図 、 表 な ど を 適 切 に 用 い

て 児 童 の 学 習 へ の 興 味 関 心 や 理 解 が 深 ま る よ う に し て い ま す 。

ま た 、 学 習 内 容 ご と に 本 文 や 資 料 な ど が 見 開 き ２ ペ ー ジ 程 度 で

ま と め ら れ て い て 、 分 か り や す い で す 。  

 中 で も 教 育 出 版 は 、見 開 き ペ ー ジ の 初 め に「 こ の 時 間 の 問 い 」

を 設 定 し 、 児 童 が 問 題 解 決 型 学 習 に 取 り 組 み や す く な っ て い る

の と 、 終 わ り に は 「 次 に つ な げ よ う 」 を 設 定 し て い て 、 次 時 へ

の 問 い へ つ な が る よ う に な っ て い ま す 。 こ れ に よ り 、 各 単 元 の

流 れ や 連 続 性 が つ か み や す い の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 教 科 書 の 冊 数 で す が 、 教 育 出 版 と 日 本 文 教 出 版 は 、 ど の 学 年

も １ 冊 に ま と め ら れ て つ く ら れ て い ま す 。 各 校 の 教 育 課 程 編 成

に お き ま し て 、 指 導 計 画 を 立 て る 際 に は 、 単 元 の 順 番 を 入 れ 替

え る 可 能 性 が あ る こ と か ら 、 １ 冊 に な っ て い る ほ う が 対 応 し や

す い と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

宮 﨑 委 員   県 の 調 査 資 料 に も あ り ま す よ う に 、 ３ 者 と も に 学 び に 向 か う

力 、 人 間 性 の 涵 養 と い う 点 に つ い て 、 学 習 し た 内 容 を 地 域 や 社

会 の 課 題 に 向 き 合 っ て 、 問 題 意 識 を も っ て 、 そ し て 話 し 合 う と

い う 活 動 が 組 み 込 ま れ て い る と 思 い ま す 。 例 え ば 、 防 災 や 環 境

に 関 す る 課 題 に 対 し て 、 持 続 可 能 な 開 発 目 標 と 関 連 さ せ な が ら

話 し 合 っ て い く 活 動 が 工 夫 さ れ て お り 、 今 日 的 な 課 題 へ の 意 識

を 高 め る こ と が で き る と 思 い ま し た 。 子 ど も た ち が 、 こ れ か ら
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成 長 し て 将 来 生 き て い く 時 代 の 困 難 さ で す と か 、 様 々 な 課 題 を

解 決 し て い く た め に 、 自 分 た ち は ど う し た ら よ い か と い う こ と

を 主 体 的 に 考 え る 力 の 育 成 に つ な が る と 考 え ま す 。  

 日 本 文 教 出 版 に つ き ま し て は 、「 わ た し（ た ち ）の 問 題 」、「 学

習 問 題 」 と し て 単 元 を 貫 く 問 い が 示 さ れ 、 単 元 を 通 し た 追 求 や

解 決 が で き る よ う に な っ て お り 、 さ ら に 単 元 の 終 わ り に 「 さ ら

に 考 え た い 問 題 」 を 例 示 し て 、 学 ん だ こ と を 生 か し な が ら 追 求

す る 活 動 を 促 し て い る と 感 じ ま す 。  

 分 量 、 装 丁 と い う こ と か ら 考 え ま す と 、 先 ほ ど 繁 里 委 員 の ご

発 言 に も あ り ま し た け れ ど も 、 東 京 書 籍 は ２ 分 冊 で 構 成 さ れ て

い る こ と か ら 、 ラ ン ド セ ル が 重 い と 感 じ る 子 ど も た ち の 負 担 を

軽 減 す る こ と が で き る と 考 え ま す 。 一 方 、 社 会 科 と い う 教 科 の

特 性 上 、 ２ 冊 に 共 通 し た 内 容 を 学 習 す る 際 に は 不 便 さ を 感 じ る

と い う 場 合 が あ る か な と も 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

山 崎 委 員   よ ろ し く お 願 い し ま す 。 私 は 、 ど の 教 科 書 が 藤 沢 市 の 子 ど も

た ち に 親 し み や す い か と い う 点 で 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 和 田 委 員 も 生 活 科 と の 関 連 に 触 れ て お ら れ た ん で す が 、 子 ど

も た ち は 、 １ ・ ２ 年 生 の と き に 生 活 科 の 学 習 で 、 自 分 と 身 近 な

人 や 社 会 、 自 然 に つ い て 関 心 を も て る よ う な 学 習 を し ま す 。 そ

し て 、 ３ 年 生 に な っ て 社 会 科 が 始 ま る と 、 よ り 具 体 的 に 自 分 た

ち の ま ち を 調 べ て 、 さ ら に 県 、 国 と い う ふ う に 学 び を 広 げ て い

く と 思 い ま す 。 本 市 に は 、 藤 沢 市 の 社 会 科 資 料 集 が あ り ま す よ

う に 、 自 分 の 住 ん で い る 地 域 の 理 解 を 深 め 、 気 づ い た り 関 心 を

も っ た り 、 愛 着 を も っ た り す る こ と が 大 切 だ と 考 え ま す 。  

 そ う い っ た 面 で は 、 教 育 出 版 の 教 科 書 に は 、 神 奈 川 県 に つ い

て 書 か れ て い る ペ ー ジ が 大 変 多 い と 感 じ ま し た 。 例 え ば 、 ３ 年
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生 の 「 わ た し た ち の ま ち と 市 」 で は 、 横 浜 市 の こ と が 取 り 上 げ

ら れ て い て 、 藤 沢 市 の 児 童 に も な じ み の あ る よ こ は ま 動 物 園 ズ

ー ラ シ ア が 載 っ て い た り 、 東 海 道 の こ と に 触 れ ら れ た り し て い

ま す 。  

 ４ 年 生 の「 水 は ど こ か ら 」で は 、相 模 ダ ム 水 系 を 扱 っ て い て 、

本 市 の 児 童 が よ く 社 会 科 見 学 で 行 く 宮 ヶ 瀬 ダ ム や 寒 川 浄 水 場 な

ど の 記 載 も 見 つ け る こ と が で き ま し た 。同 じ く ４ 年 生 、「 昔 か ら

今 へ と 続 く ま ち づ く り 」で は 、「 地 域 に 学 校 を ひ ら く 」と い う 学

習 を 選 択 で き る よ う に な っ て い る の で す が 、 そ の 中 で 、 小 笠 原

東 陽 の こ と が 取 り 上 げ ら れ て い ま す 。 羽 鳥 村 や 耕 余 塾 な ど 、 な

じ み の 深 い 言 葉 も 見 ら れ ま し た 。  

 ５ 年 生 の 「 日 本 の 国 土 と わ た し た ち の く ら し 」 で は 、 藤 沢 市

の 八 ヶ 岳 野 外 体 験 教 室 の あ る 長 野 県 南 牧 村 を 扱 っ て い ま す 。 八

ヶ 岳 野 外 体 験 教 室 の プ ロ グ ラ ム で レ タ ス の 収 穫 体 験 を し た こ と

が あ る の で す が 、 な ぜ 八 ヶ 岳 で レ タ ス 収 穫 な の か 、 社 会 科 で 身

に つ け る 知 識 と 実 際 の 体 験 が つ な が っ て 、 よ り 深 い 学 び に つ な

が る と 考 え ら れ ま す 。 自 分 た ち の 暮 ら し と な じ み の あ る 場 所 が

教 科 書 に 載 っ て い る と い う こ と が 児 童 に と っ て 、 よ り 興 味 関 心

を 持 っ て 主 体 的 に 学 ぶ こ と が で き る の で は な い か と 思 い ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。

ま た 全 体 を 通 し て ご 意 見 の 付 け 足 し 、 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま

せ ん で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   ご 意 見 が な い よ う で す の で 、 次 の 地 図 に 移 り ま す 。 で は 、 地

図 に つ い て ご 意 見 を お 願 い い た し ま す 。  
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宮 﨑 委 員   地 図 に つ き ま し て は 、 帝 国 書 院 と 東 京 書 籍 の ２ 者 が ご ざ い ま

す 。 そ れ ぞ れ が と も に 編 修 の 基 本 方 針 を し っ か り と 反 映 し て つ

く ら れ て お り ま し て 、必 要 な こ と は 網 羅 さ れ て い る と 思 い ま す 。 

 帝 国 書 院 は 、「 地 図 っ て な ん だ ろ う 」、「 地 図 の や く そ く 」の コ

ー ナ ー で 、 方 位 や 地 図 記 号 、 距 離 の 求 め 方 な ど 分 か り や す く 図

式 さ れ て い て 、ま た 、「 広 く 見 わ た す 地 図 」な ど 全 体 的 に 情 報 を

精 選 し た 分 か り や す い 地 図 に な っ て い る と 思 い ま す 。 初 め て 地

図 を 使 う ３ 年 生 に と っ て 、学 び や す い と い う 印 象 を も ち ま し た 。

ま た 、自 然 災 害 と 防 災 に つ い て 解 説 す る コ ー ナ ー が あ り ま し て 、

「 防 災 マ ッ プ づ く り 」 の つ く り 方 が 示 さ れ て い て 、 自 分 た ち の

住 む 場 所 に 置 き 換 え て 防 災 マ ッ プ を 作 成 す る と い う 活 動 が で き

る こ と か ら 、 作 業 や 調 べ 学 習 を 通 じ て 子 ど も た ち の 防 災 意 識 の

向 上 に 大 変 効 果 的 だ と 思 い ま す 。  

 東 京 書 籍 に は「 マ ッ プ で ジ ャ ン プ 」、帝 国 書 院 に は「 地 図 マ ス

タ ー へ の 道 」 と い う コ ー ナ ー が あ り 、 子 ど も の 興 味 関 心 を 引 き

つ け 、 自 ら 調 べ よ う と す る 意 欲 の 向 上 に 効 果 的 だ と 思 い ま す 。  

帝 国 書 院 の 「 地 図 マ ス タ ー へ の 道 」 は 、 学 年 ご と に 学 習 課 題

が 示 さ れ て い て 、 発 達 段 階 に 合 わ せ て 学 習 を 行 う こ と が で き る

と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

山 崎 委 員   私 は 装 丁 、 表 記 の 観 点 で 話 を し ま す 。  

 帝 国 書 院 の 地 図 帳 は 、「 広 く 見 わ た す 地 図 」「 ○ ○ 地 方 」「 世 界 」

「 資 料 図 」「 統 計 」と い う ５ つ の 項 目 ご と に 色 分 け さ れ て い ま す 。 

ま た 、 索 引 に つ い て も 、 赤 太 字 ・ 赤 字 ・ 青 字 ・ 緑 字 ・ 黒 字 と

５ つ に 色 分 け さ れ て い て 、 児 童 が 調 べ た い こ と を 分 か り や す く

調 べ ら れ る 工 夫 が さ れ て い る と 感 じ ま し た 。 さ ら に 統 計 に つ い
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て も 、 ８ 地 方 ご と に 色 分 け さ れ て い る こ と は も ち ろ ん な の で す

が 、「 国 土 」「 農 林 水 産 業 」「 工 業 」「 く ら し と 環 境 」「 お も な 伝 統

工 芸 品 と 生 産 都 市 」 の 項 目 ご と に も 色 分 け が さ れ て い て 、 す っ

き り と 見 や す い 印 象 を 受 け ま し た 。 そ れ か ら 、 全 体 的 に 「 土 地

の 高 さ 」「 市 街 地 」「 田 畑 」 な ど 、 土 地 の 使 わ れ 方 な ど の 色 分 け

が 非 常 に 鮮 明 で 、 地 形 的 な 特 色 を 捉 え や す い 印 象 が あ り ま す 。

ま た 、 イ ラ ス ト や 文 字 、 主 要 道 路 、 鉄 道 な ど 地 図 の 中 に は た く

さ ん の 情 報 が 入 っ て い る の で す が 、 そ れ ぞ れ が 工 夫 を 凝 ら し て

い て 、 認 識 し や す い 感 じ が し ま し た 。 資 料 図 の 項 目 で は 、 掲 載

内 容 を 精 選 し て 必 要 な 情 報 が ほ ぼ 見 開 き １ ペ ー ジ に ま と め ら れ

て い ま す の で 、 資 料 集 と し て の 役 割 も し っ か り と 果 た す こ と が

で き る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

村 田 委 員   私 は 、 学 習 指 導 要 領 の 観 点 か ら 見 る と い う と こ ろ で お 話 を し

ま す 。  

 ２ 者 と も 、 児 童 が 地 図 に 興 味 を 持 ち 、 地 図 帳 を 使 っ て 主 体 的

に 学 び を 進 め て い き た く な る よ う な 工 夫 が そ れ ぞ れ に な さ れ て

い る と 感 じ ま し た 。  

 東 京 書 籍 の ほ う は 、 地 図 や グ ラ フ な ど の 資 料 と と も に 、 イ ラ

ス ト が 効 果 的 に 使 わ れ て い て 、 子 ど も た ち が 情 報 を 整 理 し や す

く な っ て い る と 思 い ま す 。社 会 科 で 学 習 す る 内 容 と も 関 連 づ け 、

４ 年 間 を 通 じ て 活 用 で き ま す 。 特 に 、 自 然 災 害 の ペ ー ジ は 使 い

や す い と 思 い ま し た 。  

 帝 国 書 院 の ほ う は 、 先 ほ ど 宮 﨑 委 員 も 触 れ て い ら っ し ゃ い ま

し た が 、 ま ず 、 初 め て 地 図 帳 を 手 に す る ３ 年 生 の 導 入 の ペ ー ジ

が 秀 逸 で 、 と て も 分 か り や す い で す 。 東 京 書 籍 と 同 様 に 、 各 学

年 の 社 会 科 の 学 習 で 資 料 と し て 活 用 で き る と こ ろ も 多 く 見 受 け
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ら れ ま す 。 特 に 調 査 員 調 査 資 料 に も あ る よ う に 、 明 治 時 代 初 期

の 地 図 が 掲 載 さ れ て い て 、 過 去 と 現 在 を 比 較 す る こ と が で き 、

６ 年 生 が 歴 史 の 学 習 を 深 め る 資 料 と し て 興 味 深 く 、 期 待 が も て

ま す 。  

 本 市 の 児 童 の 実 態 や 地 域 と の 関 わ り で 申 し 上 げ る と 、 帝 国 書

院 に は 、「 高 地 の く ら し 」の ペ ー ジ に 、藤 沢 市 の 野 外 体 験 教 室 の

あ る 八 ヶ 岳 の 資 料 が 載 っ て い ま す 。 ５ 年 生 が 毎 年 訪 れ る 場 所 な

の で 、 児 童 は 親 し み を も っ て 、 ま た 授 業 で 活 用 で き る と 思 い ま

す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

金 田 委 員   私 は 、 子 ど も が ち ょ う ど ３ 年 生 に な り ま す の で 、 ３ 年 生 が 取

り 組 む 上 で ど う か な と い う 視 点 で 見 さ せ て い た だ き ま し た 。  

 東 京 書 籍 の ほ う は 、 最 初 の ほ う で 、 方 位 の ペ ー ジ で 方 位 磁 針

の 使 い 方 と い う の は 、 と て も 詳 し く 書 か れ て い ま し た 。 そ れ か

ら 、 地 図 の 中 の 市 街 地 や 森 林 地 帯 な ど の 色 分 け が ４ 項 目 で 、 色

味 が 少 な め で 、 す っ き り 地 図 が 見 ら れ る な と い う ふ う に 感 じ ま

し た 。 た だ 、 ３ 年 生 か ら 使 う と 考 え た と き に 、 デ ジ タ ル コ ン テ

ン ツ は ち ょ っ と 難 し い か な と 感 じ た り 、 あ と 、 例 え ば 斜 め か ら

見 た 地 図 と 上 か ら 見 た 地 図 の と こ ろ は す ご く 細 か く て 、 同 じ 地

図 だ と い う イ メ ー ジ が ち ょ っ と し づ ら い か な と い う ふ う に 感 じ

ま し た 。  

 一 方 、 帝 国 書 院 の ほ う は 、 方 位 の ペ ー ジ が 、 自 分 の 体 を 使 っ

て 方 位 を と い う の が 、ち ょ う ど う ち の 娘 が 家 で 、「 お 母 さ ん 、東

っ て ど っ ち 。」 と 言 っ て 、「 あ っ 、 う ち の 庭 は 南 向 き だ 。」 と か 、

す ご く 興 味 を も っ て 、 こ れ は ど っ ち が 東 か な 、 そ し て 、 そ れ が

ど う な っ て い る の か な と い う の は 、 体 を 使 っ て 体 感 し て 、 身 近

に 感 じ て 、 学 べ て い た の か な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  
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 そ れ か ら 、 東 京 書 籍 の ほ う は ４ 項 目 に 分 け ら れ て い た 色 分 け

が 、帝 国 書 院 は ６ 項 目 に 分 か れ て い て 、そ れ が 商 業 地 帯 な の か 、

住 宅 地 な の か と か 、そ う い う と こ ろ が 、ぱ っ と 見 て 分 か る の で 、

「 こ こ は お 店 が 多 い 場 所 だ ね 」 と か と い う イ メ ー ジ が し や す い

な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 あ と 、 や っ ぱ り 「 広 く 見 わ た す 地

図 」の ペ ー ジ が あ る こ と で 、３ 年 生 と い う の は 、「 あ っ 、こ こ に

こ れ が あ る の だ な 」 と い う こ と が よ り 分 か り や す い の で は な い

か な と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま す か 。 全 体 を 通 し て

ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   ご 意 見 が な い よ う で す の で 、 次 の 算 数 に 移 り ま す 。 で は 、 算

数 に つ い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

 

日 置 委 員   私 は 、 入 門 期 の 工 夫 と い う 観 点 か ら お 話 を さ せ て い た だ き ま

す 。  

 各 者 、 入 門 期 に お い て 楽 し く 学 習 に 取 り 組 め る よ う に 工 夫 が

な さ れ て い ま す 。 ス タ ー ト ブ ッ ク と い う よ う な 数 の 基 礎 的 概 念

を 扱 う よ う な 分 冊 を 扱 っ て い る の は 、 東 京 書 籍 、 大 日 本 図 書 、

啓 林 館 、 日 本 文 教 出 版 の ４ 者 で す 。 ど れ も 4 0ペ ー ジ ほ ど の 薄 い

分 冊 に な っ て い ま す 。  

中 で も 、 東 京 書 籍 、 大 日 本 図 書 、 啓 林 館 は 、 大 き な Ａ ４ サ イ

ズ の ワ ー ク ブ ッ ク の よ う に な っ て い て 、 ノ ー ト を 使 わ ず に こ れ

１ 冊 で 済 む た め 、 机 上 が す っ き り し て 学 習 に 集 中 で き ま す し 、

ブ ロ ッ ク な ど の 操 作 も し や す い と 感 じ ま し た 。  

と り わ け 東 京 書 籍 は 、 数 の 合 成 の 部 分 な ど を と て も 丁 寧 に 取
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り 扱 っ て い て 、 ま す 目 も 大 き く 、 書 き 込 み も し や す い と 感 じ ま

し た 。ま た 、２ 年 生 か ら は 各 学 年 、「 算 数 マ イ ノ ー ト 」と い う コ

ー ナ ー が あ り 、ノ ー ト づ く り に 重 点 を 置 く こ と で 数 学 的 な 見 方 、

考 え 方 の 振 り 返 り や 深 い 学 び が で き る よ う に 工 夫 し て い る と 感

じ ま し た 。  

 続 い て 、 学 校 図 書 に つ い て お 話 を い た し ま す 。 こ れ ま で 入 門

期 の 工 夫 と い う こ と で お 話 を し て き ま し た け れ ど も 、 学 校 図 書

は 、 ６ 年 生 に 「 中 学 へ の か け 橋 」 と い う 分 冊 が ご ざ い ま す 。 こ

れ が と て も い い な と 思 い ま し た 。 小 学 校 ６ 年 間 で 見 つ け た 算 数

の 見 方・考 え 方 を 復 習 し て 定 着 を 図 る も の が 半 分 、残 り 半 分 は 、

発 展 と し て 中 学 校 で 学 ぶ こ と の 導 入 が 載 っ て い ま す 。 児 童 が 自

分 の 実 態 に 応 じ て 、 個 別 最 適 な 学 び が で き る よ う な 工 夫 が さ れ

て い る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。  

 

澤 野 委 員   算 数 は 積 み 重 ね の 教 科 な の で 、 学 び の 連 続 性 を 意 識 し て 、 数

学 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 、 目 的 意 識 を も っ て 問 題 解 決 に 取

り 組 む 学 習 を 積 み 重 ね る こ と が 大 切 で す 。 知 識 や 技 能 の 定 着 を

図 る た め 、 各 者 と も 補 充 や 発 展 問 題 を 設 定 し て い ま す 。 問 題 数

や 難 易 度 に や や ば ら つ き が 見 ら れ ま し た 。 中 で も 、 東 京 書 籍 は

難 易 度 別 に 設 問 さ れ て い て 、 ス テ ッ プ ア ッ プ す る こ と を 目 指 し

て 、 意 欲 的 に 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る と 考 え ま す 。  

 算 数 は 、 学 年 が 進 む ほ ど 、 苦 手 意 識 を も つ 子 ど も が い ま す 。

各 者 と も 子 ど も の 学 び の 困 難 さ へ の 対 応 に つ い て 、 前 学 年 ま で

に 既 習 内 容 が 分 か り や す く 示 さ れ て い ま す 。 ま た 、 振 り 返 り 問

題 と し て 、「 確 か め よ う 」や「 分 か っ て い る か な 」な ど が 設 定 さ

れ て い る の が よ い と 思 い ま す 。  

 啓 林 館 は 「 め あ て 」 と 「 ま と め 」 が 同 じ ペ ー ジ に 収 ま る よ う
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工 夫 さ れ て い る の で 見 や す く 、 ス モ ー ル ・ ス テ ッ プ で 学 び を 積

み 重 ね る こ と が で き る と 考 え ま す 。  

 大 日 本 図 書 は 、 紙 面 が 大 き く 、 見 や す さ 、 読 み や す さ に 配 慮

し た ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン フ ォ ン ト が 採 用 さ れ て い ま す 。 程 よ

い 情 報 量 で 子 ど も の 苦 手 意 識 の 軽 減 に つ な が る と 思 い ま す 。  

 東 京 書 籍 の 時 計 の 学 習 で は 、 １ ペ ー ジ を 使 っ て 時 計 が 大 き く

描 か れ て い る の で 、 目 盛 り が 読 み や す く な っ て い ま す 。 細 か な

目 盛 り を 読 む こ と が 苦 手 な 子 ど も に 対 し て の 配 慮 が 感 じ ら れ ま

す 。 ま た 、 つ ま ず き が 多 い 単 元 に は 「 お ぼ え て い る か な ？ 」 を

設 定 し 、 ス ム ー ズ に 学 習 に 取 り 組 め る 工 夫 が 見 ら れ て よ い と 思

い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。  

 

一 瀬 委 員   私 は 、 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 、 内 容 ・ 構 成 と い う 観 点 か ら お

話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 教 育 出 版 に つ い て で す が 、 全 学 年 に わ た っ て 、「 は て

な ？ 」「 な る ほ ど ！ 」「 だ っ た ら ！ ？ 」 と い う 表 示 が な さ れ て い

ま す 。児 童 が 課 題 に 出 会 っ た と き に 、「 は て な ？ 」と 問 い を も ち 、

そ し て 自 分 な り の 考 え を も っ て 、ま た 、友 達 と 学 び 合 う 中 で「 な

る ほ ど ！ 」 と 解 決 し 、 そ れ を も と に 「 だ っ た ら ！ ？ 」 と 、 さ ら

に 活 用 し た り 、 新 た な 問 い を 持 っ た り と 、 問 い の 連 続 の 中 で 学

習 を 進 め て い く 構 成 に な っ て い ま す 。 こ の こ と は 、 子 ど も た ち

の 問 題 発 見 力 、 解 決 力 、 追 求 力 を 育 む こ と に つ な が る と 感 じ ま

し た 。  

 ま た 、 課 題 に つ い て で す け れ ど も 、 多 く の 者 が Ｓ Ｄ Ｇ ｓ や 環

境 問 題 な ど 現 代 的 な 課 題 を 取 り 上 げ て い る こ と は 、 算 数 を 学 び

な が ら 社 会 の 変 化 に も 関 心 を 寄 せ る 機 会 と な り 、 と て も い い な

と 思 い ま し た 。  
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 さ ら に 、 教 育 出 版 に つ い て で す が 、 ５ 年 生 の 「 単 位 量 あ た り

の お お き さ 」 で は 、 駅 で 待 ち 合 わ せ を す る 際 に 、 算 数 を 使 っ て

考 え る 場 面 を 課 題 と し て い た り 、 ま た ２ 年 生 の 「 長 さ 」 で は 、

身 の 回 り の も の か ら 長 さ を 見 つ け る 場 面 が 課 題 に な っ て い た り

と 、 算 数 で 学 ん だ こ と を 日 常 場 面 に 結 び つ け る よ う な 課 題 が 随

所 に 設 定 さ れ て い ま す 。 こ の よ う に 児 童 の 興 味 を そ そ る よ う な

課 題 や 学 ん だ こ と を さ ら に 深 め 、 主 体 的 な 学 び が 持 続 で き る よ

う な 工 夫 が 多 く 見 ら れ ま し た 。  

 ま た 、 東 京 書 籍 に つ い て は 、 単 元 の 導 入 時 で 学 び 合 い の 場 面

が 分 か り や す く 設 定 さ れ て い ま す 。 こ の こ と は 、 児 童 が 教 科 書

を 見 た だ け で 多 様 な 考 え が あ る こ と に 気 づ く こ と は も ち ろ ん で

す け れ ど も 、 経 験 の 浅 い 教 師 に と っ て も 無 理 な く 学 び 合 い の 場

面 を 設 定 す る こ と が で き 、 協 働 し な が ら 課 題 を 解 決 す る と い う

課 程 で 、 深 い 学 び に つ な げ ら れ る と 考 え ら れ ま す 。  

 次 に 、 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま

す 。  

 各 者 と も 、 入 門 期 の 別 冊 や 学 年 を 分 冊 に す る な ど そ れ ぞ れ の

工 夫 が あ り 、 そ れ ぞ れ の よ さ を 感 じ ま し た 。 特 に 、 学 校 図 書 に

つ い て な ん で す け れ ど も 、 ワ イ ド 判 を 使 用 し て お り 、 左 右 が す

っ き り と 開 く こ と が で き ま す 。 書 き 込 ん だ り 定 規 を 使 っ て 図 形

を 描 い た り す る 際 に は 、 と て も よ い な と 思 い ま し た 。  

 最 後 に 、 本 市 の 児 童 が 主 導 す る と い う 視 点 か ら お 話 を さ せ て

い た だ き ま す と 、 東 京 書 籍 に つ い て は 、 全 体 的 に 色 合 い の 統 一

感 が 感 じ ら れ 、 そ の せ い か 、 ぱ っ と 見 て 行 間 が 広 く 、 刺 激 が 少

な く 優 し い 印 象 を 受 け ま し た 。 ま た 、 教 育 出 版 に つ い て は 、 本

市 の 児 童 に と っ て 身 近 で あ る 横 浜 市 の 地 図 や 相 模 原 市 の 写 真 な

ど 神 奈 川 県 内 の 事 例 が 掲 載 さ れ て い ま し た 。 こ の よ う な こ と も

藤 沢 の 子 ど も た ち の 算 数 へ の 意 欲 に つ な が る で あ ろ う と 感 じ ま

し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

深 津 委 員   私 は 、 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 の 観 点 か ら お 話 し さ せ て い た だ き

ま す 。  

 各 者 と も 構 成 に 関 し て 工 夫 さ れ て お り 、 大 き な 差 は 見 ら れ な

か っ た よ う に 思 い ま す 。 東 京 書 籍 の よ う に 、 巻 末 に 「 お も し ろ

も ん だ い に チ ャ レ ン ジ 」 を 入 れ る な ど 、 ど の 教 科 用 図 書 も 補 充

問 題 、 発 展 問 題 を 単 元 末 に 取 り 入 れ て 、 大 変 充 実 さ せ て い る と

思 い ま す 。  

 た だ 、 分 量 に 関 し て い え ば 、 低 学 年 の う ち は 、 で き る だ け 荷

物 は 軽 く し て 、 通 学 の 負 担 は 少 な く し た い と 考 え ま す の で 、 分

冊 の ほ う が よ い と 思 い ま す 。 東 京 書 籍 と 学 校 図 書 は 、 １ 年 か ら

５ 年 が 分 冊 で 、 ６ 年 生 が １ 冊 。 教 育 出 版 、 啓 林 館 、 日 本 文 教 出

版 は 、１ 年 か ら ４ 年 が 分 冊 で 、５・６ 年 が １ 冊 と な っ て い ま す 。 

 そ れ か ら 、 見 や す さ で い う と 、 学 校 図 書 は 、 Ａ Ｂ 判 で １ ペ ー

ジ が 広 い の で 見 や す い な と い う ふ う に 思 い ま し た 。 ま た 東 京 書

籍 は 、 一 瀬 委 員 も 触 れ て い た よ う に 、 色 が 厳 選 さ れ て い て 、 目

に 優 し く 、見 や す い 。そ れ か ら 、重 要 事 項 が 枠 で 囲 ま れ て お り 、

分 か り や す い よ う に 工 夫 が さ れ て い ま す 。  

 各 者 と も 、 小 学 校 で の 学 習 と 中 学 校 と の つ な が り を 分 か り や

す い よ う に 示 し て あ り ま す が 、 特 に 学 校 図 書 は 、 日 置 委 員 も 触

れ て い た よ う に 、 別 冊 で 「 中 学 校 へ の か け 橋 」 が あ り ま し て 、

中 学 で の 学 習 が イ メ ー ジ し や す い 工 夫 が さ れ て い る と 思 い ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま す か 。 ま た 全 体 を 通

し て ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  
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各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   ご 意 見 が 無 い よ う な の で 、 次 の 理 科 に 移 り ま す 。 で は 、 理 科

に つ い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

 

川 島 委 員   今 回 、 教 科 用 図 書 を 見 る に 当 た っ て 、 理 科 に つ い て は 、 子 ど

も た ち の 理 科 離 れ が 進 ん で い る と い う こ と が あ る と 思 っ て い

て 、「 知 識 を 詰 め 込 む よ り も 実 験 に 取 り 組 み た い と い う 気 持 ち を

ど の よ う に 子 ど も た ち に も た せ る か 。」そ ん な 観 点 で 、教 科 用 図

書 を 見 て み ま し た 。  

 ま ず 、 ど の 者 に つ い て も 言 え る の は 、 実 験 の ペ ー ジ が い ろ い

ろ 載 っ て い る の で す け れ ど も 、 写 真 で あ る と か 図 で あ る と か が

大 き く 見 や す く な っ て い て 、 実 験 の 手 順 も 分 か り や す く ま と め

ら れ て い る な と い う こ と で す 。 実 験 を す る 際 に 取 り 組 み や す く

な っ て い る と 思 い ま し た 。  

 東 京 書 籍 に つ い て は 、 実 験 や 観 察 の 手 順 で あ る と か 器 具 の 使

い 方 や 実 験 方 法 等 の 説 明 が 実 物 の 写 真 等 を 用 い て 示 さ れ て い

て 、 安 全 に 取 り 組 め る か な と い う 感 想 を 持 ち ま し た 。  

 大 日 本 図 書 は 、 実 験 の ペ ー ジ の 字 の 大 き さ で あ る と か 色 合 い

で あ る と か が 、 見 や す く て 分 か り や す い と 感 じ ま し た 。 ま た 、

順 序 よ く 指 導 す る に あ た っ て は 、 適 し て い る の か な と 思 い ま し

た 。 こ の 大 日 本 図 書 に つ い て は 、 各 校 か ら の 評 価 も 高 か っ た で

す 。  

 そ れ か ら 、 理 科 で は 実 験 結 果 を 予 想 す る と い う こ と が あ る の

で す が 、 学 校 図 書 は 、 予 想 す る と き に 、 そ れ ぞ れ の 学 年 の 発 達

段 階 な ど に 合 わ せ た 身 近 な 例 み た い な も の が 載 っ て い て 、 児 童

が 取 り 組 み や す か っ た り 、 考 え や す か っ た り と い う こ と が あ る

か な と 思 い ま し た 。  

 教 育 出 版 に つ い て は 、 な ぜ こ の 実 験 を や る の か 、 観 察 を す る

の か と い う 必 然 性 み た い な も の を 感 じ ら れ る よ う な 導 入 に な っ
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て い る と い う 感 じ が い た し ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん か 。  

 

山 崎 委 員   私 は 、 本 市 の 児 童 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 か ら お 話 を

し た い と 思 い ま す 。  

 ６ 年 生 、「 土 地 の つ く り と 変 化 」の 学 習 で は 、大 日 本 図 書 と 啓

林 館 で 、 地 震 に よ っ て 盛 り 上 が っ た 土 地 の 例 と し て 、 江 の 島 が

取 り 上 げ ら れ て い ま し た 。 ど ち ら も 航 空 写 真 が 使 わ れ て い ま す

が 、 啓 林 館 で は 裏 磯 の 写 真 も 併 せ て 掲 載 さ れ て い て 、 藤 沢 市 の

児 童 に と っ て 身 近 に す ば ら し い 教 材 が あ る こ と に 気 づ く こ と が

で き る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 大 日 本 図 書 で は 、 ３ 年 生 「 自 由 研 究 」 の 「 調 べ た り つ

く っ た り し よ う 」 の 中 に 、 湘 南 台 文 化 セ ン タ ー こ ど も 館 が 紹 介

さ れ て い た り 、５ 年 生 、「 科 学 館・博 物 館 に 行 っ て み よ う 」で 新

江 ノ 島 水 族 館 が 紹 介 さ れ て い た り し ま す 。 ど ち ら も 藤 沢 市 に あ

る 魅 力 的 な 場 所 の 一 つ だ と 思 い ま す の で 、 教 科 書 で 見 る だ け で

な く 、 実 際 に 夏 休 み の 自 由 研 究 な ど で も 利 用 す る 児 童 が 増 え る

こ と が 期 待 さ れ る の じ ゃ な い か な と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。  

 

村 田 委 員   私 は 構 成 、 分 量 、 装 丁 、 表 記 、 表 現 の 観 点 か ら お 話 を さ せ て

い た だ き ま す 。  

 各 者 と も 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 視 点 か ら 、 文 字 や 色 使 い

に 配 慮 が 見 ら れ ま す 。 啓 林 館 の 教 科 書 は 、 実 線 と 点 線 を 使 い 分

け て 、 色 覚 の 個 人 差 を 問 わ ず 判 別 し や す く 工 夫 さ れ て い る と 思

い ま し た 。 学 校 図 書 は 、 実 験 な ど の 一 工 程 ご と に 写 真 や 図 を 対
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応 さ せ て い て 、 分 か り や す い 紙 面 構 成 に な っ て い る と 思 い ま し

た 。  

 理 科 と い う 教 科 の 特 性 上 、 写 真 に つ い て は 、 ど の 教 科 書 も 多

用 さ れ 、 視 覚 的 に 捉 え や す く な っ て い ま し た が 、 教 科 書 の サ イ

ズ の 違 い で 印 象 が 変 わ る と 感 じ ま し た 。 学 校 図 書 、 教 育 出 版 、

啓 林 館 は 、 Ａ ４ よ り 縦 が 少 し 短 い Ａ Ｂ 判 で 、 大 日 本 図 書 と 東 京

書 籍 は Ａ ４ 判 で す 。 特 に 大 日 本 図 書 は 、 判 の 大 き さ を 生 か し て

見 開 き で 比 較 し て 、 子 ど も が 課 題 を 見 つ け や す い よ う に な っ て

い た り 、 実 験 や 観 察 の 様 子 が 捉 え や す く な っ て い た り 、 児 童 の

学 び を 効 果 的 に 支 え ら れ る と 感 じ ま し た 。  

 そ れ か ら 、 各 者 で 神 奈 川 県 内 の 写 真 が 使 わ れ て い ま す が 、 よ

り 児 童 に 身 近 な と こ ろ で は 、 啓 林 館 の ６ 年 生 に 「 光 電 池 を 利 用

し て 発 電 す る 町 」 と し て 「 F u j i s a w aサ ス テ ィ ナ ブ ル ・ ス マ ー ト

タ ウ ン 」 が 掲 載 さ れ て い ま す 。 ま た 、 先 ほ ど 山 崎 委 員 も 触 れ て

い ら っ し ゃ い ま し た が 、 大 日 本 図 書 の ６ 年 生 の 「 土 地 の つ く り

と 変 化 」 に 江 の 島 が 地 震 で 隆 起 し た 例 と し て 載 っ て い て 、 こ れ

は 市 内 の 小 学 生 が 心 惹 か れ る 教 材 に な っ て い る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

堀 部 委 員   私 は 、Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 の 活 用 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。 

 そ れ ぞ れ ど の 教 科 用 図 書 も 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ な ど Ｉ Ｃ Ｔ 機 器

を 扱 う 場 面 が 用 意 さ れ 、 活 用 し や す い と 感 じ ま し た 。  

 東 京 書 籍 は 、巻 末 に「 理 科 と プ ロ グ ラ ミ ン グ 」の 項 目 が あ り 、

各 学 年 の 児 童 の 発 達 段 階 に 応 じ た 実 践 例 が 示 さ れ て い ま す 。  

 大 日 本 図 書 は 、 各 ペ ー ジ に ２ 次 元 コ ー ド が あ り 、 道 具 の 使 い

方 や 実 験 動 画 な ど 、 必 要 な タ イ ミ ン グ で 視 聴 す る こ と が で き る

よ う に な っ て お り ま す 。 口 頭 で の 説 明 で は 理 解 し に く い 児 童 に

と っ て 、 視 覚 的 に 把 握 で き る こ と は 大 変 有 効 で す 。 ま た 、 タ ブ
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レ ッ ト の 使 用 方 法 や プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 に 配 慮 し た 資 料 も 掲 載

さ れ て お り ま す 。  

 学 校 図 書 で は 、 児 童 が 随 時 動 画 や 資 料 な ど を 閲 覧 し た り 、 無

料 で プ ロ グ ラ ミ ン グ を 組 ん だ り で き る コ ン テ ン ツ が 豊 富 に 用 意

さ れ て お り ま す 。  

 教 育 出 版 は 、 観 察 、 実 験 に 関 す る 動 画 や 「 ウ ェ ブ ず か ん 」 を

２ 次 元 コ ー ド か ら 閲 覧 で き る よ う に し た り 、 Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 を 扱 う

場 面 が 分 か る よ う に マ ー ク が 掲 載 さ れ て お り ま す 。 児 童 に と っ

て は 、 学 習 の 振 り 返 り に も 活 用 で き る 工 夫 と 感 じ ま し た 。  

 啓 林 館 は 、 Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 の 使 用 例 が 活 用 の 目 的 と と も に 随 所 に

示 さ れ 、 デ ジ タ ル 教 材 が 豊 富 に 活 用 で き る よ う に な っ て い る と

思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 ご ざ い ま す か 。 ま た 全

体 を 通 し て ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   ご 意 見 が 無 い よ う で す の で 、次 の 生 活 に 移 り ま す 。そ れ で は 、

生 活 に つ い て ご 意 見 を お 願 い い た し ま す 。  

 

松 川 委 員   私 は 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 観 点 で 見 さ せ て い た だ き

ま し た 。  

 光 村 図 書 で は 、 生 活 は 学 び の 始 ま り で あ り 、 探 検 と い う わ く

わ く す る 気 持 ち の 持 続 が 学 び の 質 と 量 を 高 め て く れ る と い う 思

い で 教 科 書 が つ く ら れ て い る と 感 じ ま し た 。 わ く わ く で き る よ

う な ダ イ ナ ミ ッ ク な 写 真 や イ ラ ス ト で イ メ ー ジ を 広 げ る こ と が

で き る よ う な 紙 面 と な っ て お り 、 初 め て 小 学 校 生 活 が 始 ま る 子

ど も た ち が 、 興 味 関 心 を も っ て 新 た な 生 活 を 探 検 し 、 そ れ が 学

び に つ な げ ら れ る よ う な 構 成 に な っ て い る な と 思 い ま し た 。  
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ま た 、 吹 き 出 し の 言 葉 や ヒ ン ト を 短 い 言 葉 で 表 し て お り 、 児

童 が 活 動 の 中 で 考 え 、 深 め る た め の 手 が か り や 気 づ き を 促 す も

の に な っ て い る と 感 じ ま し た 。「 こ ん な こ と も あ る か も ね 」、「 こ

ん な の も い い か も よ ？ 」、「 こ ん な い い か た も で き る よ ね 」な ど 、

ヨ シ タ ケ シ ン ス ケ さ ん の イ ラ ス ト で 個 性 的 な 学 び を 応 援 し て い

ま す 。 失 敗 し て も 、 人 と 違 っ て も い い 、 自 分 の 感 じ た こ と や 思

っ た こ と が 大 事 な の だ よ と い う メ ッ セ ー ジ 、 一 人 一 人 が 安 心 し

て 自 分 ら し い 学 び が で き る よ う 、 ユ ニ ー ク な 言 葉 と 絵 で 表 現 さ

れ て お り 、児 童 に 安 心 感 を 与 え る と 思 い ま し た 。ま た 、「 ひ ろ が

る せ い か つ じ て ん 」 が 別 冊 で あ り 、 子 ど も の ニ ー ズ や 授 業 に 合

わ せ て 組 み 合 わ せ て 活 用 が で き ま す 。 単 元 に 即 し た 多 様 な 資 料

で 個 の 学 び に 応 じ る こ と が で き る と 思 い ま す 。 上 巻 の 生 き 物 図

鑑 「 き せ つ の な か ま た ち 」 は 、 野 外 で も 活 用 で き る よ う 、 水 や

泥 に 強 い 加 工 と な っ て い ま す 。 写 真 家 、 今 森 光 彦 さ ん に よ る 生

き 生 き と し た 動 物 の 姿 は 、 子 ど も た ち を 引 き つ け る と 思 い ま し

た 。  

 大 日 本 図 書 で は 、 子 ど も の 目 線 に 立 っ た ダ イ ナ ミ ッ ク で 躍 動

感 の あ る 写 真 や イ ラ ス ト で 子 ど も の 興 味 関 心 を 刺 激 し 、 や っ て

み た い 、 面 白 そ う な ど の 活 動 へ の 意 欲 や 期 待 を 引 き 出 す よ う な

紙 面 表 現 に な っ て い ま し た 。上 巻 の「 ぐ ん ぐ ん お お き く な る よ 」

で は 、 Ａ ４ 判 に な っ た 紙 面 を 生 か し 、 実 物 大 で 示 し た ア サ ガ オ

の 成 長 の 様 子 が 掲 載 さ れ て い ま す 。 児 童 が 自 分 の ア サ ガ オ と 比

べ て 見 る こ と が で き 、 子 ど も の 観 察 の 視 点 も 広 が る と 思 い ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

川 島 委 員   私 は 、 生 活 の 教 科 用 図 書 を 見 る と き に 、 １ 年 生 が 初 め て 学 校

に 入 る 、 そ し て 生 活 科 で 、 学 校 探 検 で あ る と か 、 い ろ ん な こ と
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を や る わ け で す 。 そ こ で 、 生 活 科 に 触 れ る 子 ど も た ち の 興 味 と

か 関 心 と か と い う 観 点 で 教 科 用 図 書 を 見 て み ま し た 。  

 幾 つ か の 者 に 触 れ た い と 思 い ま す け れ ど も 、 ま ず 、 東 京 書 籍

に つ い て は 、 単 元 の 導 入 の ペ ー ジ の 写 真 が 、 す ご く 分 か り や す

く な っ て い る と 思 い ま し た 。 文 字 と か 写 真 の 全 体 的 な バ ラ ン ス

が よ く て 見 や す い と 思 い ま し た 。  

ま た 、 二 次 元 コ ー ド が つ い て い る の で す け れ ど も 、 そ の 内 容

も 豊 富 で あ る と 思 い ま し た 。 特 に 「 デ ジ タ ル い き も の ず か ん 」

と い う の が あ る の で す が 、 こ こ に つ い て は 、 数 が 多 く 充 実 し て

い る な と 思 い ま し た 。 さ ら に 、 ワ ー ク シ ー ト の 記 述 例 が 多 く 載

っ て い て 、 取 り 組 み や す く つ く ら れ て い る と 思 い ま し た 。  

 光 村 図 書 で す 。 光 村 図 書 に つ い て は 、 ま ず 、 教 科 書 名 が 「 せ

い か つ た ん け ん た い 」 と い う の で す 。 子 ど も た ち が 、 す ご く わ

く わ く す る か な と 、 表 紙 の 絵 も そ ん な 感 じ の 絵 が 載 っ て い て 、

い い と 思 い ま す 。 授 業 に 取 り 組 む と き の 最 初 の 気 持 ち と い う の

は 、 す ご く 大 事 で あ る と 思 い ま す し 、 先 ほ ど 松 川 委 員 も お っ し

ゃ っ て い ま し た が 、 イ ラ ス ト な ど も 子 ど も た ち の 心 を く す ぐ る

よ う な も の に な っ て い る と 思 い ま し た 。 な か な か 興 味 深 い 教 科

書 で し た 。 ま た 、 夏 休 み に 行 っ て み た い 場 所 と い う こ と で 江 の

島 の 写 真 が 載 っ て い た り し て 、 子 ど も た ち が 身 近 に 感 じ る こ と

が で き る か な と 思 い ま し た 。  

 学 校 図 書 で す 。 学 校 図 書 に つ い て は 、 判 の 形 が Ａ ４ 判 の 変 形

型 、 Ａ Ｂ 判 を 使 っ て い ま す 。 教 科 書 を ぱ っ と 開 い た と き に 、 大

き さ と し て 、 幅 は ほ か の 教 科 書 と 変 わ ら な い は ず な の で す け れ

ど も 、 何 か す ご く 大 き く 見 や す い 気 が し ま し た 。 こ の 本 の 中 に

は ４ 人 の 登 場 人 物 が 出 て く る の で す が 、 こ の 人 た ち が 全 て 吹 き

出 し を 使 っ て 、 子 ど も の 学 習 の き っ か け を つ く っ て い る と い う

と こ ろ が 、 い い と 思 い な が ら 見 ま し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 ご ざ い ま す か 。  

 

堀 部 委 員   私 の ほ う か ら は 、 観 点 ２ の 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 に つ い て お 話

し さ せ て い た だ き ま す 。  

 教 科 書 の サ イ ズ で す が 、 啓 林 館 は Ａ Ｂ 判 を 採 用 さ れ 、 児 童 に

と り ま し て は 、 教 科 書 を 開 い た と き に 全 体 を 把 握 し や す く 、 大

変 見 や す い と 感 じ ま し た 。 入 門 期 の 児 童 に は 、 ペ ー ジ を め く り

や す い よ う 、 丸 く 裁 断 す る 配 慮 が な さ れ て お り ま す 。 ま た 、 絵

や 写 真 が 多 く 使 わ れ て い ま す の で 、 ペ ー ジ 数 は 多 い で す が 、 児

童 に と っ て は 取 り 組 み や す い と 感 じ ま し た 。  

 東 京 書 籍 は 文 字 が 少 な く 、 柔 ら か い タ ッ チ で の イ ラ ス ト で 、

手 洗 い マ ー ク や 約 束 事 な ど 、 同 じ 位 置 に 配 置 さ れ 、 大 変 見 や す

い レ イ ア ウ ト に な っ て お り 、 学 び の プ ロ セ ス を 下 段 に 表 示 し て

い る の で 、 見 通 し を も っ て 学 習 で き る 工 夫 が さ れ て お り ま す 。

ま た 、 川 島 委 員 も デ ジ タ ル 図 鑑 に つ い て 触 れ て い ま し た が 、 上

巻 巻 末 に は 「 ほ ん と う の お お き さ  い き も の ず か ん 」 の ペ ー ジ

が ご ざ い ま す 。 紙 面 に よ る 図 鑑 と デ ジ タ ル 図 鑑 が あ り 、 野 外 活

動 で 発 見 し た 生 き 物 を す ぐ に 調 べ る こ と が で き ま す の で 、 児 童

の 意 欲 と 学 び を 深 め ら れ る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。  

 

和 田 委 員   私 は 、 幼 児 期 の 教 育 と の 連 携 、 接 続 と い う 視 点 で 話 し て い き

た い と 思 い ま す 。  

 教 育 出 版 の 上 巻 、「 は じ め の い っ ぽ 」で は 、ペ ー ジ の 上 段 に 小

学 校 で 学 習 す る こ と 、 下 段 に 入 学 前 か ら し て い た こ と が 示 さ れ

て い ま す 。 そ れ を 見 比 べ る こ と で 、 新 し く 始 ま る 学 習 に 目 を 向

け る 工 夫 が な さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、東 京 書 籍 の 上 巻 、「 ど き ど き わ く わ く １ ね ん せ い 」で は 、

教 室 、友 達 、学 校 と 、関 わ る 人 や 場 所 が 徐 々 に 広 げ ら れ て い て 、



- 31 - 

 

児 童 が 安 心 し て 学 校 生 活 に 慣 れ て い け る よ う な 流 れ に な っ て い

る と 思 い ま し た 。 こ の 東 京 書 籍 上 巻 の 巻 末 に は 、 先 ほ ど 堀 部 委

員 か ら も あ り ま し た が 、「 ほ ん と う の お お き さ  い き も の ず か

ん 」 が つ い て お り 、 野 外 活 動 で 発 見 し た 生 き 物 を す ぐ に 調 べ る

こ と が で き る と い っ た 点 で 使 い や す い 工 夫 で あ る と 感 じ ま し

た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

柴 山 委 員   全 体 的 な 感 想 み た い に な っ て し ま う か も し れ な い ん で す が 、

そ れ ぞ れ の 教 科 書 に キ ャ ラ ク タ ー が 、 そ れ ぞ れ 親 し み や す く 載

っ て い て 、 子 ど も た ち が 本 当 に 興 味 を そ そ ら れ る よ う な 教 科 書

に 全 体 的 に な っ て い る な と 思 い ま し た 。 や は り 画 像 が ば ん と 載

っ て い て 、 本 当 に １ ・ ２ 年 生 は 、 入 学 後 、 学 校 の こ と を す る だ

け で 一 生 懸 命 な の で 、 単 純 に そ う い う 教 科 書 、 画 像 だ け で ぱ っ

と 見 ら れ る と い う の は 、 と て も い い な と 感 じ て い ま す 。  

 ま た 、 ２ 次 元 コ ー ド が 、 ど こ に も 色 々 た く さ ん あ っ て 、 そ れ

は 先 生 方 の 活 用 次 第 だ と は 思 う ん で す け れ ど も 、 や っ ぱ り 実 体

験 と い う か 、 匂 い だ っ た り と か 、 花 だ っ た り と か を 摘 ん だ り と

か 、 そ う い う こ と を い っ ぱ い し て ほ し い の で 、 ２ 次 元 コ ー ド に

頼 ら な い と い う の か 、 そ の よ う な 形 で 進 ん で い け た ら 、 と て も

い い の か な と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま せ ん か 。 ま

た 、 全 体 を 通 し て ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま せ ん で し ょ

う か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  
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委 員 長   で は 、 生 活 ま で の 審 議 が 終 わ り ま し た 。 会 議 が 始 ま り ま し て

１ 時 間 以 上 が た ち ま し た の で 、 こ こ で 1 0分 間 ほ ど 休 憩 と し た い

と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 た だ い ま よ り 審 議 を 再 開 い た し ま す 。  

 生 活 科 ま で 終 わ り ま し た の で 、 音 楽 か ら 審 議 を し て ま い り ま

す 。 音 楽 に つ い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

 

金 田 委 員   私 は 、 子 ど も が 学 校 で 学 び 、 そ れ が 家 庭 に 持 っ て 帰 っ て き た

と き に 、 ま た 親 と ど ん な ふ う に 取 り 組 め る か 、 意 外 と 「 お 母 さ

ん 、こ の 歌 知 っ て る ？ 」と か 、「 こ の 歌 一 緒 に 歌 っ て 」と か 言 わ

れ た り す る の で 、 そ う い う 点 か ら も 考 え て 見 て み ま し た 。  

 や っ ぱ り ど ち ら も と て も ２ 次 元 コ ー ド を 使 っ て い て 、 知 っ て

い る 曲 も 知 ら な い 曲 も 音 が 分 か る と い う 意 味 で は 、 子 ど も と 一

緒 に 楽 し め そ う だ な と い う ふ う に 思 い ま し た し 、 子 ど も が 「 ち

ょ っ と 忘 れ ち ゃ っ た ん だ け ど 、こ ん な 感 じ ？ 」と い う と こ ろ は 、

お う ち で も 、「 あ っ 、こ れ だ っ た ね 」と 分 か る と こ ろ が 楽 し め る

か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 １ 年 生 の 教 科 書 の と こ ろ で 、 ２ 者 で ち ょ っ と 違 う な と 感 じ た

と こ ろ が あ っ た の で 、 お 話 し さ せ て く だ さ い 。  

 鍵 盤 ハ ー モ ニ カ の 構 え 方 の と こ ろ に つ い て 、 教 育 芸 術 社 の ほ

う は 、 １ 面 で ぱ っ と 見 て 、 そ こ に ま と め ら れ て 記 載 さ れ て い ま

し た 。 教 育 出 版 の ほ う は 段 階 を 経 て 、 構 え 方 も 幾 つ か 、 ３ パ タ

ー ン ぐ ら い に 分 か れ て 表 記 さ れ て い ま し た 。  

 あ と 、 本 編 と 振 り 返 り の ペ ー ジ が 教 育 芸 術 社 に は あ っ て 、 そ

れ は 本 編 と 振 り 返 り の ペ ー ジ の イ ラ ス ト が 共 通 し て い た の で 、

あ と は こ こ の ペ ー ジ の こ と だ よ と い う 記 載 が あ っ た の で 、 こ れ

っ て ど う い う こ と だ っ た か な と 振 り 返 る と き に 、 と て も 振 り 返

り を し や す い な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 一 方 、 教 育 出 版 社 の

ほ う は 、 本 編 と ま と め の と こ ろ の イ ラ ス ト が 全 然 違 う も の だ っ
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た り 、 表 記 の 仕 方 も 違 っ た り し て い た の で 、 こ れ は イ メ ー ジ が

ち ょ っ と し づ ら い か な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 あ と 、 こ れ は す ご く 細 か い こ と な の で す け れ ど も 、 鍵 盤 ハ ー

モ ニ カ の 構 え 方 の 手 の 形 の 表 記 が 、教 育 芸 術 社 は 、“ 指 を 軽 く 曲

げ ま し ょ う ”だ っ た の で す 。教 育 出 版 社 の ほ う は 、“ ミ カ ン を つ

か む よ う な か ん じ で ” と い う 表 記 だ っ た ん で す ね 。 １ 年 生 に と

っ て 、 ミ カ ン を つ か む よ う に と な る と 、 こ う な っ ち ゃ う と 私 は

思 っ て 、 実 際 、 う ち の ３ 年 と 中 １ の ピ ア ノ を や っ て い る 子 ど も

た ち に 、 同 じ こ の ま ま の 言 葉 で ピ ア ノ の 上 に 置 い て み て と 言 っ

た と き に 、 や っ ぱ り “ ミ カ ン を つ か む よ う に ” と い う と こ ろ だ

と 、「 え っ 、指 が 中 に 入 っ ち ゃ っ て 、こ れ じ ゃ 駄 目 じ ゃ な い 」と

実 際 に 言 っ た の で 、 １ 年 生 に ミ カ ン を つ か む よ う に と い う イ メ

ー ジ が 、 指 の タ ッ チ ポ イ ン ト と い う ん で す か 、 こ こ を ち ゃ ん と

使 っ て 弾 く 形 に な る よ う に 伝 わ る の か な と い う の が ち ょ っ と 気

に な り ま し た 。  

 あ と 、 教 育 芸 術 社 の 裏 表 紙 の ほ う に 、 子 ど も た ち が 活 躍 し て

い る 地 域 芸 能 の 写 真 が ぱ っ と 載 っ て い て 、そ れ は す ご く 、あ っ 、

何 か 子 ど も が や っ て い る み た い な 裏 表 紙 に も 興 味 関 心 を も て る

部 分 が あ っ た の で 、楽 し い 教 科 書 だ な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。ほ か に ご 意 見 ご ざ い ま す で し ょ う か 。 

 

澤 野 委 員   私 は 、 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 の 観 点 か ら お 話 し さ せ て い た だ き

ま す 。  

 音 楽 の 学 習 で は 、 歌 唱 と 合 わ せ て 器 楽 も 大 事 な 表 現 活 動 の 一

つ で す 。 １ 年 生 で 鍵 盤 ハ ー モ ニ カ 、 ３ 年 生 で リ コ ー ダ ー を 初 め

て 取 り 扱 い ま す が 、 ２ 者 と も に 実 物 大 に 近 い 写 真 を 使 っ て 、 正

し い 持 ち 方 や 使 い 方 の 習 得 に つ な が る よ う な 工 夫 が さ れ て い ま

す 。 特 に 教 育 出 版 社 で は 、 １ 年 生 の 鍵 盤 ハ ー モ ニ カ を 使 う ペ ー



- 34 - 

 

ジ が ８ ペ ー ジ に わ た っ て お り 、 初 め て 触 れ る 楽 器 が 大 き な 写 真

を 使 っ て 丁 寧 に 説 明 さ れ て い ま す 。 確 実 に 演 奏 す る た め の 基 礎

基 本 の 定 着 を 図 る こ と が で き る と 思 い ま し た 。 教 育 芸 術 社 は 、

写 真 に 加 え て 分 か り や す い イ ラ ス ト を 使 っ て い ま す 。 紙 面 が す

っ き り と し て 、 見 や す い と 感 じ ま し た 。  

 ま た 、 教 育 出 版 の 歌 唱 共 通 教 材 の ペ ー ジ の 写 真 は 、 と て も 美

し く 、 歌 詞 や 曲 調 な ど 教 材 の 世 界 観 が 広 が り 、 日 本 の 自 然 や 四

季 の 美 し さ を 感 じ 取 れ る も の と な っ て い ま す 。 情 景 を イ メ ー ジ

し な が ら 歌 う の に 有 効 だ と 考 え ま す 。 教 育 芸 術 社 は 、 図 形 楽 譜

を 用 い る こ と で 、 感 覚 的 、 視 覚 的 に 楽 曲 を 捉 え や す く な り 、 教

材 の よ さ を 味 わ い な が ら 学 び を 進 め て い け る 点 が 優 れ て い る と

思 い ま し た 。 音 の 高 さ を 縦 に 表 し て 、 音 の 高 低 を 可 視 化 す る な

ど の 工 夫 も さ れ て い ま す 。 ま た 、 写 真 の 中 に 入 っ て い る 歌 詞 や

文 章 の 配 置 や 文 字 の 色 な ど 、 細 部 に わ た っ て 見 や す い よ う 配 慮

さ れ て い る と こ ろ も よ い と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

松 川 委 員   子 ど も た ち が 音 楽 の 学 習 に お い て 、 日 本 の 伝 統 音 楽 の よ さ や

特 徴 を 実 感 し て 日 本 の 文 化 と し て 伝 承 し て い く こ と は 、 ほ か の

国 や 文 化 の よ さ に も 目 を 向 け る こ と に つ な が る と 考 え ま す 。 し

か し 、 伝 統 音 楽 と い う と 、 あ ま り な じ み が な い と い う 印 象 を も

つ 子 ど も も 多 い と 思 い ま す 。 そ う い っ た 観 点 か ら 、 ２ 者 の 日 本

の 郷 土 や 伝 統 音 楽 を 扱 う 題 材 を 見 て み ま し た 。 ど ち ら も 子 ど も

た ち の 身 近 な と こ ろ に わ ら べ 歌 な ど の 日 本 ら し い 音 楽 文 化 が あ

る こ と に 気 づ き 、 そ こ か ら 出 発 し て 日 本 の 伝 統 音 楽 へ と 展 開 す

る よ う な 工 夫 が さ れ て い ま し た 。  

 教 育 出 版 は 、 箏 、 尺 八 、 篠 笛 な ど 日 本 の 楽 器 に つ い て も 触 れ

て い ま す 。 伝 統 芸 能 や 民 謡 に 関 し て は 、 実 際 に 歌 っ た り 、 口 唱

歌 を 活 用 し た り す る こ と に よ り 、 演 奏 や 曲 の 特 徴 な ど に 気 づ き
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な が ら 親 し む こ と が で き る よ う に 配 慮 さ れ て い る と 思 い ま し

た 。  

 教 育 芸 術 社 の ５ 年 生 で は 、 生 活 に 関 わ り が 深 い 民 謡 の 比 較 鑑

賞 を 通 し て 日 本 の 民 謡 に 親 し む と と も に 、 子 ど も た ち の 興 味 関

心 に 応 じ て 調 べ 学 習 が で き る 資 料 ペ ー ジ が 設 け て あ り 、 主 体 的

で 深 い 学 び に も つ な が る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。ほ か に ご 意 見 ご ざ い ま す で し ょ う か 。 

 

繁 里 委 員   ど ち ら の 教 科 書 も 、 音 楽 活 動 の 楽 し さ を 体 験 す る こ と を 通 し

て 音 楽 が 好 き に な り 、 音 楽 に 対 す る 感 性 が 育 ま れ る た め の 工 夫

が 見 ら れ ま し て 、 児 童 が 音 楽 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 、 生

活 の 中 の 音 や 音 楽 と 豊 か に 関 わ る 資 質 ・ 能 力 を 育 成 す る こ と を

目 指 し て い る と 思 い ま し た 。  

 教 育 出 版 は 、 音 楽 を 形 づ く っ て い る 要 素 を 「 音 楽 の も と 」 と

し て 掲 載 し て 、 音 楽 の よ さ を 捉 え る よ う に 工 夫 し て い ま す 。 ま

た 、 様 々 な 時 代 や 曲 種 を 選 ん で 、 音 楽 の も つ 多 様 な よ さ や 面 白

さ を 感 じ 取 る こ と が で き る よ う な 教 材 選 定 を し て い ま し た 。  

 教 育 芸 術 社 は 、音 楽 を 形 づ く っ て い る 要 素 を 教 材 ご と に 示 し 、

児 童 の 発 達 段 階 を 考 慮 し た 音 域 や 歌 詞 の 内 容 を 吟 味 し た 教 材 、

児 童 に と っ て な じ み に あ る 教 材 な ど を 選 定 し て い る た め 、 児 童

が 自 信 を も っ て 学 べ る の で は な い か と 思 い ま す 。ま た 、「 考 え る 」

「 見 つ け る 」 な ど の ア イ コ ン を 示 し ま し て 、 児 童 一 人 ひ と り が

学 習 の 見 通 し を も っ て 主 体 的 に 学 べ る よ う に な っ て い る こ と

や 、 キ ャ ラ ク タ ー の 吹 き 出 し が 学 び を 進 め る ヒ ン ト と な っ て い

て 、 学 習 の 目 標 に 自 然 と 迫 れ る よ う に な っ て お り ま す 。 本 市 の

児 童 に と っ て 、 自 ら 学 び を 進 め る 手 が か り が 多 く あ り 、 興 味 を

も っ て 学 習 に 取 り 組 め る の で は な い か と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。 ま た 全 体 を 通 し て ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま せ ん で

し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   ご 意 見 が な い よ う で す の で 、 次 の 図 工 に 移 り ま す 。 図 工 に つ

い て ご 意 見 を お 願 い い た し ま す 。  

 

柴 山 委 員   図 工 で す が 、 ２ 者 、 開 隆 堂 さ ん と 日 本 文 教 出 版 さ ん か ら 出 て

お り ま す が 、レ イ ア ウ ト が 開 隆 堂 さ ん は す ご く 分 か り や す く て 、

図 工 の 材 料 に 関 し て も 上 に 載 せ て い る ん で す が 、 日 本 文 教 出 版

さ ん も 、 下 に 載 せ て は い る ん で す け れ ど も 、 絵 柄 な の か 、 レ イ

ア ウ ト が ぱ っ と 見 た と き に 、 す ご く 開 隆 堂 さ ん は し っ か り 目 に

入 る と い う か 、分 か り や す い な と 感 じ ま し た 。材 料 に つ い て も 、

ち ゃ ん と 明 確 に 開 隆 堂 さ ん は 書 い て お り ま し て 、 そ こ は 子 ど も

た ち も す ぐ に 分 か り や す く 、 何 を そ ろ え た ら い い の か と い う の

が す ご く 分 か り や す い な と 感 じ ま し た 。 や っ ぱ り レ イ ア ウ ト が

開 隆 堂 さ ん は す ご く 見 や す い な と 個 人 的 に と て も 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 ご ざ い ま せ ん で し ょ う

か 。  

 

宮 﨑 委 員   開 隆 堂 も 日 本 文 教 出 版 も 、 ２ 者 と も に 楽 し そ う に 作 品 を 作 る

子 ど も た ち の 姿 で す と か 、 制 作 工 程 の 写 真 が 大 変 効 果 的 に 用 い

ら れ て い ま し て 、 子 ど も た ち の 創 作 意 欲 を 自 然 に 引 き 出 す 工 夫

が さ れ て い る な と 感 じ ま し た 。  

 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 と い う 点 で 申 し 上 げ ま す と 、 開 隆 堂 は
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「 わ く わ く す る ね 」、「 み つ け た よ 」 の 題 字 の と お り 、 身 近 な 題

材 が 作 品 に な っ た り 、 子 ど も た ち が 初 め て 触 れ る で あ ろ う 用 具

が あ っ た り と 、 造 形 表 現 の 楽 し さ 、 面 白 さ を 感 じ て 、 や っ て み

た い と い う 気 持 ち を 高 め 、 子 ど も た ち が 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 中 で 豊 か な 感 性 を 磨 い て い く こ と に 効 果 的 だ な と 感 じ ま し

た 。  

 日 本 文 教 出 版 に は 、 １ 年 生 の と こ ろ で 、 幼 児 期 の 造 形 活 動 の

振 り 返 り を 掲 載 す る ペ ー ジ が あ り ま す 。ま た 、５・６ 年 生 で は 、

中 学 校 の 美 術 科 や 技 術 科 に つ な が っ て い く よ う な 題 材 が 掲 載 さ

れ て い る こ と か ら 、 幼 児 期 か ら 中 学 校 教 育 ま で の 学 び の 連 続 性

が 期 待 で き る と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

堀 部 委 員   開 隆 堂 、日 本 文 教 出 版 、両 者 と も 伸 び 伸 び と し た 作 品 が 多 く 、

発 想 を 広 げ 、 自 由 に 表 現 、 制 作 す る 楽 し さ を 感 じ る こ と が で き

ま す 。  

 日 本 文 教 出 版 で は 、 掲 載 さ れ て い る 作 品 の 幅 が 広 く 、 色 合 い

も 大 変 美 し い の で 、様 々 に イ メ ー ジ を 膨 ら ま す こ と が で き ま す 。

創 造 性 を 培 う こ と で 、 児 童 そ れ ぞ れ の 個 性 と 能 力 を 伸 ば す こ と

が で き ま す 。ま た 、「 受 け つ が れ て き た 形 」で は 、日 本 で 受 け 継

が れ て き た 美 術 、 工 芸 品 が 紹 介 さ れ て お り 、 こ れ ら を 鑑 賞 す る

こ と で 、 形 や 色 だ け で な く 新 た な 視 点 で 物 を 見 る 力 を 伸 ば し 、

自 分 の 作 品 に 生 か す こ と で 興 味 や 関 心 を 高 め 、 児 童 の 意 欲 に つ

な が る と 感 じ ま し た 。 日 本 の 文 化 、 伝 統 を 知 る こ と 、 ６ 年 生 社

会 で の 歴 史 の 学 習 に も つ な が り 、 学 び を さ ら に 深 め ら れ ま す 。  

 開 隆 堂 で は 、 生 き 生 き と 作 品 づ く り に 取 り 組 む 児 童 の 姿 や 参

考 と な る 吹 き 出 し が あ り 、 児 童 の 意 欲 と 自 主 性 が 育 成 で き る と

感 じ ま し た 。 ５ ・ ６ 年 下 巻 「 み ん な の ギ ャ ラ リ ー 」 で は 、 地 域
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の 特 性 を 生 か し た 造 形 活 動 が 取 り 上 げ ら れ て お り ま す 。 す ず り

や 江 戸 扇 子 等 、 日 本 の 伝 統 の 技 を 職 人 に 児 童 が 教 え て も ら う 様

子 が 掲 載 さ れ て い る こ と で 、「 自 分 た ち 小 学 生 で も で き る ん だ 」

「 挑 戦 し た い 」 と 意 欲 に つ な げ ら れ 、 鑑 賞 と 表 現 を 関 連 づ け て

学 ぶ こ と が で き る 工 夫 が さ れ て い る と 思 い ま し た 。 ま た 、 地 元

の 工 芸 品 と い う 視 点 で 取 り 上 げ た こ と で 、本 市 の 児 童 の 場 合 は 、

鎌 倉 彫 や 寄 木 細 工 等 、 工 芸 品 の 美 し さ や よ さ と 関 心 を 高 め る よ

い 機 会 に な る と 感 じ ま し た 。 ま た 、 １ ・ ２ 年 下 巻 で は 、 お 隣 の

茅 ヶ 崎 市 で の 砂 の 造 形 遊 び が 紹 介 さ れ て お り ま す 。 本 市 で も 、

海 が 近 い 小 学 校 で は 同 じ よ う に 砂 の 造 形 遊 び を 行 っ て い る の

で 、 よ り 身 近 に 感 じ ら れ る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

松 川 委 員   私 は 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び に つ い て の 観 点 で 見 さ せ て

い た だ き ま し た 。  

 開 隆 堂 は 、 児 童 に 育 成 し た い 資 質 ・ 能 力 の ３ つ の 柱 を 「 く ふ

う さ ん 」、「 ひ ら め き さ ん 」、「 こ こ ろ さ ん 」 と い う キ ャ ラ ク タ ー

で 示 し て あ り 、 こ の キ ャ ラ ク タ ー が 各 題 材 で 中 心 的 な 目 標 と し

て 児 童 が 捉 え 、 学 習 を 深 め る よ う な 役 割 を 果 た し て お り 、 児 童

に と っ て 親 し み や す く 分 か り や す い も の に な っ て い ま す 。 学 習

の め あ て が 明 確 で 、 育 て た い 資 質 ・ 能 力 が は っ き り 分 か り 、 児

童 が 活 動 に 取 り 組 み や す い と と も に 、 指 導 し や す い 構 成 と な っ

て い る な と 感 じ ま し た 。  

 一 方 、 日 本 文 教 出 版 で は 、 児 童 の 意 欲 を 引 き 出 す 図 版 や 投 げ

か け に よ り 好 奇 心 を 引 き 出 し 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び と な

る よ う な 構 成 と な っ て い る な と 感 じ ま し た 。 学 習 の 見 通 し を も

ち 、 活 動 を 振 り 返 る こ と が で き る よ う 、「 学 習 の め あ て 」「 ふ り

か え り 」 ２ つ の 「 ヒ ン ト 」 と 、 ４ つ の 投 げ か け を し て い ま す 。

そ し て 、 表 現 や 鑑 賞 を 関 連 さ せ な が ら 、 造 形 的 な 見 方 ・ 考 え 方
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を 働 か せ る 学 び 方 を 示 し て い る の で 、 児 童 に と っ て 学 習 の 進 め

方 が 分 か り や す い と 感 じ ま し た 。 Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 で き る も の が た く

さ ん あ り ま す が 、 中 で も 体 と 心 を ほ ぐ す 「 ず こ う た い そ う 」 が

あ り ま す 。 造 形 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ な が ら 、 子 ど も た ち

一 人 一 人 が 自 身 の 思 い や 考 え を 基 に 創 造 し て い く と き に 、 リ ラ

ッ ク ス し て 体 全 体 の 感 覚 を 働 か せ た り 、 想 像 し た り し な が ら 、

体 と 心 を ほ ぐ し て 授 業 に 向 か う 気 持 ち を つ く る こ と が で き る と

思 い ま し た 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン や 友 達 と の 関 係 づ く り に も 活

用 で き 、 児 童 も 楽 し み な が ら リ ラ ッ ク ス す る こ と が で き 、 そ の

後 の 創 作 活 動 に よ い 影 響 を 促 す と 思 い ま し た 。  

 開 隆 堂 で は 、 題 材 の 下 部 に ２ 次 元 コ ー ド が あ り 、 タ ブ レ ッ ト

端 末 を 活 用 し て 、 映 像 で 用 具 や 技 法 に つ い て や 学 習 内 容 を 確 認

し た り 、 ワ ー ク シ ー ト を 使 っ て 発 想 や 構 想 を 広 げ た り す る こ と

が で き 、 学 習 を 深 め る こ と が で き ま す 。 ま た 、「 つ な が る 造 形 」

の ペ ー ジ が あ り ま し た 。 学 校 内 の 身 近 な 他 者 を 意 識 し た 活 動 か

ら 、 学 年 を 追 う ご と に 扱 う テ ー マ を 社 会 全 体 に 広 げ て い く 構 成

に な っ て い た り 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に 関 わ る 内 容 も 取 り 扱 っ て お り 、 学

習 を 広 げ 、 深 め る こ と が で き る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す か 。ま た 、

全 体 を 通 し て ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま せ ん で し ょ う

か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   ご 意 見 が 無 い よ う で す の で 、 次 の 家 庭 科 に 移 り ま す 。 で は 、

家 庭 科 に つ い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

 

日 置 委 員   家 庭 科 は 、 東 京 書 籍 と 開 隆 堂 の ２ 者 で す 。 ど ち ら の 教 科 書 も
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写 真 や イ ラ ス ト を 多 用 し て 、 児 童 の 理 解 を 深 め る よ う な 工 夫 が

さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 東 京 書 籍 に つ い て は 、 児 童 が 見 通 し を も っ て 課 題 に 取 り 組 め

る よ う に 、各 題 材 が「 １ ．課 題 発 見 」「 ２ ．課 題 解 決・実 践 」「 ３ ．

評 価 ・ 改 善 の 流 れ 」 で 構 成 さ れ て い ま す 。 特 に 、「 ス テ ッ プ ３ 」

で は 、 児 童 が 進 ん で 生 活 に 関 わ っ て い く 投 げ か け が と て も よ い

と 思 い ま し た 。ま た 、「 深 め よ う 」の コ ー ナ ー が あ り 、発 展 的 課

題 に つ い て 考 え る こ と で 、 課 題 解 決 力 の 獲 得 が で き 、 学 び に 向

か う 力 の 涵 養 が 期 待 で き ま す 。  

 開 隆 堂 は 、 生 活 の 見 方 ・ 考 え 方 、 ４ つ の 視 点 を ク ロ ー バ ー の

葉 で 表 し て 、 単 元 ご と に 重 視 す る 視 点 を 視 覚 的 に 分 か り や す く

示 す こ と で 、 児 童 が 学 習 に 見 通 し を も っ て 取 り 組 め る よ う に 工

夫 さ れ て い ま す 。 学 び を 深 め る 際 に も 、 こ の ４ つ の 視 点 を 意 識

し た 実 践 例 を 挙 げ て い て 、 児 童 に と っ て 、 課 題 発 見 や 解 決 を 見

い だ す た め の き っ か け と し て 有 効 で あ る と 思 い ま し た 。 ま た 、

各 ペ ー ジ の 下 部 に 「 豆 知 識 」 が あ り 、 児 童 が 興 味 を も ち そ う な

小 話 や 役 立 つ ア ド バ イ ス な ど が 書 か れ て い て 、 学 習 へ の 意 欲 を

高 め て い る と 思 い ま し た 。  

 ど ち ら の 教 科 書 も ２ 次 元 コ ー ド を 活 用 し 、 動 画 で 運 針 や 調 理

な ど を 見 る こ と が で き ま す 。 児 童 が 自 己 の 学 び に 必 要 な 部 分 を

視 聴 し て 、 作 業 を 確 認 し た り 、 応 用 に 生 か し た り 等 、 そ れ ぞ れ

の 実 態 に 応 じ て 個 別 最 適 な 学 習 を 実 践 で き る よ う に な っ て い る

と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

深 津 委 員   私 は ま ず 、 表 記 、 装 丁 の 観 点 か ら お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 ２ 者 と も 写 真 や イ ラ ス ト が 多 く 使 わ れ て い て 、 見 や す く 、 分

か り や す く つ く ら れ て い ま す 。 東 京 書 籍 は 、 ク ッ キ ン グ の と こ

ろ で 、 野 菜 の 切 り 方 と と も に 、 切 る サ イ ズ と 実 物 大 の 写 真 を 巻
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末 に 載 せ て あ っ て 、 大 変 分 か り や す い つ く り に な っ て い ま す 。

開 隆 堂 も 、 裁 縫 の ペ ー ジ で は 、 大 き い 写 真 が 使 用 さ れ て い て 、

分 か り や す い で す 。 そ し て 、 写 真 で は 分 か り に く い 部 分 は 、 イ

ラ ス ト で 示 し て あ っ て 、 児 童 が 理 解 し や す い よ う に 工 夫 が さ れ

て い ま す 。  

 次 に 、 中 学 校 と の 関 連 に つ い て と い う こ と で お 話 を し ま す 。

東 京 書 籍 は 、 関 連 す る 内 容 に マ ー ク を つ け て あ っ て 、 ６ 年 生 の

最 後 に は ２ 年 間 の ま と め の ペ ー ジ を 設 定 し て あ り ま す 。な の で 、

学 年 間 や 中 学 校 へ の 接 続 が ス ム ー ズ に な る よ う 配 慮 さ れ て い る

と 感 じ ま し た 。 開 隆 堂 は 、 ２ 年 間 を ま と め て 振 り 返 り 、 中 学 校

へ の 学 習 に つ な げ る ペ ー ジ が 設 定 さ れ て い ま す 。 児 童 は 、 中 学

校 へ の 学 習 に 期 待 が 高 ま り 、 ま た 、 教 員 に と っ て も 、 中 学 校 と

の 連 携 が 意 識 で き る 、 そ う い っ た つ く り に な っ て い る と 思 い ま

し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま せ ん で し ょ

う か 。  

 

一 瀬 委 員   私 は 、 藤 沢 市 の 子 ど も た ち が 教 科 書 を 使 用 し た 場 合 と い う 視

点 で お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 両 者 と も 、 家 庭 科 の 実 習 で と て も 大 切 な 安 全 面 、 衛 生 面 に つ

い て は 、 随 所 で 様 々 な 工 夫 を し な が ら 触 れ ら れ て い る と 思 い ま

し た 。  

 特 に 東 京 書 籍 で す け れ ど も 、「 い つ も 確 か め よ う 」と い う コ ー

ナ ー を つ く っ て あ っ て 、 安 全 マ ー ク を 目 立 た せ な が ら ポ イ ン ト

を 示 し て い ま す 。 ガ ス コ ン ロ の 使 い 方 や ミ シ ン の 使 い 方 で は 、

大 き め の イ ラ ス ト や 写 真 を 用 い て 、 と て も 分 か り や す く 説 明 さ

れ て い ま し た 。 教 師 か ら 子 ど も た ち に 全 体 で の 指 導 を す る と き

に 、 指 導 の し や す さ も あ る と 思 い ま す が 、 改 め て 子 ど も た ち 一



- 42 - 

 

人 ひ と り が 実 習 を す る と き に 、 教 科 書 で 確 認 し な が ら 取 り 組 む

こ と が で き 、 実 習 の 作 業 を よ り 安 全 に 実 施 す る こ と が で き る 、

そ う い っ た こ と に つ な が る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、開 隆 堂 に つ い て は 、「 生 活 を 支 え る 物 や お 金 」と い う 題

材 が あ り ま す が 、 こ こ で は 児 童 に と っ て 身 近 で 興 味 深 い シ ョ ッ

ピ ン グ モ ー ル が 取 り 上 げ ら れ て い ま し た 。 実 際 の 場 面 を 容 易 に

想 起 し な が ら 、 自 身 の 生 活 を 振 り 返 っ た り 、 実 際 の 買 物 場 面 で

の 活 用 に つ な が っ た り す る と 思 い ま し た 。 ま た 、 同 じ く 開 隆 堂

で は 、 制 作 や 調 理 の 例 が 複 数 掲 載 さ れ て お り ま し た 。 そ う い っ

た こ と が 、 と て も よ い な と 思 い ま し た 。 児 童 の 実 態 に 合 わ せ て

選 択 で き る 、 こ う い っ た こ と は 、 ど の 子 に と っ て も 充 実 感 や 達

成 感 に つ な げ ら れ る と 考 え ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん か 。 全 体 を 通 し

て ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 ご 意 見 が な い よ う で す の で 、 次 の 保 健 に 移 り ま す 。 保

健 に つ い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

 

山 崎 委 員   私 は 、 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 や 内 容 ・ 構 成 な ど の 観 点 か ら 話

を し た い と 思 い ま す 。  

 ど の 教 科 用 図 書 も 、 学 習 指 導 要 領 に 準 じ て 学 ぶ べ き こ と が し

っ か り と 身 に つ く よ う に 学 習 課 程 を 示 し て い た り 、 教 科 書 に 直

接 書 き 込 め る よ う に し て い た り 、 よ く 考 え ら れ た 教 科 用 図 書 だ

と 思 い ま し た 。 絵 や 写 真 も 多 く 、 児 童 が イ メ ー ジ し や す い 工 夫

も 見 ら れ ま し た 。 ま た 、 体 育 科 の 目 標 で あ る 心 と 体 を 一 体 と 捉

え 、 生 涯 に わ た っ て 健 康 の 保 持 増 進 と 楽 し く 明 る い 生 活 を 営 む
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態 度 を 育 て る こ と を 目 指 し て 、 学 ん だ こ と を 自 分 た ち の 生 活 に

生 か す こ と が で き る よ う な 工 夫 が さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 そ の 中 で 、 学 研 と 光 文 書 院 な ん で す け れ ど も 、 学 習 の 進 め 方

が 分 か り や す い と 感 じ ま し た 。  

 学 研 に つ い て は 、 単 元 の 一 番 初 め の ペ ー ジ に 学 習 の 進 め 方 を

３ 段 階 で 表 し て い ま す 。 そ し て 、 見 開 き １ ペ ー ジ を 使 っ て 、 児

童 が 自 分 事 と し て 捉 え ら れ る よ う に 工 夫 し て い ま す 。 ２ 段 階 目

で は 、 課 題 に つ い て 話 し 合 っ た り 、 調 べ た り で き る よ う に な っ

て い て 、 ３ 段 階 目 で は 、 学 習 し た こ と を 自 分 た ち の 生 活 に 返 し

て 、 生 か し て い こ う と い う 流 れ に な っ て い ま す 。  

 光 文 書 院 は 、「 見 つ け よ う 」、「 考 え よ う 」、「 話 し 合 お う 」、「 調

べ よ う 」、「 生 か そ う 」 と い う よ う に 、 単 元 に よ っ て 多 少 の 違 い

は あ る ん で す が 、 児 童 が 今 は 何 を す れ ば よ い の か 、 何 を 学 ぶ 時

間 な の か 分 か る よ う に 記 載 さ れ て い て 、 例 え ば ３ 年 生 の 学 習 の

中 に 、「 け ん こ う な 生 活 」と い う 大 単 元 が あ る ん で す が 、学 研 で

は 、「 も っ と ！ 知 り た い・調 べ た い 」、光 文 書 院 で は 、「 さ ら に 広

げ よ う  深 め よ う 」 と い う タ イ ト ル で 掲 載 さ れ て い ま す 。 非 常

に 発 展 的 な 内 容 も 充 実 し て い る の で 、 自 分 た ち の 生 活 に 直 結 す

る 学 習 と し て 生 き る 知 識 を し っ か り と 育 む こ と が で き る の で は

な い か な と い う ふ う に 考 え ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

川 島 委 員   今 、 山 崎 委 員 か ら す ご く 具 体 的 な お 話 が あ っ て 、 私 が 話 し て

い い か な と 思 っ た り も し て い る の で す け れ ど も 、 体 育 と い う 授

業 は 、 そ も そ も 子 ど も た ち は 、 体 育 館 で あ る と か 屋 外 で あ る と

か で 、 体 い っ ぱ い 使 っ て 運 動 す る と い う の を 想 定 し て い ま す 。

そ れ が 保 健 と い う 授 業 に な っ た と き に 、 座 学 に な る わ け で す 。

そ こ で 、 座 学 に な っ て も 、 子 ど も た ち が 興 味 を も っ て 取 り 組 め
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る 。 そ ん な 教 科 書 で あ っ て ほ し い な と い う 思 い を 持 ち な が ら 、

教 科 用 図 書 を 見 て み ま し た 。  

 先 ほ ど 生 活 科 の と き に も お 話 を し た の で す が 、 ど の 教 科 用 図

書 も イ ラ ス ト が ふ ん だ ん に 使 用 さ れ て い た り と か 、 あ と ２ 次 元

コ ー ド が 多 く 使 わ れ て い た り と か 、 と い う と こ ろ に 関 し て は 、

興 味 を も つ と い う 意 味 で は 工 夫 を さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 東 京 書 籍 で す け れ ど も 、 東 京 書 籍 に つ い て は 、 記 入 用 の ス ペ

ー ス が 多 め に 設 け ら れ て い て 、 教 科 書 そ の も の が ワ ー ク シ ー ト

を 兼 ね ら れ る と い う よ う な 感 じ に な っ て い ま し た 。 ど の 教 科 用

図 書 も 比 較 的 書 き や す く は な っ て い る の で す け れ ど も 、 東 京 書

籍 に つ い て は 、 そ の よ う な こ と を 感 じ ま し た 。  

 大 日 本 図 書 で す け れ ど も 、 先 ほ ど 山 崎 委 員 か ら も 、 色 々 お 話

が あ り ま し た が 、 各 章 の 終 わ り に 「 も っ と 知 り た い 」 と い う と

こ ろ が あ っ て 、 資 料 が 追 加 さ れ て い ま す 。 そ う い う と こ ろ は 、

子 ど も た ち の 見 方 と か 考 え 方 を 広 げ る 工 夫 に な っ て い る と 思 い

ま し た 。  

 そ れ か ら 、光 文 書 院 で す け れ ど も 、各 単 元 の 導 入 の と こ ろ で 、

児 童 の 学 ぼ う と い う 気 持 ち を 上 手 に 引 き 出 す よ う な つ く り に な

っ て い る と い う 感 じ が し ま し た 。 ま た 、 後 ろ の 発 展 の ペ ー ジ の

と こ ろ で す け れ ど も 、 広 げ よ う 、 深 め よ う と い う と こ ろ が あ っ

て 、 そ こ は さ ら に 子 ど も た ち に 広 い 知 識 が 獲 得 で き る よ う な 工

夫 が さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 学 研 に つ い て は 、 今 ま で 使 っ て い た こ と も あ る の か 、 学 校 と

か 調 査 員 の 皆 さ ん か ら の 支 持 も 非 常 に 多 か っ た で す 。 確 か に 、

資 料 で あ る と か 、 デ ー タ で あ る と か 、 そ う い っ た も の が 本 当 に

学 習 に 必 要 な も の に ぎ ゅ っ と 上 手 に 凝 縮 さ れ て い る よ う で 、 焦

点 化 が し や す か っ た り と か す る の か な と 思 い ま し た 。 イ ラ ス ト

な ど も 児 童 に 比 較 的 身 近 な の か な と 思 っ た り し て 、 子 ど も た ち

が 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む と い う と こ ろ の 要 素 は 多 い か な と 思

い ま し た 。 ま た 、 ５ ・ ６ 年 の 教 科 用 図 書 に は 、 藤 沢 の 「 こ ど も
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1 1 0番 」の 写 真 が 載 っ て い て 、学 習 の 際 に は 学 習 意 欲 が 高 ま る の

の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 次 に 、 大 修 館 で す け れ ど も 、 全 体 的 に 見 た と き に 配 色 に 工 夫

が あ る と 思 い ま し た 。 ま た 、 比 較 的 教 科 書 の 余 白 が 多 く て 、 記

述 す る ス ペ ー ス が 大 き く な っ て い る の で 、 書 き 込 み 等 は し や す

い か な と 思 い ま し た 。 さ ら に 、 こ の 大 修 館 の 教 科 書 に も 、 藤 沢

市 で 使 わ れ て い る 「 ス ク ー ル ゾ ー ン 」 の 写 真 や 「 敷 地 内 禁 煙 」

の 写 真 が 載 っ て い ま し て 、 子 ど も た ち が 学 ぶ 際 に は 、 こ れ 見 た

こ と あ る と か と い う こ と で 、 学 習 意 欲 が 高 ま る か な と 思 い ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

一 瀬 委 員   私 も 、 構 成 や 装 丁 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ど の 者 に つ い て も 、 現 在 の 子 ど も た ち の 生 活 に 合 っ た イ ラ ス

ト や 美 し い 写 真 で 構 成 さ れ て い ま し て 、 文 字 と イ ラ ス ト の バ ラ

ン ス が 、 と て も い い な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 文 字 の 色 遣 い

に つ い て も 様 々 に 工 夫 さ れ て い る ん で す け れ ど も 、 特 に 光 文 書

院 と 大 修 館 で は 、 課 題 の 記 載 が ほ か の 表 記 よ り も と て も 分 か り

や す い 色 遣 い に な っ て い る な と 感 じ ま し た 。 今 日 の 学 習 の 課 題

が 何 な の か と い う の が 、 子 ど も た ち に と っ て 、 一 目 で 確 認 で き

る と 思 い ま す 。 焦 点 を 絞 っ た 学 習 に つ な が る の で は な い か な と

い う ふ う に 感 じ ま し た 。 ま た 、 学 研 の イ ラ ス ト 使 い な の で す け

れ ど も 、 児 童 の 生 活 に 寄 り 添 っ た 身 近 な 題 材 が 様 々 な と こ ろ で

選 ば れ て い る な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 そ れ か ら 、先 ほ ど 川 島 委 員 の お 話 に も あ っ た の で す け れ ど も 、

教 科 書 の と こ ろ ど こ ろ に 設 け ら れ た 記 述 欄 で す ね 。 実 際 に 子 ど

も が 書 き 込 め る よ う な 欄 が あ る の で す が 、 特 に 大 修 館 は ゆ と り

を も っ た ス ペ ー ス で 構 成 し て い る と 思 い ま し た 。 小 さ い 文 字 を
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書 く こ と が 苦 手 な 児 童 で あ っ て も 、 書 き 込 み や す い ス ペ ー ス が

確 保 さ れ て い る な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん か 。 全 体 を 通 し

て ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 ご 意 見 が な い よ う な の で 、 次 の 英 語 に 移 り ま す 。 英 語

に つ い て ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

 

金 田 委 員   息 子 が ５ 年 、 ６ 年 と 英 語 を や っ て い て 、 大 変 難 し い 内 容 を や

っ て い る な と 思 っ た の で 、 教 科 書 を い ろ い ろ 見 比 べ て み た い な

思 っ て 、 見 さ せ て い た だ き ま し た 。  

 ど の 教 科 書 も 、 イ ラ ス ト は 優 し い 色 な ん だ け れ ど も 、 カ ラ フ

ル で あ っ た り 、 い ろ ん な 世 界 の 写 真 が あ っ た り と 、 グ ロ ー バ ル

な 意 識 を も て る よ う な 内 容 が 多 い な と い う ふ う に 感 じ て 、 そ れ

は ど れ も い い な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。そ の 中 で 幾 つ か 各 者 、

面 白 い な と 思 っ た と こ ろ を 少 し お 話 さ せ て く だ さ い 。  

 東 京 書 籍 さ ん の ほ う は 、 デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の 中 で 、 先 生 役

の 人 物 だ け が ぱ っ と 映 っ て 、 正 面 か ら 映 っ て 、 そ の 人 が 話 す 表

情 と か 口 の 動 き と か に す ご く 集 中 し て 見 ら れ る 部 分 が あ っ て 、

そ れ は と て も い い の で は な い か な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 あ

と 、 様 々 な 形 式 で た く さ ん 書 き 込 み を し て い く の で 、 自 分 の 教

科 書 が で き 上 が っ て い く よ う な 感 じ が 面 白 い な と い う ふ う に 思

い ま し た 。別 冊 の「 M y  P i c t u r e  D i c t i o n a r y」の 中 に 、ロ ー マ 字

一 覧 表 が 載 っ て い ま し た 。 ほ か の 出 版 社 さ ん の ロ ー マ 字 一 覧 表

は 、 教 科 書 の 後 ろ に つ い て い る も の が 多 か っ た ん で す ね 。 ロ ー

マ 字 は 意 外 と 間 違 い が 多 く て 、 見 返 し な が ら 書 く と 、 結 構 ケ ア
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レ ス ミ ス が 起 き や す い か な と 思 っ て 、 別 冊 で 置 い て 、 こ こ と こ

こ を 見 て 書 く と い う ほ う が 、 子 ど も が 取 り 組 み や す い の で は な

い か な と 思 っ て 、 こ こ は と て も い い と こ ろ だ な と い う ふ う に 感

じ ま し た 。  

 開 隆 堂 さ ん の ほ う な ん で す け れ ど も 、「 W o r d  B o o k」 と い う 別

冊 の も の が と て も シ ン プ ル で 分 か り や す く て 、 教 科 書 対 応 以 外

で も 大 分 使 い や す い 、 そ の あ た り も 使 い や す そ う な と こ ろ は 、

と て も い い な と い う ふ う に 思 い ま し た 。そ れ か ら 、「 C A N - D Oチ ェ

ッ ク 」と い う 自 分 の 学 習 が 全 編 一 覧 に な っ て 見 ら れ る と こ ろ が 、

１ 年 間 、 自 分 が ど ん な ふ う に で き た か な と い う 振 り 返 り に も な

っ て 面 白 そ う だ な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 三 省 堂 さ ん の ほ う は 、 別 冊 の ほ う に 本 編 と の 関 連 の ペ ー ジ 数

が 記 載 さ れ て い た り し て 、 振 り 返 り に と て も 便 利 そ う だ な と 思

っ た の と 、 あ と 会 話 と か ラ イ テ ィ ン グ が 中 心 の 中 に 、「 S t o r y  T

i m e」と い う と こ ろ が あ っ て 、英 語 で 物 語 を 聞 く 、耳 を 傾 け る と

い う 時 間 が あ る と い う の は 、心 が 落 ち 着 く よ う な 時 間 に な っ て 、

ま た 別 の 英 語 の 楽 し み 方 が で き る の で は な い か な と い う ふ う に

感 じ ま し た 。  

 教 育 出 版 の ほ う は 、 シ ー ル や カ ー ド ゲ ー ム な ど た く さ ん あ り

ま し た 。 お 友 達 と 一 緒 に 、 今 は 大 分 活 動 で き る よ う に な っ て き

た と 思 う の で 、 こ う い う の を た く さ ん 活 用 し て 、 自 分 の こ と を

表 現 す る の も そ う だ け れ ど も 、 英 語 を 本 当 に 楽 し む と い う と こ

ろ を い っ ぱ い で き る の は い い な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 光 村 図 書 さ ん の ほ う は 、 活 動 を マ ー ク と し て 表 記 し て い て 、

今 、 自 分 が 書 く こ の 行 が ど う い う 目 的 で や る と い う の が ぱ っ と

見 て 分 か り や す い と 思 い ま し た 。 あ と 、 す ご く 世 界 の 国 々 の 紹

介 の 写 真 が 多 く て 興 味 深 か っ た で す 。  

 啓 林 館 の ほ う は 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト の ラ イ テ ィ ン グ の と こ ろ が

興 味 深 く て 、 Ａ Ｂ Ｃ と い う ア ル フ ァ ベ ッ ト 順 で は な く て 、 こ の

線 に 書 く ア ル フ ァ ベ ッ ト は こ れ な の で 、 こ こ の ペ ー ジ で は そ れ
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を 練 習 し ま し ょ う と か 、 順 番 で は な く て 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト を 書

く 、 こ こ を 注 意 し ま し ょ う と 。 意 外 と 子 ど も は 、 は み 出 し ち ゃ

っ た り す る こ と が 多 く て 、 息 子 は 、 今 、 中 学 校 で も 下 が 出 ち ゃ

っ て 、 こ れ は 「 ａ 」 じ ゃ な く て 「 ｑ 」 と 言 わ れ ち ゃ っ た と か が

あ る の で 、 そ こ が す ご く 大 事 だ よ と い う と こ ろ を 気 づ き な が ら

学 習 で き る な と 思 っ て 、 そ こ は と て も 工 夫 が あ っ て 、 面 白 か っ

た で す 。あ と 、デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の と こ ろ が 、会 話 と と も に 、

カ ラ オ ケ の よ う に 色 が 一 緒 に 同 時 に 変 わ っ て い く と こ ろ が 、 他

者 は あ ま り そ れ が な か っ た の で 、リ ズ ム じ ゃ な い で す け れ ど も 、

話 す と き と 文 字 の 動 き が 連 動 し て い て 、 ち ょ っ と 見 て い て 面 白

い な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

深 津 委 員   英 語 は ６ 者 あ り ま す け れ ど も 、 各 者 と も 小 学 校 学 習 指 導 要 領

の 要 点 を 踏 ま え て 、 英 語 の ４ 機 能 、 ５ 領 域 に つ い て 目 標 が 達 せ

ら れ る よ う に 、 よ く 構 成 さ れ て い ま す 。 英 語 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン に お い て 活 用 で き る 基 礎 的 な 技 能 を 児 童 が 楽 し み な が ら 身

に つ け ら れ る よ う に 、 様 々 な 活 動 や 、 そ れ ら に 伴 う 巻 末 の カ ー

ド と か シ ー ト な ど に つ い て も 、 非 常 に 使 い や す く 、 工 夫 さ れ て

い る と 思 い ま し た 。ま た 、「 P i c t u r e  D i c t i o n a r y」が あ り 、日 本

語 を 介 さ ず 単 語 を 理 解 さ せ た り 、 使 用 場 面 を 考 え て 、 単 語 の 使

い 方 を 分 か り や す く 示 し て い た り す る の で 、 的 確 に 理 解 さ せ 、

表 現 力 を 育 む の に 期 待 で き る と 思 い ま し た 。  

 中 で も 、 私 は 内 容 ・ 構 成 の 点 か ら 見 て 、 東 京 書 籍 と 光 村 図 書

出 版 が い い な と 思 い ま し た 。 東 京 書 籍 で は 、 基 礎 基 本 の 定 着 も

意 識 さ れ て い て 、 ス モ ー ル ・ ス テ ッ プ で 進 ん で お り 、 英 語 学 習

の 観 点 に 沿 っ た 学 び の 構 成 が 整 理 さ れ て い る と 感 じ ま し た 。 ま

た 、 市 の 調 査 資 料 に も あ り ま す よ う に 、 書 く 活 動 が 多 く 、 ４ 技
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能 を バ ラ ン ス よ く 育 成 で き る と 考 え ま す 。 そ れ か ら 、 光 村 図 書

出 版 は 、 先 ほ ど 金 田 委 員 が 触 れ て い ら っ し ゃ い ま し た が 、 ５ 年

生 か ら 単 元 に 沿 っ た 言 語 内 容 を 用 い た 「 世 界 の 紹 介 」 の ペ ー ジ

が あ り ま す 。 世 界 を 身 近 に 感 じ 、 自 然 に 世 界 に 興 味 が 持 て る 構

成 に な っ て い ま す 。 そ し て 、 ２ 者 と も 初 期 の 英 語 学 習 で 自 分 の

こ と か ら 表 現 で き る こ と を 徐 々 に 広 げ て い く と い う 流 れ が と て

も 自 然 で 、 親 し み や す い 活 動 場 面 が 想 定 さ れ て い る の が よ い と

思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん か 。  

 

村 田 委 員   私 は 、 ２ 次 元 コ ー ド と 音 声 や 映 像 を 使 っ た 学 び 方 と い う 観 点

で お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ２ 次 元 コ ー ド に つ い て は 、 ほ か の 教 科 で も 随 所 で 見 ら れ て お

り ま す が 、 英 語 で は 、 教 科 の 特 性 か ら 効 果 的 な 活 用 が 望 ま れ る

と こ ろ だ と 思 い ま す 。 調 査 員 の 調 査 資 料 に あ る と お り 、 各 者 そ

れ ぞ れ に デ ジ タ ル 教 材 に も 工 夫 が 見 ら れ ま す 。  

 啓 林 館 の デ ジ タ ル 教 材 は 、 音 声 と 同 時 に 英 語 の 字 幕 が 出 る よ

う に な っ て い て 、 耳 で 聞 き な が ら 文 字 を 追 う こ と が で き ま す 。

３ ・ ４ 年 生 の 外 国 語 活 動 で は 、 な れ 親 し ん で き た 英 語 の 音 声 で

す が 、 そ れ を ５ ・ ６ 年 生 の 外 国 語 の 学 習 で 文 字 に つ な げ て 理 解

す る 上 で 、 効 果 的 な 活 用 が で き る と 思 い ま す 。 光 村 図 書 は 、 字

幕 の あ り な し を 選 択 で き る の で 、 目 的 に 合 わ せ た 活 用 が で き ま

す し 、 東 京 書 籍 は 、 デ ジ タ ル 教 材 に 字 幕 ボ タ ン や 繰 り 返 し ボ タ

ン が つ い て い る の で 、 よ り 幅 広 い 活 用 の 仕 方 が 考 え ら れ る と 思

い ま す 。  

 本 市 の 児 童 に と っ て の 興 味 関 心 と い う 点 で い う と 、 な じ み の

あ る 江 の 島 、 鎌 倉 や 横 浜 が 各 者 の 教 科 書 に 掲 載 さ れ て い ま す 。  

ま た 、 三 省 堂 と 教 育 出 版 に は 、 国 語 で ２ 年 生 の と き に 学 習 し
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た 「 ス ー ホ の 白 い 馬 」、「 お 手 紙 」 と い う 物 語 が そ れ ぞ れ 掲 載 さ

れ て い て 、 親 し み を 覚 え な が ら 、 ま た 少 し 違 っ た 視 点 で 英 語 の

学 習 が で き そ う だ と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

松 川 委 員   小 学 校 で は 、 ３ ・ ４ 年 生 の 外 国 語 活 動 で 聞 く こ と 、 話 す こ と

を 中 心 と し た 活 動 を 通 じ て 、 外 国 語 に な れ 親 し む こ と や 学 習 へ

の 動 機 を 高 め る と い う こ と に 取 り 組 ん で い ま す 。５ 年 生 か ら は 、

文 字 を 読 む こ と 、 書 く こ と が 加 わ り 、 総 合 的 、 系 統 的 に 扱 う 教

科 学 習 に な っ て き ま す 。 ５ 年 生 の 英 語 は 教 科 の 入 り 口 と な る わ

け で す か ら 、 段 階 的 に 英 語 の 表 記 が 増 え て い く よ う な 教 科 書 が

児 童 に と っ て 抵 抗 感 が 少 な く 、 新 た な 教 科 の 導 入 が で き る の で

は な い か と い う ふ う に 考 え ま す 。  

 光 村 図 書 で は 、 各 学 年 に ３ つ の テ ー マ を 設 定 し 、 学 ぶ こ と を

明 確 に し て い ま す 。 導 入 期 に 当 た る ５ 年 生 は 、 自 分 の こ と 、 身

近 な 人 の こ と 、 地 域 の こ と 、 ６ 年 生 で は 、 日 本 の こ と 、 世 界 の

こ と 、 将 来 、 未 来 の こ と と い う よ う に 、 身 近 な も の か ら 次 第 に

テ ー マ が 広 が っ て い く よ う に な っ て お り 、 子 ど も た ち が 無 理 な

く 学 習 が 進 め ら れ る の で は な い か と 考 え ま す 。  

 東 京 書 籍 は 、 ３ ・ ４ 年 生 の 外 国 語 活 動 で 使 用 し て い た 「 L e t '

s  T r y !」で な れ 親 し ん で き た 言 語 材 料 と 冒 頭 の「 L e t ' s  s t a r t !」

な ど で 取 り 上 げ て い る の で 、 ５ 年 生 に ス ム ー ズ に 接 続 で き る よ

う に な っ て い る と 感 じ ま し た 。ま た 、「 S o u n d s  a n d  L e t t e r s」と

い う 読 み 書 き 指 導 の ペ ー ジ を 各 単 元 末 に 設 定 さ れ て い ま し た 。  

２ 年 間 を 通 じ て 文 字 の 名 前 か ら 音 、 文 へ と 無 理 な く 学 習 す る

こ と が で き る よ う に な っ て い る と 思 い ま し た 。 ５ 年 生 で は 、 文

字 の 名 前 の 定 着 か ら 始 め 、 徐 々 に 文 字 の 音 へ と 、 な れ 親 し ま せ

る よ う に な っ て い ま す 。「 M y  P i c t u r e  D i c t i o n a r y」 の 巻 末 に あ

る「 L e t t e r  I m a g e s」は 、イ メ ー ジ を 通 じ て 文 字 の 形 や 音 を 思 い
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出 す ヒ ン ト に も な っ て い る と 思 い ま し た 。 ２ 次 元 コ ー ド を 読 み

込 む と ア ニ メ ー シ ョ ン に な っ て お り 、 子 ど も た ち が よ り イ メ ー

ジ を 持 ち や す く な っ て い る と も 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

一 瀬 委 員   私 の ほ う か ら 、構 成 に つ い て 少 し お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。 

 各 者 と も 、 児 童 の 学 び が ス ム ー ズ に 進 む よ う に 大 変 工 夫 さ れ

て い る な と 感 じ ま し た 。 特 に 光 村 図 書 で は 、 そ の 学 年 で で き る

よ う に な る こ と を 示 し た 「 C A N - D O」 が 複 数 の 「 U n i t」 に 程 よ く

ま た が っ て 構 成 さ れ て い る な と 感 じ ま し た 。そ の こ と に よ っ て 、

学 び を 進 め る 中 で 、何 度 か 同 じ「 C A N - D O」に 触 れ る こ と に な り 、

振 り 返 り に も 活 用 す る こ と が で き 、 学 習 の 定 着 に つ な が る と 思

い ま し た 。 ま た 、 同 じ く 光 村 図 書 で す け れ ど も 、 各 単 元 に ス モ

ー ル ア ク テ ィ ビ テ ィ ー の 例 示 に 加 え て 、「 P l u s  O n e」と し て 応 用

編 も 掲 載 さ れ て い ま す 。 児 童 の 実 態 に 合 わ せ な が ら 学 習 活 動 を

考 え る こ と が で き る の で 、 授 業 者 に と っ て も 使 い や す い の で は

な い か な と 感 じ ま し た 。  

 一 方 、 啓 林 館 で す け れ ど も 、 ５ 年 生 の ア ル フ ァ ベ ッ ト を 書 く

学 習 が 、 学 年 の 後 半 か ら ス タ ー ト し て い ま す 。 文 字 を 書 く と い

う こ と に 慣 れ て い な い 児 童 に と っ て は 、 ま ず 発 音 す る と い う こ

と を 楽 し み 、 味 わ い な が ら 、 そ の 後 、 少 し ず つ 文 字 を 書 く と い

う こ と に 慣 れ て い く と い っ た 構 成 は 、 と て も 取 り 組 み や す い の

で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 次 に 、 藤 沢 市 の 子 ど も た ち が 使 う 教 科 書 と い う 視 点 で 考 え た

場 合 で す け れ ど も 、 教 育 出 版 や 啓 林 館 で は 、 先 ほ ど 村 田 委 員 の

ほ う か ら も あ り ま し た け れ ど も 、 本 市 の 児 童 に と っ て 大 変 身 近

な 鎌 倉 の 大 仏 や 横 浜 の 中 華 街 な ど に 触 れ ら れ て い ま し た 。ま た 、

ほ か の 教 科 書 で も 、 修 学 旅 行 で 訪 れ る 日 光 や 藤 沢 市 に 関 係 の 深
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い 、 海 で の 活 動 な ど が 取 り 上 げ ら れ て い ま し た 。 や は り 子 ど も

た ち に と っ て 親 し み の あ る 、 特 に 地 元 で あ れ ば 、 な お さ ら な の

で す け れ ど も 、 そ う い っ た 地 域 の 写 真 や 内 容 が 取 り 上 げ ら れ て

い る だ け で 、 英 語 を 学 習 し よ う と い う 興 味 や 関 心 、 意 欲 に つ な

が っ て い く の で は な い か な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

深 津 委 員   私 は 、 小 学 校 の 段 階 で 最 も 重 要 な こ と は 、 英 語 の 音 声 や 文 字

に 慣 れ 親 し む と い う こ と 、 そ し て 、 何 よ り も 英 語 を 使 う こ と を

楽 し む と い う 姿 勢 を 身 に つ け る こ と だ と い う ふ う に 思 っ て い ま

す 。 日 本 で 生 活 し て い ま す と 、 実 生 活 で は 特 に 英 語 を 使 用 す る

必 要 が あ り ま せ ん が 、 そ う い う 環 境 に あ る 児 童 に 実 用 的 な 英 語

に よ る 運 用 能 力 を 身 に つ け さ せ る た め に は 、 ま ず 、 授 業 の 中 で

目 的 を も っ て 、 実 際 に 英 語 を 使 う 必 然 性 の あ る 場 面 や 状 況 を き

ち ん と 設 定 す る 。 そ し て 、 英 語 で 伝 え 合 え る 喜 び を 実 感 さ せ る

こ と が と て も 大 切 だ と 思 い ま す 。 そ う す る こ と に よ っ て 、 授 業

以 外 の と こ ろ で も 英 語 を 使 っ て み た り と か 、 自 分 で も っ と も っ

と 学 ん で み た り す る と い う 意 欲 を 持 た せ る こ と が で き ま す 。  

 そ う い う 点 で 教 科 書 を 見 た と き に 、 東 京 書 籍 と 光 村 図 書 出 版

が 非 常 に う ま く 構 成 さ れ て い る な と 思 い ま し た 。 習 得 さ せ た い

表 現 や 文 法 が 優 先 さ れ て 、 流 れ と し て あ ま り 脈 絡 な く 並 ん で い

る よ り 、 ２ 年 間 の 教 科 書 の レ ッ ス ン の 並 べ 方 が 、 ２ 年 間 の 流 れ

と い う も の が 意 識 さ れ て い る と い う こ と は 大 事 だ と い う ふ う に

思 い ま し て 、 こ の ２ 者 は そ こ が 意 識 さ れ て つ く ら れ て い る と 感

じ ま し た 。  

 先 ほ ど 、 松 川 委 員 も 触 れ て い ま し た け れ ど も 、 こ の ２ 者 に つ

い て は 、ま ず 自 分 の こ と 、そ し て 身 の 回 り の こ と 、地 域 の こ と 、

日 本 の こ と 、 世 界 の こ と 、 さ ら に 自 分 の 未 来 の こ と と い う 流 れ
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で 並 ん で い ま す 。 そ う い う こ と が 実 際 に 英 語 を 使 え る よ う に な

っ て い く 自 分 で あ る と か 、 英 語 に よ っ て 広 が っ て い く 世 界 を イ

メ ー ジ し や す い と 思 い ま す 。  

 特 に 、 東 京 書 籍 に つ い て は 、 ２ 年 間 で 段 階 を 追 っ て 、 常 に 英

語 を 使 用 す る 場 面 や 目 的 を は っ き り 意 識 さ せ て 表 現 さ せ て い

る 、 そ う い う 点 が 優 れ て い る と 思 い ま す 。 ま た 、 別 冊 で 「 M y  P

i c t u r e  D i c t i o n a r y」が あ り 、語 彙 と か 基 本 文 型 が ま と ま っ て い

て 、 英 語 の 基 礎 の 習 得 で あ る と か 、 表 現 活 動 に 大 変 有 効 で あ る

と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 同 じ よ う に 、 他 者 で も 、 例 え ば 開 隆

堂 で は 「 W o r d  B o o k」、 三 省 堂 で は 「 M y  D i c t i o n a r y」、 光 村 図 書

出 版 は 巻 末 に 取 り 外 せ る 「 P i c t u r e  D i c t i o n a r y」 が あ り ま す 。

そ う い っ た も の は 、 児 童 は も ち ろ ん 、 小 学 校 の 先 生 方 に と っ て

も 使 い や す い の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 ２ 次 元 コ ー ド を 用 い て ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ

ト な ど で 、 音 声 や 映 像 が 繰 り 返 し 視 聴 で き る 工 夫 に つ い て も 、

外 国 語 の 習 得 と い う 観 点 か ら 見 る と 、 大 変 効 果 的 だ と 思 い ま す

し 、 大 切 な こ と だ と 思 い ま す 。 そ の 点 で も 、 東 京 書 籍 は 充 実 し

て い る と 思 い ま し た 。 実 際 の 人 物 が 発 音 し て い る 表 情 を 映 し た

り 、 発 音 時 の 口 の 動 き な ど を 見 る こ と が で き ま す 。 映 像 も 実 写

や ア ニ メ な ど 様 々 で 多 岐 に わ た っ て い て 、 内 容 が 優 れ て い る と

思 い ま し た 。  

 最 後 に 、デ ジ タ ル 教 科 書 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。

デ ジ タ ル 教 科 書 は 、 各 者 そ れ ぞ れ 特 徴 が あ り ま す 。 操 作 の し や

す さ と い う と こ ろ で は 、 東 京 書 籍 、 三 省 堂 は 、 該 当 箇 所 を ク リ

ッ ク す る と 拡 大 で き る と こ ろ 、 教 育 出 版 は 単 語 を ク リ ッ ク す る

と 音 声 が 流 れ る と こ ろ が 使 い や す い と 感 じ ま し た 。 ま た 、 啓 林

館 は 、 ペ ー ジ 一 覧 が あ っ て 、 目 的 の ペ ー ジ を 開 き や す い と こ ろ

が 便 利 だ と 感 じ ま し た 。 そ れ か ら 、 開 隆 堂 と 教 育 出 版 は 、 学 習

者 支 援 の ペ ー ジ が あ り 、 文 字 が 拡 大 さ れ た り 、 文 字 に カ ー ソ ル

を 合 わ せ て ク リ ッ ク す る と 音 声 が 聞 け る の で 、 見 る こ と に 不 自
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由 を 感 じ る 生 徒 に も 配 慮 が さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん か 。 全 体 を 通 し

て ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 ご 意 見 が 無 い よ う で す の で 、 次 の 道 徳 に 移 り ま す 。 道

徳 に つ い て 、 ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

 

澤 野 委 員   道 徳 の 授 業 で は 、 子 ど も が 自 分 自 身 の 生 き 方 を 常 に 見 つ め て

い く こ と が 大 切 で す 。 ふ だ ん の 自 分 の 考 え や 言 動 に つ い て 振 り

返 り 、「 こ ん な と き 、 自 分 な ら ど う す る だ ろ う 」 と か 、「 命 を 大

事 に す る と い う の は ど う い う こ と な ん だ ろ う 」 な ど の よ う に 、

考 え 、 議 論 す る 道 徳 に つ な が る よ う に 、 各 者 と も 工 夫 さ れ て い

ま す 。  

 光 文 書 院 で は 、 特 に 考 え さ せ た い 内 容 を 重 点 主 題 と し て 取 り

上 げ 、 子 ど も が 多 面 的 ・ 多 角 的 に 深 く 考 え ら れ る よ う な 構 成 に

な っ て い ま す 。 扉 ペ ー ジ で 重 点 主 題 に 即 し た 問 い を ま ず 子 ど も

に 問 い か け て か ら 、 主 題 に 関 す る 複 数 の 教 材 を 連 続 的 に 取 り 扱

う こ と で 、 子 ど も が 問 題 意 識 を も っ て 深 く 考 え る 力 を 身 に つ け

る こ と が で き る の で は な い か と 思 い ま す 。  

 光 村 図 書 出 版 で は 、 自 分 の 考 え を 表 す と き や 友 達 の 考 え を 受

け 止 め る と き の 言 い 方 が 全 学 年 で 具 体 的 に 示 さ れ て お り 、 話 し

合 い に 参 加 す る こ と が 苦 手 な 児 童 へ の 配 慮 が 感 じ ら れ ま す 。 市

の 調 査 資 料 に も あ り ま す が 、 日 本 文 教 出 版 は 、 別 冊 で 道 徳 ノ ー

ト が つ い て い ま す 。 自 由 記 述 の ノ ー ト な の で 、 指 導 者 が 児 童 に

考 え さ せ た い こ と を 設 定 で き る よ う に な っ て い ま す 。 ノ ー ト に

書 い た こ と を 基 に 話 し 合 っ た り 、 友 達 の 意 見 を 書 き 留 め た り す
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る 中 で 、 学 び が 深 ま っ て い く こ と が 期 待 で き ま す 。 ま た 、 形 に

残 る の で 、 評 価 の 際 に も 役 立 ち ま す 。 そ れ に 対 し て 、 光 村 図 書

出 版 で は 、 巻 末 に 「 学 び の 記 録 」 が 設 定 さ れ て い ま す 。 二 、 三

文 程 度 の ス ペ ー ス な の で 、 無 理 な く 書 く こ と が で き 、 自 分 の 考

え を 振 り 返 り 、 評 価 す る こ と も で き ま す 。 ま た 、 環 境 に 配 慮 し

た 紙 を 使 用 し て い る の で 、 紙 面 の 色 が 白 過 ぎ ず 、 目 に 優 し く 感

じ る の も よ い と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

和 田 委 員   私 は 、 い じ め 防 止 に つ い て 考 え る 教 材 を 通 し て 、 そ れ ぞ れ の

工 夫 に つ い て 見 て い き ま し た 。  

 ５ 年 生 で は 、 教 育 出 版 に お い て Ｓ Ｎ Ｓ で の い じ め を 取 り 扱 っ

て お り 、 問 題 が 起 き や す い ５ 年 生 と い う 時 期 に 扱 う の に よ い 題

材 だ な と 感 じ ま し た 。  

 東 京 書 籍 で は 、 友 達 の よ い と こ ろ を 探 す 活 動 を 取 り 入 れ て お

り ま し た 。 こ の 活 動 も お 互 い の 信 頼 感 を 育 む よ い 活 動 で あ る と

感 じ ま す 。  

 ま た 、 光 村 図 書 出 版 は 、 実 際 に そ の 場 面 を 演 じ て み る 学 び を

取 り 入 れ て お り 、 問 題 を 自 分 事 と し て 捉 え る よ い 工 夫 で あ る と

感 じ ま し た 。 ま た 、 こ の 光 村 図 書 出 版 は 、 巻 頭 に み ん な で 気 持

ち よ く 話 し 合 う た め の コ ツ が 示 さ れ 、各 題 材 の「 か ん が え よ う・

は な し あ お う 」 に あ る 問 い に つ い て 話 し 合 う こ と で 、 主 体 的 ・

対 話 的 で 深 い 学 び の 実 現 に 向 け た 学 習 活 動 に 資 す る 工 夫 が な さ

れ て い る と 思 い ま し た 。 こ の ほ か に も 、 光 村 図 書 出 版 は 、 全 学

年 に わ た っ て 淡 い 色 遣 い で 優 し い 雰 囲 気 の 表 紙 と 見 開 き で 構 成

さ れ て お り ま し た 。こ ち ら の ほ う も 学 習 へ の 興 味 関 心 を 抱 か せ 、

意 欲 的 に 取 り 組 む 助 け に な る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

繁 里 委 員   道 徳 は 全 部 で ６ 者 あ り ま す が 、 い ず れ の 教 科 書 も 学 習 指 導 要

領 の 求 め る 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び に つ い て 、 児 童 が 主 体 的

に 考 え 、 議 論 が で き る よ う に 様 々 な 工 夫 が な さ れ て い ま し た 。

児 童 は ４ 月 に 学 年 が １ つ 上 が り 、 新 た な 気 持 ち で 学 校 生 活 を ス

タ ー ト し ま す 。 こ れ か ら ど ん な 学 び が 広 が っ て い く の か を 期 待

し て 授 業 に 臨 む こ と か ら 、 巻 頭 の 掲 載 内 容 は と て も 大 切 だ と 思

っ て い ま す 。 こ の 視 点 で 、 次 の ３ 者 に つ い て 述 べ た い と 思 い ま

す 。  

 ま ず 、 学 研 教 育 み ら い で す 。 巻 頭 に 、 今 の 自 分 に つ い て 児 童

自 身 が 記 入 す る 見 開 き ペ ー ジ が あ り 、 さ ら に 巻 末 に 、 １ 年 間 の

学 び の 振 り 返 り や 次 年 度 に 向 け て の メ ッ セ ー ジ を 書 き 込 め る よ

う に な っ て い て 、 学 び の つ な が り を 大 切 に し て い る と 感 じ ま し

た 。  

 次 に 、 光 文 書 院 に つ い て で す 。 巻 頭 に 思 考 ツ ー ル や 対 話 ツ ー

ル に つ い て 掲 載 さ れ て い て 、 考 え を 整 理 し た り 、 よ り 適 切 な 言

葉 を 選 ん だ り す る な ど 、 学 習 に 入 る 準 備 段 階 を 大 事 に し て い る

と 感 じ ま す 。  

 最 後 に 、 光 村 図 書 出 版 に つ い て で す 。 発 達 段 階 に 配 慮 し た イ

ラ ス ト や 言 葉 を 選 択 し て い て 、 児 童 は 期 待 感 を も っ て １ 年 間 の

学 び を 見 通 せ る よ う に 感 じ ま し た 。 さ ら に 、 先 ほ ど 和 田 委 員 も

触 れ て お り ま し た け れ ど も 、 気 持 ち よ く 話 し 合 う た め の コ ツ が

見 開 き ペ ー ジ で 掲 載 さ れ て お り ま し て 、 相 手 の 考 え や 意 見 を 受

け 止 め る こ と で 、 よ り よ い 対 話 が 生 ま れ る よ う に 積 み 重 ね て い

く こ と が で き 、 学 校 教 育 全 体 に 生 き て い く と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  
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宮 﨑 委 員   先 ほ ど の 和 田 委 員 の ご 発 言 に も あ り ま し た け れ ど も 、 光 村 図

書 出 版 に つ い て は 、 ま ず 、 全 体 的 に 淡 い 色 遣 い で 目 に 優 し い つ

く り で す 。 挿 絵 の タ ッ チ が 柔 ら か く て 温 か い 感 じ を 受 け ま す 。

文 字 の 大 き さ 、 太 さ 、 挿 絵 の バ ラ ン ス も 大 変 良 い た め に 、 学 習

へ の 抵 抗 感 が 薄 れ 、 子 ど も た ち が 自 然 な 形 で 学 習 に 取 り 組 む こ

と が で き る と い う こ と が 期 待 で き ま す 。  

 ま た 、 １ 年 生 の 学 習 の 初 め に 「 ど う と く が は じ ま る よ 」 と い

う 見 開 き が あ り ま し て 、 道 徳 は 心 に つ い て 考 え る 時 間 で あ る と

易 し い 言 葉 で 示 し 、「 い ろ い ろ な 心 を 見 つ け よ う 」と 投 げ か け て

い ま す 。こ の こ と は 、子 ど も た ち が こ れ か ら の 成 長 過 程 の 中 で 、

自 分 の 心 と 向 き 合 い 、 豊 か な 感 受 性 で あ っ た り 、 道 徳 性 を 磨 い

て い く 道 徳 学 習 の ス タ ー ト と し て 、 大 変 効 果 的 で あ る と 考 え ま

す 。  

 ま た 、「 こ こ ろ ん 」、「 き ら り ん 」「 も や も や ん 」 と い う 優 し い

親 し み や す い ３ つ の キ ャ ラ ク タ ー が 題 材 ご と に 柔 ら か い 言 葉 で

子 ど も た ち に 語 り か け て い て 、 考 え さ せ て い る と こ ろ が よ い と

思 い ま し た 。 学 習 に 入 る 前 に 、 子 ど も 自 身 が 問 題 意 識 を 持 っ て

取 り 組 も う と い う 心 の 準 備 が で き ま す し 、 価 値 観 を 押 し つ け る

こ と な く 、 子 ど も 自 身 が 自 分 の 考 え を 深 め た り 、 友 達 と 考 え を

分 か ち 合 っ た り す る 工 夫 が あ っ て 、 子 ど も た ち 自 身 が 主 体 的 に

学 び な が ら 、 心 の 成 長 に つ な が る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

深 津 委 員   私 は 、 地 域 の 特 性 と の 関 連 と い う 観 点 か ら お 話 し し ま す 。  

 各 者 と も 自 然 環 境 保 護 を 扱 っ て い る と こ ろ で 、 本 市 の 海 岸 清

掃 や 八 ヶ 岳 野 外 体 験 教 室 の 学 習 な ど と 重 ね や す い と 思 い ま し

た 。  

 光 村 図 書 出 版 で は 、 ４ 年 生 で 「 い の ち を つ な ぐ 岬 」 で ウ ミ ガ
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メ に つ い て 書 か れ て い て 、 本 市 に は 海 や 新 江 ノ 島 水 族 館 が あ る

た め 、 き れ い に す る こ と や 命 に つ い て 身 近 な こ と と し て 考 え や

す い と 思 い ま し た 。ま た 、６ 年 生 、「 ク ジ ラ と プ ラ ス チ ッ ク 」で

は 、 海 洋 汚 染 に つ い て 書 か れ て い ま す が 、 本 市 で も ビ ー チ ク リ

ー ン や 江 の 島 ヨ ッ ト ハ ー バ ー に マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 回 収 す

る 装 置 を 設 置 す る な ど 、 環 境 保 全 に 力 を 入 れ て い る の で 、 身 近

な 課 題 と し て 考 え を 深 め る こ と が で き る と 思 い ま し た 。 本 市 と

の 関 わ り の あ る 資 料 を 取 り 上 げ る こ と に よ っ て 、 児 童 が よ り 身

近 な こ と と 感 じ た り 、 深 く 考 え た り し て 、 道 徳 性 を 養 っ て い け

る と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま せ ん で し ょ

う か 。  

 

柴 山 委 員   道 徳 で す が 、 ど の 教 科 に も 「 か ぼ ち ゃ の つ る 」 と 「 は し の う

え の お お か み 」 と い う の が 全 部 掲 載 さ れ て い ま す が 、 そ の 「 か

ぼ ち ゃ の つ る 」 は 、 教 科 書 に よ っ て は ４ コ マ 、 漫 画 の ス タ イ ル

で 描 い て い る の も あ っ た り 、 あ と は 文 章 で 描 い て い る も の も あ

っ た り し て 、 そ れ ぞ れ 教 科 書 会 社 で 特 色 が 異 な る の で 、 す ご く

面 白 い な と 感 じ ま し た 。 ま た 、 イ ラ ス ト に よ っ て 受 け 方 と い う

か 、 そ の 捉 え 方 も 違 う の を す ご く 感 じ ま し た 。  

 ち ょ っ と こ こ で 言 う こ と な の か は あ れ な ん で す け れ ど も 、 東

京 書 籍 さ ん が 目 次 の と こ ろ に 感 染 症 に つ い て 、「 う つ ら な い  う

つ さ な い た め 」 に と い う こ と で 、 マ ス ク の マ ー ク と ソ ー シ ャ ル

デ ィ ス タ ン ス で 、 ２ 次 元 コ ー ド も あ っ て 掲 載 は さ れ て い る ん で

す け れ ど も 、 や っ ぱ り ３ 年 間 や っ て き て い て 、 そ う い う こ と の

文 部 科 学 省 の 通 達 も 大 分 変 わ っ て き た 。 生 活 様 式 の 中 で 、 な ぜ

こ の よ う な 形 で 全 部 の 教 科 の ほ う に 掲 載 さ れ て い る の か 。 そ れ

も 子 ど も た ち に 対 し て メ ッ セ ー ジ を 掲 載 し て い る の か 、 子 ど も



- 59 - 

 

た ち は ど の よ う に 捉 え る の か な と 。 ち ょ っ と 授 業 の 中 で そ う い

う 話 し 合 い な り 、 教 育 す る の で あ れ ば 分 か る ん で す け れ ど も 、

さ り げ な く そ う い う の が 書 い て あ る の は 、 ど う い う 意 図 で 書 い

た の か な と い う の が 気 に な り ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。 全

体 を 通 し て ご 意 見 の 付 け 加 え な ど は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。

よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   こ れ で 、本 日 予 定 さ れ た 議 題 に 関 す る 審 議 は 終 わ り ま し た が 、

全 体 を 通 し て 委 員 の 皆 様 、 何 か あ り ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 特 に な し と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 次 回 の 審 議 委

員 会 の 日 程 な ど に つ い て 確 認 い た し ま す 。  

 次 回 の 審 議 委 員 会 は ７ 月 １ ３ 日 木 曜 日 午 後 １ 時 半 か ら 、 場 所

は 本 日 と 同 じ く 藤 沢 市 教 育 文 化 セ ン タ ー 大 会 議 室 で と 考 え て お

り ま す が 、 日 程 な ど よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   で は 、次 回 の 議 題 は 、審 議 方 針 に 基 づ き 、「 令 和 ６ 年 度 使 用 特

別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用

図 書 の 審 議 に つ い て 」、ま た 、諮 問 に 対 し て 答 申 を す る 必 要 が あ

る こ と か ら 、「 令 和 ６ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 結 果 の 答

申 に つ い て 」 の ２ 点 と し ま す 。 こ の こ と に つ い て 皆 様 か ら ご 意
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見 や ご 確 認 な ど ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 第 ３ 回 審 議 委 員 会 に つ き ま し て も 、 よ ろ し く お 願 い し

ま す 。  

 事 務 局 か ら 何 か ら 連 絡 な ど は あ り ま す で し ょ う か 。  

 

事 務 局   特 に ご ざ い ま せ ん 。  

 

委 員 長   特 に な い と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 本 日 は 長 時 間 に わ た

る ご 審 議 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 こ れ を も ち ま し て 、 第 ２ 回

令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 を 閉 会 と い た

し ま す 。 本 日 は あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  
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   第 ３ 回 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  

            令 和 ５ 年 ７ 月 １ ３ 日 （ 木 ） １ ３ 時 ３ ０ 分 ～  

 

委 員 長   皆 様 、こ ん に ち は 。本 日 は お 忙 し い 中 ご 出 席 い た だ き ま し て 、

あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 会 議 の 開 会 に 先 立 ち ま し て 、 傍 聴 の 皆 様 に お 願 い が ご ざ い ま

す 。お 手 元 の 傍 聴 要 領 を ご 覧 く だ さ い 。「 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択

審 議 委 員 会 の 傍 聴 要 領 」 に 従 い 傍 聴 く だ さ い ま す よ う お 願 い い

た し ま す 。  

 な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で ご ざ い ま す 。 審 議 の 内 容 に つ き ま し

て は 、 会 議 録 作 成 の 都 合 上 、 録 音 さ せ て い た だ き ま す 。  

 そ れ で は 、 た だ い ま よ り 第 ３ 回 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用

図 書 採 択 審 議 委 員 会 を 開 催 い た し ま す 。  

 本 日 の 次 第 を ご 覧 く だ さ い 。 今 回 、 ご 審 議 い た だ く 内 容 は 、

議 題 １ 「 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学

校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 と 議 題 ２ 「 令 和 ６ 年

度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」 の

２ 点 で ご ざ い ま す 。  

 ま ず 初 め に 、「 藤 沢 市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 」に

基 づ き 、 会 議 録 署 名 委 員 を 指 名 し ま す 。 委 員 長 の 私 の ほ か に 、

今 回 も 繁 里 委 員 に お 願 い し た い と 思 い ま す が 、 よ ろ し い で し ょ

う か 。  

 

繁 里 委 員   承 知 い た し ま し た 。  

 

委 員 長   ど う ぞ よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 繁 里 委 員 、 よ ろ し く お 願 い し

ま す 。  

 そ れ で は 、 審 議 の 前 に 資 料 な ど に つ い て 事 務 局 に 説 明 を 求 め

ま す 。  
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事 務 局   第 ２ 回 審 議 委 員 会 か ら 本 日 ま で の 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 教 科

用 図 書 の 調 査 研 究 の 流 れ に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 今 回 ご 審 議 い た だ く 教 科 用 図 書 は 、 学 校 教 育 法 附 則 第 ９ 条 に

規 定 さ れ た 教 科 用 図 書 で す 。 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 教 科 書 に つ

い て は 、「 児 童 生 徒 の 実 態 に 合 っ た 一 般 図 書 を 充 て て も よ い 」と

さ れ て い る も の で ご ざ い ま す 。  

 ５ 月 ８ 日 か ら ５ 月 １ ２ 日 ま で 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー に て 展 示

会 が 開 催 さ れ 、 白 浜 養 護 学 校 と 市 内 小 中 学 校 、 特 別 支 援 学 級 の

教 員 が 、 展 示 さ れ て い る 図 書 を 見 な が ら 、 在 籍 す る 児 童 生 徒 の

実 態 や 次 年 度 入 学 す る 児 童 生 徒 を 想 定 し て 、 調 査 研 究 を 行 い 、

そ の 結 果 に つ い て 、 該 当 学 校 か ら 「 教 科 用 図 書 調 査 書 」 が 提 出

さ れ て お り ま す 。  

 そ れ で は 、 資 料 の 説 明 を い た し ま す 。  

 ま ず 、サ イ ド テ ー ブ ル を ご 覧 く だ さ い 。そ ち ら に は 、「 令 和 ６

年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 」

と 「 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 見 本 本 」 の 一 部 が 展 示 し て あ

り ま す 。「 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科

用 図 書 調 査 書 」 は 、 特 別 支 援 学 級 設 置 学 校 長 及 び 特 別 支 援 学 校

長 が 自 校 の 教 員 に 調 査 研 究 さ せ た も の を 簿 冊 と し て ま と め た も

の で す 。  

 次 に 、「 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科

用 図 書 調 査 書 ま と め 」で す 。こ れ は 、「 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援

学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調

査 書 」 を 基 に 、 事 務 局 で ま と め た も の で す 。  

 で は 、 こ ち ら の １ ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。 こ の 一 覧 表 は 、 附

則 第 ９ 条 に よ る 図 書 を ４ つ に 分 け て 表 記 し て あ り ま す 。  

 一 覧 表 の 右 上 の と こ ろ を ご 覧 く だ さ い 。 ま ず １ つ 目 は 「 新 」

の 文 字 を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 、 今 回 調 査 研 究 を し た 結 果 、

新 た に 教 科 用 図 書 と し て ふ さ わ し い と し て 提 出 さ れ た 新 規 図 書
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で ご ざ い ま す 。  

 ２ つ 目 は 「 □ 」 の 記 号 を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 、 昨 年 度 採

択 さ れ た 図 書 で 、 本 年 度 の 調 査 研 究 の 結 果 、 複 数 の 種 目 に お い

て 教 科 用 図 書 と し て ふ さ わ し い と さ れ た 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 ３ つ 目 は 「 ● 」 の 記 号 を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 、 昨 年 度 採

択 さ れ た 図 書 で 、 令 和 ６ 年 度 に 発 行 者 に よ る 供 給 が 困 難 と な っ

た 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 最 後 、 ４ つ 目 は 無 印 の も の で 、 こ れ は 、 昨 年 度 採 択 さ れ 、 本

年 度 も 教 科 用 図 書 と し て ふ さ わ し い と 調 査 さ れ た 図 書 で ご ざ い

ま す 。  

 な お 、 資 料 １ と し て 、 ２ １ ペ ー ジ か ら ２ ７ ペ ー ジ に 新 規 図 書

と 複 数 種 目 で 希 望 の あ っ た 図 書 等 を 一 覧 表 に し て お 示 し し て ご

ざ い ま す 。 こ の 資 料 に は 、 児 童 生 徒 一 人 ひ と り の 特 性 や 発 達 段

階 を 踏 ま え た 上 で 各 学 校 が 一 人 一 人 に 適 し た 教 科 用 図 書 と し て

選 定 し た 理 由 を 記 載 し て ご ざ い ま す 。  

 続 き ま し て 、１ ９ ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。一 覧 表 の 最 後 、N o .

１ ０ 道 徳 の 欄 の 下 に な り ま す が 、 た だ い ま 説 明 を い た し ま し た

も の の ほ か に 、 一 般 図 書 と し て 、 点 字 教 科 書 、 拡 大 教 科 書 が ご

ざ い ま す 。ま た 、「 令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 、令 和 ６

年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 」、「 特 別 支 援 学 校 小 ・ 中 学 部 用 文

部 科 学 省 著 作 教 科 用 図 書 」 も 採 択 可 能 な 教 科 用 図 書 と し て 記 載

し て ご ざ い ま す 。  

 な お 、「 特 別 支 援 学 校 小・中 学 部 用 文 部 科 学 省 著 作 教 科 用 図 書 」

に つ き ま し て は 、 資 料 ２ と し て 、 ２ ８ ペ ー ジ か ら ３ ０ ペ ー ジ に

お 示 し て ご ざ い ま す 。 こ れ は 、 第 １ 回 の 審 議 委 員 会 で 資 料 と し

て 「 特 別 支 援 学 校 用 （ 小 ・ 中 学 部 ） 教 科 書 目 録 （ 令 和 ６ 年 度 使

用 ）」を お 渡 し い た し ま し た が 、こ の 中 で 聴 覚 障 が い 者 用 と し て

言 語 指 導 の 図 書 と 知 的 障 が い 者 用 図 書 と し て 挙 げ ら れ て お り ま

す 。「 ☆ 印 本 」 と 呼 ば れ て い る 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 そ れ か ら 、 一 般 図 書 を 採 択 希 望 す る 場 合 の 留 意 事 項 に つ き ま
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し て 、 ３ １ ペ ー ジ に 資 料 ３ と し て 記 載 さ せ て い た だ き ま し た 。  

 以 上 で 、 資 料 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 た だ い ま 資 料 に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  

 な お 、 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科

用 図 書 調 査 書 に つ き ま し て は 、 個 人 情 報 な ど の 問 題 が ご ざ い ま

す の で 、 非 公 開 と し た い と 思 い ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ れ 以 外 の 資 料 な ど に つ い て 、 何 か ご 質 問 な ど は ご ざ い ま す

か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 無 い よ う で す の で 審 議 に 入 り ま す 。  

 新 規 の 図 書 に つ い て は 、 本 審 議 委 員 会 が 初 め て 審 議 す る 場 と

な っ て お り ま す の で 、 慎 重 な 審 議 を お 願 い し た い と 考 え ま す 。

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 こ れ か ら 審 議 し て ま い り た い と 思 い ま す が 、 審 議

の 進 行 に つ い て 何 か ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

澤 野 委 員   各 学 校 か ら は 、 子 ど も た ち の 障 が い の 特 性 や 発 達 段 階 に 応 じ

て 教 科 用 図 書 と し て 使 用 で き る 一 般 図 書 が た く さ ん 出 さ れ て き

て い ま す 。 特 別 支 援 学 校 や 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る 子 ど も た ち

に と っ て 、 ふ さ わ し い 教 科 用 図 書 と し て 、 附 則 第 ９ 条 に よ っ て

使 用 で き る 一 般 図 書 を 幅 広 く 用 意 す る こ と が 大 切 だ と 考 え ま

す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 は い か が で し ょ う か 。  

 

村 田 委 員   私 も 同 じ よ う に 考 え ま す 。 今 回 、 各 学 校 で 調 査 研 究 を し た 結

果 、 教 科 用 図 書 に ふ さ わ し い も の と し て 、 新 規 図 書 や 複 数 の 種

目 で 使 い た い と い う 一 般 図 書 が 数 多 く 出 さ れ て お り ま す 。  

 本 校 の 調 査 の 様 子 を 見 ま し て も 、 子 ど も た ち 一 人 ひ と り の 実

態 を 踏 ま え て 精 査 し て お り ま し た の で 、 昨 年 度 ま で に 採 択 さ れ

た 一 般 図 書 は 「 ● 」 の 発 行 者 に よ る 供 給 が 困 難 と な っ た 図 書 を

除 い て 引 き 続 き 採 択 し 、 今 年 度 新 た に 出 さ れ た 一 般 図 書 に つ い

て 審 議 し て い け れ ば よ い の で は な い か と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 

和 田 委 員   私 も 同 じ よ う に 感 じ て い ま す 。 採 択 の 幅 を 広 げ る た め に も 、

こ の 調 査 書 ま と め に 示 さ れ て い る 複 数 の 種 目 で 申 請 の あ る「 □ 」

の 印 の 図 書 、 ま た 、 今 年 度 新 た に 希 望 が 出 て い る 「 新 」 並 び に

「 新 □ 」 の 図 書 に つ い て 審 議 し て い く の は い か が で し ょ う か 。  

 

委 員 長   ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 た だ い ま の ご 意 見 を 受 け ま し て 、 各 学 校 か ら 希 望

が 出 て い る 一 般 図 書 に つ い て 、 教 科 書 と し て 使 用 で き る 方 向 で

考 え て い く こ と と い う こ と と 、 こ れ か ら の 審 議 の 進 行 に つ い て

は 、 新 規 の 図 書 と 複 数 の 種 目 で 希 望 が 挙 が っ て い る 図 書 に つ い

て 審 議 を し て い く と い う こ と で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  
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委 員 長   で は 、 そ の よ う に 審 議 を 進 め て ま い り ま す 。  

 こ ち ら の 資 料 の 調 査 書 ま と め の 印 で 言 い ま す と 、 「 新 」 と 書

か れ て い る 新 規 図 書 、 そ し て 、 「 □ 」 の 印 が つ い て い る 複 数 の

種 目 で 希 望 が 挙 が っ て い る 図 書 に つ い て ご 意 見 を 伺 い た い と 思

い ま す 。新 規 図 書 や 複 数 種 目 で 希 望 が あ る 図 書 に つ い て は 、N o .

１ の 国 語・書 写 か ら N o .１ ０ の 道 徳 ま で の 種 目 に 合 計 ５ ０ 冊 入 っ

て お り ま す 。  

 審 議 に つ き ま し て は 、 学 校 か ら の 調 査 書 に は 、 ど ん な 特 性 の

子 ど も に ど ん な 教 科 書 が ふ さ わ し い か と い う 点 が 挙 げ ら れ て い

る と い う こ と か ら 、 子 ど も た ち の 実 態 や 特 性 と い う 視 点 か ら の

ご 意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す 。  

 審 議 の 都 合 上 、 分 野 を ３ つ に 区 切 っ て 審 議 を 進 め た い と 思 い

ま す 。  

 そ れ で は ま ず 、 N o .１ の 国 語 ・ 書 写 と N o .２ の 算 数 ・ 数 学 の 教

科 領 域 で 申 請 が 上 が っ て い る ２ １ 冊 の 図 書 に つ い て ご 意 見 を 伺

い た い と 思 い ま す 。 よ ろ し い で し ょ う か 。 で は 、 お 願 い い た し

ま す 。  

 

松 川 委 員   私 は 、N o .１ の 国 語・書 写 の 教 科 領 域 の 中 か ら ２ 冊 の 図 書 に つ

い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 １ 番 、金 の 星 社 の「 こ と ば っ て 、お も し ろ い な『 も の の 名 前 』

絵 じ て ん 町 」で す が 、一 つ 一 つ の 名 前 、そ れ ら を ま と め た 名 前 、

身 近 な も の か ら 町 や 自 然 の 中 に あ る も の ま で 、 た く さ ん の も の

の 名 前 が イ ラ ス ト と と も に 表 示 さ れ て い る の で 、 文 字 だ け で な

く 絵 を 頼 り に 理 解 す る 子 ど も た ち の 語 彙 力 向 上 の 助 け に な る と

思 い ま す 。 ま た 、 ク イ ズ や コ ラ ム が あ り 、 楽 し み な が ら 、 い ろ

い ろ な 名 前 と 出 会 い 、 言 葉 を 増 や し て い く こ と が で き 、 言 葉 の

世 界 を 広 げ る こ と が で き る の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 も う 一 つ は 、 １ ０ 番 、 交 通 新 聞 社 の 「 の り も の あ い う え お 」
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で す 。 こ の 図 書 は 、 サ イ レ ン カ ー 、 鉄 道 、 工 事 の 車 な ど 様 々 な

乗 り 物 が 登 場 し 、 乗 り 物 の 名 前 で 平 仮 名 を 学 習 す る こ と が で き

ま す 。 特 に 乗 り 物 が 大 好 き で 興 味 関 心 の 高 い 子 ど も た ち な ら 、

写 真 が 多 用 さ れ て い る の で 目 を 引 き 、 取 り 組 む 意 欲 が 高 ま る と

思 い ま し た 。 ま た 、 筆 順 が 示 さ れ て お り 、 指 で な ぞ り 書 き が で

き る た め 、 繰 り 返 し の 練 習 を す る こ と が で き 、 文 字 の 習 得 に 適

し て い る の で は な い か と 思 い ま し た 。 ま た 、 各 ペ ー ジ の 挿 絵 に

イ ラ ス ト が 添 え ら れ て お り 、 当 て っ こ 遊 び な ど を し な が ら 、 楽

し く 学 習 で き る の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 国 語 ・ 書 写 の １ 番 「 こ と ば っ て 、 お

も し ろ い な 『 も の の 名 前 』 絵 じ て ん 町 」 と １ ０ 番 「 の り も の あ

い う え お 」 に つ い て ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま す で

し ょ う か 。  

 

澤 野 委 員   私 も 国 語 ・ 書 写 の 教 科 領 域 の 中 か ら 、 １ 番 の 金 の 星 社 「 こ と

ば っ て 、 お も し ろ い な 『 も の の 名 前 』 絵 じ て ん 町 」 に つ い て 意

見 を 述 べ ま す 。  

 物 の 名 前 は 、 そ の も の 自 体 を 見 た り 、 触 っ た り 、 ま た 、 イ ラ

ス ト や カ ー ド を 見 た り 、 大 人 に 、 「 こ れ 何 ？ 」 な ん て い う ふ う

に 聞 き な が ら 覚 え て い き ま す 。 例 え ば 、 「 ニ ン ジ ン 」 は 、 も の

の 名 前 で す が 、 「 野 菜 」 は 、 カ テ ゴ リ ー で 、 そ の 区 別 は 生 活 経

験 の 中 で 自 然 に 身 に つ い て い く も の と 考 え ま す 。 そ れ で も 、 中

に は 学 習 が 積 み 上 が り に く い 子 ど も や 生 活 経 験 の 少 な い 子 ど も

も い ま す 。 こ の 図 書 は 、 冒 頭 で こ の 本 の 使 い 方 と し て 、 カ テ ゴ

リ ー を ま と め た 名 前 、 も の の 名 前 を 一 つ 一 つ の も の の 名 前 と し

て 、 花 を か た ど っ た マ ー ク で 区 別 し て 示 し て い ま す 。 繰 り 返 し

イ ラ ス ト を 見 る こ と で 、 自 然 に 単 語 と し て の も の の 名 前 で は な

く 、 意 味 合 い を も っ た も の の 名 前 が 覚 え ら れ る と こ ろ が 優 れ て
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い る と 感 じ ま し た 。  

 松 川 委 員 も お っ し ゃ っ て い ま し た が 、 イ ラ ス ト を 頼 り に 理 解

が 深 ま り 、 楽 し み な が ら 、 い ろ い ろ な 名 前 と 出 会 い 、 言 葉 を 増

や し て い け る と 思 い ま す 。 イ ラ ス ト も シ ン プ ル で 見 や す く 、 配

置 や 分 量 も ち ょ う ど よ い と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 ・ 書 写 の １ 番 「 こ と ば っ て 、

お も し ろ い な 『 も の の 名 前 』 絵 じ て ん 町 」 に つ い て の ご 意 見 を

い た だ き ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

川 島 委 員   先 ほ ど 松 川 委 員 の ほ う か ら も お 話 が あ っ た の で す が 、 「 の り

も の あ い う え お 」 に 興 味 を 持 ち ま し た の で 、 お 話 を さ せ て い た

だ き た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 こ の 本 な の で す が 、 こ の 本 は 乗 り 物 と 大 き な 平 仮 名 が

見 開 き の ペ ー ジ に 載 っ て い ま す 。 乗 り 物 が 好 き な 子 ど も は 、 そ

の 乗 り 物 の 名 前 と 関 連 づ け な が ら 平 仮 名 に 触 れ る こ と が で き る

か な と 思 い ま し た 。 五 十 音 順 で 並 ん で は い ま す が 、 五 十 音 順 で

学 ぶ 必 要 は 全 く な い と 思 い ま し た 。 例 え ば ひ ろ し 君 だ っ た ら 、

ひ ろ し の「 ひ 」か ら 始 め れ ば い い で す し 、ゆ う こ さ ん だ っ た ら 、

ゆ う こ の 「 ゆ 」 か ら 始 め れ ば い い か な と 。 先 生 と 一 緒 に 本 を め

く り な が ら 、 自 分 の 名 前 の 文 字 と 突 き 合 わ せ た り し て 、 自 然 と

無 理 な く 覚 え る こ と が で き た ら い い か な と 思 っ て い ま す 。  

 も う 一 つ 、 リ ズ ミ カ ル な 文 章 が 載 っ て い る の で す 。 一 緒 に 読

ん で い く う ち に 、 音 で あ る と か 、 文 字 で あ る と か 、 そ う い っ た

も の を 覚 え る こ と が で き る か な と 思 っ た と こ ろ で す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 ・ 書 写 の １ ０ 番 「 の り も の あ

い う え お 」 に つ い て ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま す で
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し ょ う か 。  

 

金 田 委 員   私 も 、 １ 番 の 「 こ と ば っ て 、 お も し ろ い な 『 も の の 名 前 』 絵

じ て ん 町 」 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 全 体 的 に 優 し い 雰 囲 気 の イ ラ ス ト で 、 見 て い て 、 ち ょ っ と ほ

っ と す る よ う な 感 じ も あ る 中 で 、私 は 道 路 標 識 の と こ ろ が 、「 青

と 赤 と 黄 色 は こ う い う 意 味 だ よ 」 と 、 細 か く 分 か ら な く て も 、

ぱ っ と 見 て 、 「 あ っ 、 こ れ は 駄 目 な ん だ 」 と か 、 そ う い う こ と

も 子 ど も に 伝 わ る よ う に 工 夫 さ れ て い る と こ ろ が 、 と て も い い

な と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 国 語 ・ 書 写 の １ 番 「 こ と ば っ て 、 お

も し ろ い な 『 も の の 名 前 』 絵 じ て ん 町 」 に つ い て ご 意 見 を 伺 い

ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

原 委 員   私 も 同 じ に な っ て し ま い ま す が 、N o .１ 国 語・書 写 の ２ 冊 と N o .

２ 算 数 ・ 数 学 の １ 冊 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 国 語 ・ 書 写 、 １ 番 の 「 こ と ば っ て 、 お も し ろ い な 『 も

の の 名 前 』 絵 じ て ん 町 」 に つ い て で す 。 こ の 本 は 、 町 で 見 か け

る も の の 名 前 を ポ ッ プ な か わ い ら し い イ ラ ス ト で 細 か く 描 い て

い る た め 、 イ メ ー ジ し や す い 印 象 を 受 け ま し た 。 ふ だ ん 当 た り

前 に 使 っ て い る お 店 や 施 設 、 乗 り 物 な ど 、 利 用 は し て い る け れ

ど も 、 名 前 を 知 ら な か っ た り 、 使 い 方 が 分 か ら な か っ た り す る

こ と が あ る と 思 い ま す 。 こ の 本 で 、 実 際 、 そ の 場 面 に い る よ う

な 感 覚 で 読 み 進 め る こ と が で き 、 児 童 の わ く わ く し た 表 情 と 笑

顔 を 想 像 す る こ と が で き ま し た 。 ま た 、 ク イ ズ 形 式 に な っ て い

る の で 、 も の の 名 前 が 入 り づ ら い 児 童 が 繰 り 返 し 楽 し く 取 り 組

め る 教 材 に な っ て い る と 感 じ ま し た 。  

 次 に 、 １ ０ 番 の 「 の り も の あ い う え お 」 に つ い て で す が 、 乗
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り 物 が 大 好 き な 児 童 に は 、 乗 り 物 の イ ラ ス ト と と も に 平 仮 名 の

書 き 順 が 書 か れ て い る の で 、 平 仮 名 を 練 習 す る に あ た っ て 、 興

味 深 く 意 欲 的 に 取 り 組 め る と 感 じ ま し た 。 ま た 、 乗 り 物 に つ い

て の 説 明 は 、 先 ほ ど も お 話 が あ り ま し た が 、 韻 を 踏 み 、 リ ズ ム

の い い 文 章 に な っ て い る の で 、 内 容 を 理 解 し に く い 児 童 に と っ

て も 楽 し く 、 喜 び を 感 じ な が ら 学 習 で き る と 思 い ま し た 。 テ ン

ポ が 心 地 よ く 、 自 然 と 真 似 を し て 発 声 が で き る こ と も 期 待 で き

る と 感 じ ま し た 。  

 最 後 に 、 N o .２ 算 数・数 学 に つ い て で す が 、１ 番 の「 は じ め て

の す う じ  か ず・け い さ ん １ 」の お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。こ

ち ら は 、 く も ん 出 版 が 発 行 し て い る シ リ ー ズ の ド リ ル で 、 真 っ

す ぐ な 線 や 曲 が っ た 線 を 引 く 練 習 を 行 い 、 段 階 を 踏 み な が ら 数

字 を 書 く 練 習 を す る も の で す 。 １ 枚 ず つ 切 り 離 し て 学 習 を 進 め

る こ と が で き る よ う に な っ て い る の で 、 学 習 し 終 え た と い う 満

足 感 や 達 成 感 を 味 わ う こ と で き る と 思 い ま す 。 紙 質 が し っ か り

し て い る の で 鉛 筆 を 滑 ら せ や す く 、 余 白 が 多 い デ ザ イ ン で 見 や

す い た め 、 取 り 組 み や す い と 感 じ ま し た 。 鉛 筆 を 持 つ こ と や 数

字 を 書 く こ と に 興 味 を も ち 始 め た 児 童 に は 、 と て も よ い 教 材 だ

と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 国 語 ・ 書 写 の １ 番 「 こ と ば っ て 、 お

も し ろ い な 『 も の の 名 前 』 絵 じ て ん 町 」 、 そ し て 、 １ ０ 番 「 の

り も の あ い う え お 」、算 数・数 学 の １ 番「 は じ め て の す う じ  か

ず ・ け い さ ん １ 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご ざ

い ま す で し ょ う か 。  

 

宮 﨑 委 員   私 は 、 ワ ー ク 、 ド リ ル と い う 観 点 で 意 見 を 述 べ た い と 思 い ま

す 。  

 ま ず 、 国 語 ・ 書 写 の ３ 番 、 「 く も ん の 読 解 力 を 高 め る ロ ジ カ
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ル 国 語 」 と １ １ 番 、 清 風 堂 書 店 の 「 国 語 習 熟 プ リ ン ト 」 に つ い

て で す 。  

 ２ 冊 と も に 共 通 し て い る の は 、 ド リ ル と い う こ と な の で 、 ス

モ ー ル ス テ ッ プ で 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う に 工 夫 さ れ

て い る 点 で す 。 子 ど も が で き た 、 分 か っ た と い う 達 成 感 を も つ

こ と が で き 、 繰 り 返 し の 反 復 練 習 に よ っ て 無 理 な く 力 を つ け ら

れ る よ う に 工 夫 さ れ て い る 点 が 共 通 し て い る と 思 い ま す 。  

 ま た 、 「 読 解 力 を 高 め る ロ ジ カ ル 国 語 」 は 、 独 自 の 「 “ な ぜ

な ら ” 問 題 」 と い う の が あ り ま し て 、 そ れ に 取 り 組 む こ と で 、

子 ど も 自 身 が 確 か め な が ら 学 習 を 進 め る こ と が で き て 、 考 え る

力 や 表 現 す る 力 を 伸 ば し て い く こ と に 期 待 が で き る と 思 い ま

す 。 ま た 、 「 国 語 習 熟 プ リ ン ト 」 に あ る 「 ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ

イ ス 」 は 、 ど の よ う に 考 え て い い か 、 迷 っ て し ま う と い う よ う

な 子 ど も た ち に と っ て 、 大 変 的 確 な ヒ ン ト に な る と い う ふ う に

思 い ま し た 。  

 ワ ー ク 、ド リ ル と い う 関 連 で 、N o .２ の 算 数・数 学 に つ い て も

述 べ た い と 思 い ま す 。 算 数 ・ 数 学 の １ 番 、 「 く も ん の は じ め て

の す う じ  か ず・け い さ ん １ 」と ６ 番 の 成 美 堂 出 版 の「 は じ め て

の え ん ぴ つ ち ょ う ２ ・ ３ ・ ４ 歳 は じ め て の す う じ 」 に つ い て で

す 。  

 「 く も ん の は じ め て の す う じ 」 は 、 先 ほ ど 原 委 員 の ご 発 言 に

も あ り ま し た け れ ど も 、 や は り 数 字 の 学 習 に 入 る 前 に 線 を 学 習

さ せ る と い う こ と が 秀 逸 だ な と 思 い ま す 。 短 い 線 か ら 長 い 線 に

な っ て 、 斜 め 線 、 そ し て 曲 線 、 円 形 と い う ふ う に 、 だ ん だ ん 複

雑 な 線 を 描 く 学 習 に ス テ ッ プ ア ッ プ し て い く よ う に 構 成 さ れ て

い て 、 こ れ は 数 字 を 書 く と い う 大 変 難 し い 手 の 動 き の 練 習 に な

る と い う ふ う に 思 い ま し た 。 ま た 、 「 は じ め て の え ん ぴ つ ち ょ

う 」は 、リ ン ゴ １ つ と 数 字 の １ を 合 致 さ せ た り 、シ ー ル を ２ 枚 、

自 分 の 手 で 貼 る と い う 作 業 に 取 り 組 み な が ら 、 数 の 概 念 を 習 得

で き る と い う ふ う に 思 い ま し た 。  
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 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 ・ 書 写 の ３ 番 「 く も ん の 読 解

力 を 高 め る ロ ジ カ ル 国 語  小 学 ３ 年 生 」、そ し て 、１ １ 番「 国 語

習 熟 プ リ ン ト 小 学 ３ 年 生 」 、 さ ら に 算 数 ・ 数 学 １ 番 「 は じ め て

の す う じ  か ず・け い さ ん １ 」と ６ 番 の「 は じ め て の え ん ぴ つ ち

ょ う ２ ・ ３ ・ ４ 歳 は じ め て の す う じ 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い

ま し た 。 そ の ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

山 崎 委 員   よ ろ し く お 願 い し ま す 。 先 ほ ど 宮 﨑 委 員 が ド リ ル と い う く く

り で お 話 を さ れ て い ま し た が 、 私 も 国 語 ・ 書 写 、 そ し て 算 数 ・

数 学 の 教 科 領 域 で 申 請 が あ が っ て い る ド リ ル に つ い て 話 を し た

い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 国 語 ・ 書 写 の ２ 番 と ４ 番 、 く も ん 出 版 の 「 言 葉 と 文 法

に ぐ ー ん と 強 く な る 」 シ リ ー ズ の 小 学 １ 年 生 、 ３ 年 生 。 そ れ か

ら 算 数 ・ 数 学 の ３ 番 、 く も ん 出 版 の 「 計 算 に ぐ ー ん と 強 く な る

小 学 ５ 年 生 」 。 同 じ く ２ 番 、 く も ん 出 版 の 「 小 学 ド リ ル 算 数 計

算 ４ 年 生 の 分 数 ・ 小 数 」 。 ま た 、 算 数 ・ 数 学 の １ ０ 番 、 清 風 堂

書 店 の 「 陰 山 ド リ ル 初 級 算 数 小 学 ４ 年 生 」 に つ い て お 話 を し た

い と 思 い ま す 。  

 ５ 冊 と も ド リ ル と い う こ と で 、 １ ペ ー ジ に 非 常 に 内 容 が ま と

め ら れ て い る の で 、 そ の 時 間 の 学 習 内 容 が は っ き り と 分 か る 形

に な っ て い る か な と 思 い ま し た 。 ま た 、 易 し い と こ ろ か ら ス モ

ー ル ス テ ッ プ で 丁 寧 に 学 び 、 繰 り 返 し た り 、 確 か め た り し な が

ら 学 習 の 定 着 を 図 る よ う な 構 成 に な っ て い ま す 。  

 く も ん 出 版 の 「 ぐ ー ん と 強 く な る 」 シ リ ー ズ な ん で す け れ ど

も 、 単 元 ご と に 最 初 に ポ イ ン ト が ま と め ら れ て い て 、 ポ イ ン ト

を し っ か り と 押 さ え て か ら 練 習 問 題 に 取 り 組 む こ と が で き る よ

う な 構 成 に な っ て い る か な と 思 い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 清 風 堂 書 店 の 「 陰 山 ド リ ル 」 は 、 算 数 な ど の 計 算
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問 題 で は 、 ま す 目 が 描 い て あ る の で 、 位 に 気 を つ け な が ら 記 入

で き る よ う に な っ て い る か な と 思 い ま す 。 ま た 、 ペ ー ジ 、 内 容

に よ っ て は 、 数 字 を な ぞ っ て か ら 取 り 組 む こ と が で き る 工 夫 も

見 ら れ ま し た 。  

 ５ 冊 と も 、 １ ペ ー ジ あ た り の 書 く 量 や 問 題 数 も 無 理 な く 取 り

組 め る 分 量 で は な い か な と 思 い ま し た 。  

 国 語 ・ 書 写 に つ い て は 、 見 開 き １ ペ ー ジ で う ま く ま と ま っ て

い る か な と 思 い ま す 。 子 ど も た ち に と っ て 分 か り や す く 、 そ れ

ぞ れ の ペ ー ス で 取 り 組 む こ と が で き る ド リ ル だ な 、 と 感 じ ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 ・ 書 写 の ２ 番 「 言 葉 と 文 法 に

ぐ ー ん と 強 く な る 小 学 ３ 年 生 」 と ４ 番 「 小 学 １ 年 生 言 葉 と 文 法

に ぐ ー ん と 強 く な る 」 、 そ れ か ら 、 算 数 ・ 数 学 の ほ う は 、 ２ 番

「 小 学 ド リ ル 算 数 計 算 ４ 年 生 の 分 数 ・ 小 数 」 、 そ し て 、 ３ 番 の

「 計 算 に ぐ ー ん と 強 く な る 小 学 ５ 年 生 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺

い ま し た 。そ し て 、さ ら に １ ０ 番「 陰 山 ド リ ル 初 級 算 数 ４ 年 生 」

に つ い て も ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に 、 ご 意 見 は ご ざ い ま す

で し ょ う か 。  

 

和 田 委 員   私 も 山 崎 委 員 と 同 じ く 、 N o .１ 国 語 ・ 書 写 、 そ し て 、 N o .２ 算

数 ・ 数 学 で 申 請 が あ が っ て い る ワ ー ク に つ い て 意 見 を 述 べ さ せ

て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 国 語 ・ 書 写 の ５ 番 、 太 郎 次 郎 社 「 漢 字 が た の し く な る

本 ２ 改 訂 版  １ ２ ８ 字 の あ わ せ 漢 字 」で は 、「 お も し ろ い か ん じ

の は な し 」 と し て 、 漢 字 の 起 源 や 象 形 文 字 か ら の 変 化 な ど が 紹

介 さ れ て お り ま し て 、 興 味 を も っ て 学 習 に 取 り 組 め る 工 夫 が な

さ れ て い ま す 。 ま た 、 仲 間 探 し や ジ グ ソ ー パ ズ ル 形 式 を 取 り 入

れ 学 習 す る こ と に よ っ て 、 飽 き る こ と な く 集 中 し て 取 り 組 め る



- 14 - 

 

工 夫 も な さ れ て い ま す 。 全 体 的 に 漢 字 の 成 り 立 ち を 説 明 し や す

い つ く り と な っ て い る と 感 じ ま し た 。  

 次 に 、 算 数 ・ 数 学 の ５ 番 、 こ ば と 「 中 級 編 ジ ャ ン プ ア ッ プ 集

中 力 ・ 注 意 力 ア ッ プ ト レ ー ニ ン グ シ ー ト 」 で は 、 果 物 や 動 物 な

ど 、 子 ど も た ち が 親 し み や す い 図 柄 も 一 部 取 り 入 れ 、 抵 抗 な く

学 習 に 取 り 組 め る 工 夫 が な さ れ て い ま す 。 ま た 、 迷 路 学 習 は 、

楽 し み な が ら 集 中 力 や 注 意 力 を 身 に つ け て い く の に は 、 よ い 教

材 で あ る と 感 じ ま し た 。 １ 問 １ 問 、 文 字 も 大 き め に 出 題 さ れ て

お り 、 取 り 組 み や す さ も 感 じ ま し た 。  

 同 じ く ４ 番 、こ ば と「 中 級 編 ジ ャ ン プ ア ッ プ さ ん す う Ⅲ 」は 、

ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ か ら 始 ま り 、 無 理 な く 九 九 を 習 得 で き る よ

う な 構 成 と な っ て い ま す 。 ま た 、 ボ ー ル や ミ カ ン 、 た こ 焼 き と

い っ た 図 を 問 題 に 取 り 入 れ る こ と で 、 イ メ ー ジ を 持 っ て 取 り 組

め る 工 夫 が な さ れ て い ま し た 。 こ ち ら も 文 字 が 大 き め に な っ て

お り 、 全 体 的 に 見 や す い つ く り で あ る と 感 じ ま し た 。  

 続 い て 、 算 数 ・ 数 学 、 ９ 番 、 実 務 教 育 出 版 「 つ ま ず き を な く

す 小 ４ 算 数 文 章 題 〔 改 訂 版 〕 」 に つ い て で す 。 割 り 算 の 筆 算 な

ど に お い て 、つ ま ず き や す い ポ イ ン ト を 丁 寧 に 解 説 し 、そ の 後 、

「 た し か め よ う 」 「 た め し て み よ う 」 と い う 構 成 に な っ て い る

の で 、 間 違 い の 原 因 な ど が 発 見 し や す く な っ て い ま す 。 「 た め

し て み よ う 」 で は 難 易 度 が 示 さ れ て お り 、 子 ど も た ち の 実 態 に

合 っ た 取 組 が 可 能 と な る よ い 工 夫 で あ る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 ・ 書 写 の ５ 番 「 漢 字 が た の し

く な る 本 ２ 改 訂 版  １ ２ ８ 字 の あ わ せ 漢 字 」、そ し て 、算 数・数

学 か ら 、 ５ 番 「 中 級 編 ジ ャ ン プ ア ッ プ 集 中 力 ・ 注 意 力 ア ッ プ ト

レ ー ニ ン グ シ ー ト 」 と ４ 番 の 「 中 級 編 ジ ャ ン プ ア ッ プ さ ん す う

Ⅲ 」 、 そ し て 、 ９ 番 の 「 つ ま ず き を な く す 小 ４ 算 数 文 章 題 〔 改

訂 版 〕 」 に つ い て ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 そ の ほ か に ご 意 見 は ご

ざ い ま す で し ょ う か 。  
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繁 里 委 員   私 も 、 N o .１ 国 語 ・ 書 写 と N o .２ 算 数 ・ 数 学 の 教 科 領 域 で 申 請

が 上 が っ て い る ワ ー ク に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 国 語 ・ 書 写 の ６ 番 か ら ９ 番 、 喜 楽 研 か ら 出 さ れ て い る 「 ゆ っ

く り て い ね い に 学 び た い 子 の た め の 読 解 ワ ー ク 」の ４ 冊 、ま た 、

算 数 ・ 数 学 の ７ 番 と ８ 番 、 喜 楽 研 の 「 ゆ っ く り て い ね い に 学 べ

る ど の 子 も わ か る 算 数 プ リ ン ト 」 ２ 冊 に つ い て お 話 し し た い と

思 い ま す 。  

 い ず れ も 共 通 し て 、 ゆ っ く り と 丁 寧 に 段 階 を 追 っ て 学 習 が で

き る よ う に な っ て い ま す 。 ま た 、 繰 り 返 し 問 題 を 解 く こ と で 学

習 内 容 の 定 着 を 図 る よ う な 構 成 に な っ て い ま す 。 １ 回 当 た り の

書 く 量 や 問 題 数 も 無 理 な く 取 り 組 め る 分 量 で は な い か と 思 い ま

す 。  

 国 語 ・ 書 写 の ワ ー ク で は 、 質 問 文 が 分 か り や す く 、 ま た 、 振

り 仮 名 も 記 載 さ れ て お り ま す の で 、 子 ど も た ち に は 、 学 習 に 意

欲 的 に 取 り 組 め る と 思 い ま す 。 算 数 の ワ ー ク で は 、 イ ラ ス ト が

分 か り や す く 記 載 さ れ て い る た め 、 視 覚 的 に も 課 題 を 理 解 し や

す い の で 、 子 ど も た ち が 集 中 力 を 維 持 し な が ら 学 び を 進 め ら れ

る と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 国 語 ・ 書 写 の ６ 番 か ら ９ 番 の 「 ゆ

っ く り て い ね い に 学 び た い 子 の た め の 読 解 ワ ー ク 」の「 １ － ２ 」

「 ２ － ２ 」 「 ３ － １ 」 「 ３ － ２ 」 に つ い て の ４ 冊 と 、 算 数 ・ 数

学 の ７ 番 、 ８ 番 、 「 ゆ っ く り て い ね い に 学 べ る ど の 子 も わ か る

算 数 プ リ ン ト 」 の 「 １ － ２ 」 と 「 ２ － ２ 」 の ２ 冊 に つ い て の ご

意 見 を 伺 い ま し た 。 そ の ほ か に 、 ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。  

 

川 島 委 員   今 、 繁 里 委 員 か ら お 話 が あ っ た の で す が 、 「 ゆ っ く り て い ね
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い に 学 び た い 子 の た め の 読 解 ワ ー ク 」 、 特 に 国 語 の ほ う な の で

す け れ ど も 、ち ょ っ と 気 に な っ た の で 、お 話 し さ せ て く だ さ い 。 

 「 読 解 ワ ー ク 」 の 「 １ － ２ 」 と い う の は １ 年 生 。 「 ２ － ２ 」

と い う の は ２ 年 生 。 「 ３ － １ 」 「 ３ － ２ 」 と い う の は 、 ３ 年 生

に 、 そ れ ぞ れ 使 え る ワ ー ク な の で す け れ ど も 、 私 の 今 ま で の 感

覚 ・ 経 験 か ら 言 う と 、 こ う い う ワ ー ク は 、 特 別 支 援 学 級 で 使 う

と き に は 実 年 齢 よ り も 比 較 的 低 い も の を 使 う 。 例 え ば 小 学 校 １

年 生 の 子 に 対 し て は ３ 歳 児 の も の と か を 使 う こ と が 結 構 多 い と

思 っ て い ま す 。 た だ 、 こ の ワ ー ク の 中 で は 、 １ 年 生 用 の ワ ー ク

の 中 に 「 お お き な か ぶ 」 が 出 て く る の で す 。 そ れ か ら 、 ２ 年 生

用 の ワ ー ク の 中 に は 、 「 ス ー ホ の 白 い 馬 」 。 ３ 年 生 用 の ワ ー ク

の 中 に は 、 「 ち い ち ゃ ん の か げ お く り 」 。 そ れ ぞ れ の 学 年 の 教

科 書 の 教 材 が 使 わ れ て い て 、 い い な と 思 い ま し た 。  

 で は 、 あ と は ど こ が 違 う の か と い う 話 に な る わ け で す け れ ど

も 、 ま ず 、 漢 字 は 、 振 り 仮 名 は 振 っ て あ る も の の 、 そ の ま ま 使

わ れ て い ま す 。 だ か ら 、 子 ど も が 今 同 じ 学 年 の 勉 強 を し て い る

と い う 感 覚 を も て る か な と 思 い ま す 。ど こ が 違 う の か と い う と 、

ス モ ー ル ス テ ッ プ で 進 め る よ う に 、 最 初 は １ 文 の 読 み 取 り か ら

始 ま る の で す 。 次 に 、 ２ 文 の 読 み 取 り 、 そ れ か ら 、 ３ 文 の 読 み

取 り 、 そ う い う ス モ ー ル ス テ ッ プ が 続 き な が ら 、 同 学 年 で 使 っ

て い る 教 材 の 読 み 取 り を 進 め て い く と い う つ く り に な っ て い

て 、 子 ど も が 混 乱 し に く い 、 ゆ っ く り 丁 寧 に と い う 取 り 組 み 方

が で き る か な と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 先 ほ ど 和 田 委 員 の ほ う か ら 話 が あ っ た 「 つ ま ず き を な

く す 小 ４ 算 数 文 章 題 〔 改 訂 版 〕 」 で す け れ ど も 、 算 数 と い う 教

科 に お い て は 、 計 算 そ の も の を す ご く 苦 手 に し て い る 子 と 、 文

章 題 を 苦 手 に し て い る 子 が い る か と 思 い ま す 。 こ の ワ ー ク に つ

い て は 、 基 本 、 文 章 題 を 苦 手 と し て い る 子 を 対 象 と す る よ う な

形 で つ く ら れ て い る の で す け れ ど も 、 ス タ ー ト の と こ ろ で は 、

「 計 算 は こ う い う ふ う に や る ん だ よ 」 と い う 説 明 が 入 っ て い る
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の で 、 取 り 組 む 子 ど も は 、 計 算 を 苦 手 に し て い る 子 に し て も 、

文 章 題 を 苦 手 に し て い る 子 に し て も 、 「 何 と な く こ れ な ら で き

る か な 」 「 で き そ う か な 」 と い う 、 そ ん な 気 持 ち を 維 持 し な が

ら 取 り 組 む こ と が で き る の で は な い か な と 思 い な が ら 見 さ せ て

い た だ き ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 国 語 ・ 書 写 の ６ 番 か ら ９ 番 の 「 ゆ っ

く り て い ね い に 学 び た い 子 の た め の 読 解 ワ ー ク 」 の 「 １ － ２ 」

「 ２ － ２ 」 「 ３ － １ 」 「 ３ － ２ 」 と 算 数 ・ 数 学 の ９ 番 「 つ ま ず

き を な く す 小 ４ 算 数 文 章 題 〔 改 訂 版 〕 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺

い ま し た 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

澤 野 委 員   先 ほ ど 、 和 田 委 員 も お っ し ゃ っ て い ま し た が 、 私 も 算 数 ・ 数

学 の 中 で ５ 番 の こ ば と 、 「 中 級 編 ジ ャ ン プ ア ッ プ 集 中 力 ・ 注 意

力 ア ッ プ ト レ ー ニ ン グ シ ー ト 」 に つ い て 述 べ た い と 思 い ま す 。  

 こ の 図 書 は 、 認 知 の 力 を 高 め る た め に 、 覚 え る 、 写 す 、 見 つ

け る 、 数 え る な ど を 繰 り 返 し 行 う つ く り に な っ て い ま す 。 点 つ

な ぎ や 手 本 と 同 じ 位 置 に マ ー ク や 点 を 打 つ 学 習 は 写 す 力 を 、 文

字 や 記 号 の 数 を 数 え る 学 習 は 数 え る 力 を 育 み ま す 。 そ し て 、 こ

れ ら の 力 は 学 習 の 土 台 と な る も の で す 。 間 違 い が な い よ う に 正

確 さ を 目 指 し た り 、 時 間 を 測 っ て 速 さ を 目 指 し た り す る な ど 、

一 人 ひ と り の 発 達 段 階 や 学 力 に 応 じ て 活 用 す る こ と が で き ま

す 。 問 題 数 も 集 中 力 が 途 切 れ な い 程 度 の 分 量 で す 。 そ し て 、 白

い 紙 に 黒 一 色 で 書 か れ て い て 、 問 題 も 端 的 で 、 ま た 、 イ ラ ス ト

も 載 っ て い な い ん で す 。 こ れ は 気 が 散 ら な い よ う な 工 夫 で あ る

な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 あ わ せ て 、 同 じ く ４ 番 こ ば と の 「 中 級 編 ジ ャ ン プ ア ッ プ さ ん

す う Ⅲ 」 は 、 掛 け 算 、 割 り 算 、 分 数 、 小 数 と い っ た 算 数 の 基 礎

基 本 の 力 を 身 に つ け る の に 適 し て い る と 思 い ま す 。 ス モ ー ル ス
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テ ッ プ で 学 習 を 積 み 上 げ る こ と が で き る よ う に 、 少 し ず つ 問 題

数 が 増 え た り 、 難 易 度 が 上 が っ た り し て い ま す 。 こ ち ら も 黒 一

色 で 書 か れ て い て 、 集 中 し や す い つ く り に な っ て い ま す 。  

 こ の ２ 冊 は 、 子 ど も が 集 中 し て 取 り 組 み 、 ス モ ー ル ス テ ッ プ

で 学 力 を 積 み 重 ね て い く こ と が で き る 図 書 で あ る と い う ふ う に

感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 算 数 ・ 数 学 の ５ 番 「 中 級 編 ジ ャ ン

プ ア ッ プ 集 中 力 ・ 注 意 力 ア ッ プ ト レ ー ニ ン グ シ ー ト 」 と ４ 番 の

「 中 級 編 ジ ャ ン プ ア ッ プ さ ん す う Ⅲ 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い

ま し た 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 次 に 、 N o .３ の 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 か ら N o .４ の 生 活 ・

理 科 の 教 科 領 域 で 申 請 が 上 が っ て い る １ ５ 冊 の 図 書 に つ い て ご

意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す 。 こ の 中 に は 、 ほ か の 種 目 で も 希 望

が 上 が っ て い る 図 書 が あ り ま す の で 、 そ れ も 含 め て ご 意 見 を 伺

い た い と 思 い ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 そ れ で は 、 ご

意 見 を お 願 い い た し ま す 。  

 

日 置 委 員   私 は 、 こ の ２ つ の 領 域 か ら ４ 冊 の 本 に つ い て 意 見 を 述 べ さ せ

て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 N o .３ 生 活・地 図・社 会 の 領 域 の ２ 番「 名 人 は っ け ん ！

ま ち た ん け ん （ １ ） つ く る ひ と 」 に つ い て で す 。 小 学 校 ３ 年 生

で は 、 社 会 科 が 始 ま り ま す 。 自 分 の 住 む 地 域 の 安 全 を 守 る た め

の 活 動 や 産 業 の 様 子 な ど を よ く 知 る た め に 、 学 区 た ん け ん や 町

た ん け ん を し ま す 。 そ の 活 動 の 参 考 に な る 本 だ と 思 い ま し た 。
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本 書 は シ リ ー ズ の 第 １ 巻 で 、 子 ど も た ち に と っ て 興 味 を 抱 き や

す い 「 つ く る ひ と 」 を 紹 介 し て い ま す 。 町 に は 様 々 な も の を つ

く る 仕 事 を す る 人 が い る こ と 、自 分 た ち が 見 て い な い と き で も 、

そ の 人 た ち は 仕 事 を し て い る こ と が 写 真 や 短 い 言 葉 で 説 明 さ れ

て い ま す 。 実 際 に つ く っ て い る と こ ろ や 作 業 し て い る と こ ろ が

見 ら れ る 機 会 は 少 な い と 思 い ま す の で 、 こ う い っ た イ メ ー ジ し

や す い 本 を 読 む こ と で 、 子 ど も た ち の 視 野 を 広 げ た り 、 働 く と

い う こ と を 意 識 さ せ た り す る こ と に も つ な が り 、 ま た 、 自 分 た

ち が 暮 ら す 地 域 へ も 興 味 を も て る の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 次 に 、 同 じ 領 域 の ３ 番 、 金 の 星 社 の 「 お て つ だ い の 絵 本 」 で

す 。 こ の 本 に は 、 日 々 の 暮 ら し の 中 で お 手 伝 い が で き そ う な こ

と は な い か な 、 ど う や っ た ら う ま く い く か な と い う こ と が た く

さ ん 書 か れ て い ま す 。 こ の 本 を 参 考 に 、 楽 し く 進 ん で 子 ど も た

ち が お 手 伝 い を す る よ う に な れ ば 、 周 り の 人 か ら 感 謝 さ れ て 、

自 己 有 用 感 も 上 が り 、 自 分 は 社 会 の 役 に 立 つ 存 在 な ん だ と い う

こ と を 確 認 で き る の が と て も い い な と 思 い ま し た 。 こ の 本 は 既

に 家 庭 ・ 職 業 家 庭 、 道 徳 の 図 書 と し て 採 用 さ れ て い ま し た が 、

社 会 の 一 員 と し て の 自 覚 を 育 て る と い う 視 点 か ら 、生 活・地 図・

社 会 の 教 科 領 域 で の 活 用 も ふ さ わ し い と い う ふ う に 思 い ま し

た 。  

 続 い て 、 同 じ 領 域 、 ６ 番 、 チ ャ イ ル ド の 「 チ ャ イ ル ド ブ ッ ク

こ ど も 百 科 な り た い ！ わ く わ く ！ お し ご と ず か ん 」 で す 。 子 ど

も た ち が 好 き な こ と や 得 意 な こ と を 生 か し て 将 来 の こ と を 考 え

る と き に 参 考 に な る １ 冊 で す 。子 ど も た ち が 憧 れ そ う な 職 業 や 、

そ れ に 似 て い る け れ ど も 、 子 ど も た ち に は あ ま り 知 名 度 が な い

よ う な 職 業 も 一 緒 に 書 か れ て い ま す 。 例 え ば 、 大 工 さ ん を 大 き

く 紹 介 し て い る ん で す け れ ど も 、 そ れ に 関 連 し た 家 づ く り の 仕

事 と し て 、建 築 士 、イ ン テ リ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、左 官 、と び 、

庭 師 の 仕 事 な ど も 紹 介 し て い ま す 。 自 分 た ち の 暮 ら し を 支 え て

く れ る 様 々 な 仕 事 が あ る と い う こ と に も 気 づ く こ と が で き て 、



- 20 - 

 

ま た 、 読 ん だ 後 に 、 先 生 や 友 達 と 「 ○ ○ さ ん は こ の 仕 事 に 向 い

て い る ん じ ゃ な い か な 」 と い う 楽 し い 話 合 い を し て 、 新 し い 目

標 や 夢 を 見 つ け る こ と も で き る １ 冊 だ と い う ふ う に 思 い ま し

た 。  

 続 い て 、N o .４ 生 活・理 科 の 領 域 か ら １ 冊 、お 話 を し た い と 思

い ま す 。  

 ６ 番 、世 界 文 化 社 の「 か ら だ の ふ し ぎ け が と び ょ う き の ナ ゾ 」

に つ い て で す 。体 の 中 に あ る 細 胞 を 活 躍 す る メ ン バ ー と い っ て 、

働 き を 分 か り や す く イ ラ ス ト 化 し て い ま す 。 体 に は 様 々 な Ｓ Ｏ

Ｓ 、ト ラ ブ ル が 、ど の よ う に し て 起 こ っ て い る の か 。そ の と き 、

メ ン バ ー た ち は 、 ど の よ う に 対 応 し て い く の か と い う こ と が か

な り 詳 し く 描 か れ て い ま す 。 体 に 起 こ る 変 化 に 興 味 を も つ で あ

ろ う 子 ど も た ち も 満 足 で き る 情 報 量 で あ る と 感 じ ま し た 。ま た 、

ス マ ー ト フ ォ ン や ゲ ー ム の や り 過 ぎ に よ っ て 起 こ る 体 の Ｓ Ｏ Ｓ

に つ い て も 扱 っ て い て 、 自 分 の 生 活 や 健 康 に つ い て 振 り 返 っ た

り 、 よ り よ い 生 活 に つ い て 考 え る き っ か け の 一 つ に な る こ と が

期 待 で き る 本 だ と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の ２ 番 「 名 人 は

っ け ん ！ ま ち た ん け ん （ １ ） つ く る ひ と 」 と ３ 番 の 「 お て つ だ

い の 絵 本 」 、 ６ 番 の 「 チ ャ イ ル ド ブ ッ ク こ ど も 百 科 な り た い ！

わ く わ く ！ お し ご と ず か ん 」 。 そ し て 、 生 活 ・ 理 科 で は 、 ６ 番

「 か ら だ の ふ し ぎ け が と び ょ う き の ナ ゾ 」 に つ い て の ご 意 見 を

伺 い ま し た 。 ほ か に 、 ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

金 田 委 員   N o .３ 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の 分 野 と N o .４ 生 活 ・ 理 科 の 分 野 か ら

い く つ か お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の と こ ろ の １ 番 「 学 習 か る た 都 道 府

県 か る た 」 の と こ ろ で 、 か る た の 絵 札 自 体 に も 、 県 の 形 だ け で
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は な く て 山 や 川 も 記 載 さ れ て い る と こ ろ が 、 「 あ っ 、 こ ん な 大

き な 川 が あ る ん だ ね 」 と か 、 い ろ ん な イ メ ー ジ を し な が ら 、 興

味 も 広 が り な が ら 楽 し め る 内 容 に な っ て い る と 感 じ ま し た 。 ま

た 、 付 録 と し て 付 い て い る ポ ス タ ー タ イ プ の 日 本 地 図 が 、 日 本

列 島 を 北 か ら 南 ま で 全 部 が 分 割 さ れ ず に 表 示 さ れ て い る と こ ろ

が 、 そ れ を 見 な が ら 、 「 日 本 っ て こ ん な に 縦 に 長 い ん だ よ ね 」

な ど 、 イ メ ー ジ を 膨 ら ま せ な が ら 楽 し め る の で は な い か な と 思

い ま し た 。  

 続 き ま し て 、 ５ 番 の 「 イ ラ ス ト 版 子 ど も の ス ト レ ス マ ネ ジ メ

ン ト 自 分 で 自 分 を 上 手 に 助 け る ４ ５ の 練 習 」 に つ い て お 話 し さ

せ て く だ さ い 。 親 と し て 、 「 子 ど も は 今 ど う い う 気 持 ち な ん だ

ろ う 」 と 、 子 ど も の 気 持 ち を 言 葉 に し て あ げ に く い 場 面 が あ る

と 思 う の で す が 、 「 段 階 を 追 っ た 設 問 で 自 分 の 気 持 ち を 表 現 す

る 」 と い う こ と が 書 か れ て い た の で 、 と て も 面 白 い な と 思 い ま

し た 。  

 続 き ま し て 、５ 番 の「 チ ャ イ ル ド ブ ッ ク こ ど も 百 科 な り た い ！

わ く わ く ！ お し ご と ず か ん 」 に つ い て で す 。 よ く 家 で も 何 に な

り た い ？ と 話 し た と き に 、 お う ち を つ く る 仕 事 が し た い な ん て

話 題 に な っ た と き に 、 先 ほ ど 先 生 か ら の お 話 も あ っ た ん で す け

れ ど も 、 こ の 百 科 を 見 る と 、 「 家 作 り の お し ご と 」 と い う カ テ

ゴ リ ー に は 、 も っ と こ う い う い ろ ん な も の が あ る ん だ よ と か 、

さ ら に 詳 し く 子 ど も が 興 味 を 広 げ ら れ る よ う な 記 載 が あ っ た の

で 、 と て も 楽 し か っ た で す し 、 見 て い る だ け で も 、 わ く わ く す

る よ う な 色 合 い だ っ た の で 、 子 ど も と 将 来 、 何 が い い か な と 夢

を 膨 ら ま せ ら れ る よ う な 教 材 に な る の で は な い か な と い う ふ う

に 感 じ ま し た 。  

 続 き ま し て 、生 活・理 科 の と こ ろ な ん で す が 、私 は ５ 番 の「 野

菜 の 上 手 な 育 て 方 大 辞 典 」 に と て も 興 味 が あ り ま し た 。 お 店 で

も 、 「 ど ん な ふ う に な っ て い る か な 」 と い う と こ ろ ま で 分 か ら

な か っ た り 、 大 人 で も 、 「 こ の 野 菜 っ て ど こ の 国 の ど ん な も の



- 22 - 

 

だ ろ う 」 と 思 う の は 多 い ん で す け れ ど も 、 幅 広 い 分 野 の 野 菜 が

記 載 さ れ て い て 、 と て も 興 味 が 湧 い て 、 楽 し い も の だ っ た な と

い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 最 後 に 、 ６ 番 の 「 か ら だ の ふ し ぎ け が と び ょ う き の ナ ゾ 」 に

つ い て 、 イ ラ ス ト が 中 心 で 、 い ろ ん な と こ ろ に 興 味 を 持 ち な が

ら 見 る こ と が で き る も の で は な い か な と 思 い ま し た 。 な か な か

自 分 の 体 の 中 の も の と い う の は 分 か ら な い 世 界 な ん で す け れ ど

も 、 イ メ ー ジ を 膨 ら ま せ る こ と で 、 よ り 自 分 の こ と を 大 切 に で

き る 一 歩 に な る の で は な い か な と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。今 、金 田 委 員 か ら は 、生 活・地 図・

社 会 の １ 番 「 学 習 か る た 都 道 府 県 か る た 」 、 そ れ か ら 、 生 活 ・

地 図 ・ 社 会 の ５ 番 「 イ ラ ス ト 版 子 ど も の ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト

自 分 で 自 分 を 上 手 に 助 け る ４ ５ の 練 習 」、そ し て 、生 活・地 図・

社 会 の ６ 番 「 チ ャ イ ル ド ブ ッ ク こ ど も 百 科 な り た い ！ わ く わ

く ！ お し ご と ず か ん 」 、 そ し て 、 生 活 ・ 理 科 の ５ 番 「 野 菜 の 上

手 な 育 て 方 大 辞 典 」 、 最 後 に 、 ６ 番 「 か ら だ の ふ し ぎ け が と び

ょ う き の ナ ゾ 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 あ り が と う ご

ざ い ま し た 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

村 田 委 員   私 は 、今 、金 田 委 員 の ほ う か ら も お 話 が あ り ま し た N o .３ 生 活・

地 図・社 会 の 教 科 領 域 の １ 番「 学 習 か る た 都 道 府 県 か る た 」と 、

も う 一 つ は 、 ４ 番 「 写 真 図 鑑 カ ー ド 特 急 ・ 新 幹 線 カ ー ド 」 に つ

い て お 話 を さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 １ 番 の 学 研 、 「 学 習 か る た 都 道 府 県 か る た 」 で は 、 都 道 府 県

の 形 や 地 理 的 な 特 徴 が か る た に な っ て い て 、 か る た 遊 び を 楽 し

み な が ら 都 道 府 県 の 名 前 が 覚 え ら れ る と こ ろ が よ い と 思 い ま し

た 。 か る た の 札 を 選 ぶ こ と で 、 地 方 を 限 定 し て 少 し ず つ 覚 え て

い く こ と も で き る か と 思 い ま す 。 リ ン グ を 通 し て 暗 記 カ ー ド と
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し て 使 う こ と も で き る と い う こ と な の で 、 子 ど も た ち の 興 味 や

学 習 の 進 み 具 合 に 合 っ た 使 い 方 を 工 夫 す る こ と が で き る と 思 い

ま す 。 大 判 の 日 本 地 図 が つ い て い る の で 、 日 本 全 体 の 中 で 都 道

府 県 の 位 置 を 確 認 す る こ と も で き ま す 。  

 そ れ か ら 、 も う 一 つ の ４ 番 、 く も ん 出 版 の 「 写 真 図 鑑 カ ー ド

特 急 ・ 新 幹 線 カ ー ド 」 に つ い て で す 。 こ の 図 書 は 、 既 に 国 語 ・

書 写 の 教 科 領 域 の 教 科 用 図 書 と し て 採 択 さ れ て い ま す が 、 今 回

は 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の 教 科 領 域 で の 希 望 と な っ て い ま す 。 大 判

の カ ー ド で 写 真 が 美 し く 、 電 車 や 乗 り 物 に 興 味 の あ る 子 ど も た

ち に と っ て は 、 手 元 に あ る だ け で わ く わ く し て 、 学 習 が 楽 し く

な る と 思 い ま す 。 ま た 、 乗 り 物 へ の 関 心 を 深 め る こ と で 、 校 外

学 習 な ど の 体 験 活 動 の 充 実 に つ な が る と 考 え ら れ る と 思 い ま

す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 今 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の １ 番 「 学 習

か る た 都 道 府 県 か る た 」 と ４ 番 の 「 写 真 図 鑑 カ ー ド 特 急 ・ 新 幹

線 カ ー ド 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご ざ い ま す

で し ょ う か 。  

 

柴 山 委 員   私 は 、 N o .３ と N o .４ で １ 点 ず つ お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 私 も 、 １ 番 の 「 学 習 か る た 都 道 府 県 か る た 」 が 繰 り 返 し ゲ ー

ム 感 覚 で 都 道 府 県 の 形 や 名 称 を 覚 え ら れ る の で 、 と て も い い な

と 思 い ま し た 。 ま た 、 こ れ に 「 か る た 読 み 上 げ 音 声 サ ー ビ ス 」

と い う の が 付 い て い て 、 こ ん な に ハ イ テ ク に 学 習 で き る ん だ な

と 感 心 し ま し た 。 で も 、 や っ ぱ り 誰 か が 読 み 上 げ て や る の が 一

番 い い の か な と も 感 じ ま し た 。  

 あ と 、N o .４ の １ 番 の 学 研 、「 め く っ て 学 べ る き か い の し く み

図 鑑 」 が 仕 掛 け イ ラ ス ト に な っ て い て 、 子 ど も た ち は わ く わ く

し な が ら 、 そ の 仕 掛 け を 開 い て 見 る だ ろ う な と 思 い ま し た し 、
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私 も 見 て い て 、 細 部 ま で 細 か く 、 部 品 の 名 前 も 書 い て い て 、 大

人 が 見 て も す ご く 楽 し か っ た の で 、 製 造 だ っ た り 、 つ く る こ と

に 興 味 を も つ 子 ど も た ち が 増 え る ん じ ゃ な い か な と も 感 じ ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の １ 番 「 学 習 か る

た 都 道 府 県 か る た 」 、 そ し て 、 生 活 ・ 理 科 の １ 番 の 「 め く っ て

学 べ る き か い の し く み 図 鑑 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。

ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

堀 部 委 員   で は 、 私 の ほ う か ら は ３ 冊 の 図 書 に つ い て お 話 し さ せ て い た

だ き ま す 。  

 ま ず 、 N o .４ 生 活・理 科 、３ 番「 ド ラ え も ん の 理 科 お も し ろ 攻

略 理 科 実 験 Ｑ ＆ Ａ 」 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ ち ら は 、 子 ど も に 人 気 の キ ャ ラ ク タ ー に よ る 観 察 ・ 実 験 方

法 を 読 み 慣 れ て い る 漫 画 の 手 法 で 説 明 が さ れ て お り ま す 。 子 ど

も た ち の 疑 問 を 分 か り や す い 解 説 に し て い る の で 、 興 味 深 く 読

む こ と が で き ま す 。 １ つ の 疑 問 に 対 し て １ ５ ペ ー ジ 弱 で ま と め

ら れ て お り ま す 。 押 さ え る べ き 事 項 に 関 し ま し て は 、 丁 寧 な 解

説 が あ り 、意 欲 を か き 立 て ま す 。ま た 、各 単 元 の 終 わ り に は「 練

習 し よ う 」 が あ る た め 、 し っ か り 振 り 返 り も で き 、 知 識 を 確 実

に 身 に つ け る こ と が で き る と 思 い ま し た 。  

 次 に 、N o .４ 生 活・理 科 の 教 科 領 域 の ２ 番「 子 ど も と マ ス タ ー

す る ４ ５ の 操 体 法 改 定 新 版 イ ラ ス ト 版 か ら だ の つ か い 方 と と の

え 方 」 に つ い て 意 見 を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ の 図 書 は 、N o .６ 体 育・保 健 体 育 の 教 科 領 域 の １ 番 に も 申 請

が 上 が っ て お り ま す 。「 息 を す る 」か ら ス タ ー ト し 、「 手 当 て 」

ま で ４ ５ 項 目 あ り ま す が 、 ど れ も じ っ く り と 読 ん で し ま う 内 容

で す 。 正 し い 姿 勢 、 悪 い 姿 勢 の 違 い 、 ま た 、 立 ち 方 に よ っ て 重
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心 の 位 置 が 分 か る 図 が あ る な ど 、 全 て の 図 が 分 か り や す く つ く

ら れ て お り ま す 。 基 本 、 理 に か な っ た 体 の 動 か し 方 、 子 ど も が

自 分 で 体 の ず れ を 正 す こ と が で き る 方 法 、 そ し て 、 ２ 人 で 行 う

と 、 よ り 効 果 的 な 方 法 を 先 生 と 、 ま た 、 家 庭 で は 親 子 で 取 り 組

む こ と で 、 親 子 の ス キ ン シ ッ プ を 通 し て 、 体 だ け で な く 心 の 健

康 に も つ な が る と 思 い ま し た 。 タ ブ レ ッ ト 等 で 自 分 や 友 達 を 撮

影 し 合 う こ と で 、 実 際 に ど こ を 直 さ な く て は い け な い か 、 視 覚

的 に も 取 り 入 れ る こ と で 、さ ら に 成 果 に つ な が る と 感 じ ま し た 。

以 前 と 比 べ て よ く な っ て い る か 、 自 分 の 目 で 見 ら れ る こ と は 自

信 に つ な が り 、 次 へ の 意 欲 に つ な が る の で は な い か と 感 じ ま し

た 。 こ の 図 書 に つ き ま し て は 、 生 活 ・ 理 科 及 び 体 育 ・ 保 健 体 育

で 使 用 す る こ と は 大 変 ふ さ わ し い と 思 い ま す 。  

 そ れ か ら 、 N o .３ の 生 活・ 地 図・社 会 、５ 番 、合 同 出 版 の「 イ

ラ ス ト 版 子 ど も の ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト 自 分 で 自 分 を 上 手 に 助

け る ４ ５ の 練 習 」 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 先 ほ ど 金 田 委 員 か ら も お 話 が ご ざ い ま し た が 、 心 理 的 ア プ ロ

ー チ に 基 づ き 、 ４ ５ の 項 目 に 従 っ て 行 っ て い き ま す が 、 １ 項 目

ご と に ワ ー ク が あ り 、 子 ど も た ち は 、 こ れ ら を じ っ く り 取 り 組

む こ と で 、自 分 自 身 の 振 り 返 り に も つ な が る と 思 い ま す 。ま た 、

ス ト レ ス と う ま く 付 き 合 っ て い け る 柔 軟 さ 、 自 分 を 大 事 に 思 う

こ と 、 自 分 が 生 き や す く し て い く た め の 手 立 て を 自 分 自 身 が 納

得 し な が ら 学 ぶ こ と が で き る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 生 活 ・ 理 科 の ２ 番 「 子 ど も と マ ス タ

ー す る ４ ５ の 操 体 法 改 訂 新 版 イ ラ ス ト 版 か ら だ の 使 い 方 と と の

え 方 」、そ し て 、こ の 本 は 調 査 書 ま と め の 中 で N o .８ の 体 育・保

健 体 育 の 領 域 の １ 番 に も 希 望 が 上 が っ て お り ま す 。 こ の 本 に つ

い て も ご 意 見 を 伺 い ま し た 。さ ら に 生 活・地 図・社 会 の ５ 番「 イ

ラ ス ト 版 子 ど も の ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト 自 分 で 自 分 を 上 手 に 助
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け る ４ ５ の 練 習 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご 意

見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

宮 﨑 委 員   私 は 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の ７ 番 、 日 本 教 育 研 究 所 の 「 ひ と り

だ ち す る た め の 算 数 ・ 数 学 」 に つ い て 述 べ た い と 思 い ま す 。  

 こ の 図 書 は 、基 礎 的 な 学 習 を 定 着 さ せ る こ と が で き て 、算 数・

数 学 の 領 域 で す で に 採 択 さ れ て い ま す 。 加 え て 、 例 え ば 、 買 物

に 行 く と か 、 バ ス の 時 刻 表 を 見 な が ら 出 か け る と い う よ う な 場

面 、 実 生 活 に つ な が る 具 体 的 な 場 面 に 結 び つ け て 、 体 験 的 な 学

習 を 通 し て 、 考 え 、 学 ん で い く こ と が で き る よ う に 工 夫 さ れ て

い ま す 。 こ の こ と は 、 子 ど も た ち が 中 学 校 を 卒 業 し た 後 の 自 立

し た 生 活 を イ メ ー ジ し て 、 知 識 や 技 能 を 身 に つ け る た め に 大 変

効 果 的 だ と 考 え ま す 。ま た 、重 さ 、長 さ 、円 グ ラ フ 、棒 グ ラ フ 、

折 れ 線 グ ラ フ の 読 み 取 り な ど 、 具 体 的 に 分 か り や す く 示 さ れ て

い て 、 ス モ ー ル ス テ ッ プ で 学 べ る と い う こ と か ら 、 グ ラ フ や 統

計 資 料 を 活 用 す る 地 図 の 学 習 と か 、 社 会 科 の 学 習 に も よ り 取 り

組 み や す く な る と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の ７ 番 「 ひ と り

だ ち す る た め の 算 数 ・ 数 学 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。

ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

原 委 員   私 は 、 N o .３ 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の ３ 番 の 「 お て つ だ い の 絵 本 」

に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 目 を 引 く か わ い い イ ラ ス ト で 、 お 手 伝 い の 仕 方 、 進 め 方 が 描

か れ て お り 、 つ い つ い 読 み 入 っ て し ま い ま し た 。 お 手 伝 い は コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 機 会 で も あ り 、 生 活 し て い く 上 で 働 く こ と

の 大 切 さ を 教 え て く れ て い ま す 。 家 族 や 支 援 者 の た め に お 手 伝

い を し て 喜 ん で も ら う こ と で 児 童 の 自 信 に つ な が れ ば い い な と
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感 じ ま し た 。 言 葉 や 文 字 だ け で 想 像 し づ ら い 児 童 に は 、 視 覚 か

ら 入 る こ と で 理 解 し や す く 、 支 援 す る 側 と し て も 、 イ ラ ス ト の

教 材 を 用 い る こ と に よ っ て 伝 え や す く な る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の ３ 番 「 お て つ

だ い の 絵 本 」 に つ い て ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご 意 見 は ご

ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

深 津 委 員   私 か ら は 、 生 活 ・ 理 科 の ７ 番 、 福 音 館 の 「 か が く の と も 絵 本

ほ ね 」 に つ い て お 話 し し ま す 。  

 こ の 本 は 、 親 し み や す い イ ラ ス ト で 、 骨 に つ い て 子 ど も た ち

が 理 解 し や す い よ う な 流 れ で 描 か れ て い ま す 。 骨 は ど ん な も の

な の か 、 骨 の 働 き は ど う い う こ と な の か 、 ま た 、 動 物 に よ っ て

骨 格 の 違 い が あ る と い う よ う な こ と が 無 理 な く 理 解 で き て 、 そ

し て 、 楽 し み な が ら 何 度 で も 見 た く な る よ う な 構 成 に な っ て い

る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 生 活 ・ 理 科 の ７ 番 「 か が く の と も 絵

本 ほ ね 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に 、 ご 意 見 は ご

ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

松 川 委 員   私 は 、N o .４ 生 活・理 科 の 中 か ら ８ 番 の「 福 音 館 の 科 学 シ リ ー

ズ あ そ び の レ シ ピ 」 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ の 図 書 は 、 す で に 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 、 図 工 ・ 美 術 の 教 科 用

図 書 と し て 採 択 さ れ て い ま す 。 今 回 、 生 活 ・ 理 科 の 教 科 用 図 書

と し て 希 望 が 出 て い ま す 。 福 音 館 の 「 あ そ び の レ シ ピ 」 は 、 身

近 な 材 料 を 使 う 遊 び の レ シ ピ が 多 数 紹 介 さ れ て い ま す 。 写 真 や

イ ラ ス ト で 遊 び の 工 程 が 視 覚 的 に 示 さ れ て い る の で 、 子 ど も が
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や っ て み た い 、 作 っ て み た い と 興 味 関 心 を 持 っ て 学 習 す る こ と

が で き る と 思 い ま し た 。 作 る 過 程 の 楽 し み や 出 来 上 が っ た も の

を 味 わ う 楽 し み 、 作 品 を 通 し て の 友 達 と の 交 流 な ど 、 多 様 な 学

習 活 動 が 行 う こ と が で き る と 思 う の で 、 生 活 ・ 理 科 の 教 科 用 図

書 と し て も ふ さ わ し い と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 生 活 ・ 理 科 の ８ 番 「 福 音 館 の 科 学 シ

リ ー ズ あ そ び の レ シ ピ 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か

に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

一 瀬 委 員   私 も 、同 じ く N o .４ 生 活・理 科 の １ 番「 め く っ て 学 べ る き か い

の し く み 図 鑑 」 、 そ れ か ら ４ 番 「 小 学 館 の 図 鑑 Ｎ Ｅ Ｏ 〔 新 盤 〕

科 学 の 実 験 Ｄ Ｖ Ｄ つ き 」 、 そ れ か ら 、 ５ 番 「 野 菜 の 上 手 な 育 て

方 大 辞 典 」 の ３ 冊 に つ い て 意 見 を 述 べ さ せ て く だ さ い 。  

 初 め に 、１ 番 、学 研 の「 め く っ て 学 べ る き か い の し く み 図 鑑 」

に つ い て で す け れ ど も 、 こ ち ら は 子 ど も た ち に と っ て 、 ふ だ ん

目 に す る こ と の 多 い 機 械 や 乗 り 物 に つ い て の 仕 組 み が と て も 分

か り や す く 示 さ れ た 図 鑑 で 、 「 家 の な か で 」 「 ま ち の な か で 」

「 の り も の 」 と い っ た ３ つ の 構 成 に な っ て お り ま す 。 特 に 「 家

の な か で 」 で は 、 ト イ レ や 扇 風 機 、 そ し て エ ア コ ン な ど 、 子 ど

も た ち が 毎 日 の 生 活 の 中 で 興 味 を も ち そ う な 機 械 に つ い て 、 イ

ラ ス ト を め く っ て み る と 、 そ の め く っ た 中 に 機 械 の 中 の 様 子 が

イ ラ ス ト で 示 さ れ て い ま す 。 子 ど も に と っ て 、 め く っ て 中 を 見

る と い う 行 為 が と て も わ く わ く 感 を そ そ り ま す 。 め く り が あ る

大 き な 絵 で 興 味 を そ そ っ た 後 に は 、 そ の 次 の ペ ー ジ に 、 例 え ば

洗 濯 機 の 歴 史 と い っ た そ の も の に 対 し て の 詳 し い 内 容 も 記 載 し

て あ り ま し て 、 興 味 を も っ た 子 ど も に と っ て さ ら に 学 び を 深 め

る こ と に も つ な が る と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 こ の 本 は す で に

国 語 ・ 書 写 で 採 択 さ れ て い る 図 書 で す け れ ど も 、 改 め て 生 活 ・

理 科 の 図 書 と し て 使 用 す る こ と も ふ さ わ し い と 思 い ま し た 。  
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 次 に 、 ４ 番 の 小 学 館 、 「 小 学 館 の 図 鑑 Ｎ Ｅ Ｏ 〔 新 盤 〕 科 学 の

実 験 Ｄ Ｖ Ｄ つ き 」 に つ い て で す け れ ど も 、 こ ち ら は ２ ０ ０ 種 類

も の 新 し く て 楽 し い 実 験 が 紹 介 さ れ て お り ま す 。 実 験 の レ ベ ル

が ３ つ に 分 か れ て い ま す の で 、 子 ど も た ち の 実 態 で あ っ た り 、

か け ら れ る 時 間 に よ っ て 、 そ れ ぞ れ 選 択 す る こ と が と て も し や

す い な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 ま た 、 実 験 道 具 の 作 り 方 な ど

に つ い て も 、 手 順 に 沿 っ た イ ラ ス ト や 写 真 が 掲 載 さ れ て お り ま

す の で 、 ど の よ う な 実 験 な の か な と 選 ぶ 段 階 で も 、 イ メ ー ジ を

容 易 に 持 て る よ う に な っ て い ま す 。 道 具 の 扱 い 方 や 実 験 の 心 構

え な ど も 、 そ う い っ た 安 全 面 に つ い て も 、 と て も 配 慮 さ れ て い

て 、 使 い や す い な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 最 後 に 、 ３ 冊 目 で す が 、 ５ 番 の 成 美 堂 出 版 の 「 野 菜 の 上 手 な

育 て 方 大 辞 典 」 で す 。 こ ち ら は 葉 菜 類 と 根 菜 類 な ど 野 菜 の 種 類

ご と に ま ず 目 次 が つ く ら れ て い る ん で す け れ ど も 、 プ ラ ス 、 収

穫 で き る 時 期 ご と に も 分 類 さ れ て 掲 載 さ れ て い ま す 。 こ の 野 菜

を 作 り た い ん だ け ど な と 、 目 当 て を 持 っ て 野 菜 を 探 す と き に も

探 し や す い で す し 、 ま た 、 漠 然 と 何 の 野 菜 を 育 て よ う か な と い

う ふ う に 検 討 す る 際 に も 、 と て も 探 し や す い 、 見 や す い 構 成 に

な っ て い る と 思 い ま し た 。 野 菜 そ れ ぞ れ に 種 ま き の と こ ろ か ら

収 穫 ま で 、 写 真 を 中 心 に し た 作 業 プ ロ セ ス が 掲 載 さ れ て い る ん

で す け れ ど も 、 特 に 手 元 が ア ッ プ に 写 っ て い る 写 真 が 多 く 載 っ

て お り ま し て 、 例 え ば 種 や 苗 を ど の よ う に 扱 う の か な と い う の

も と て も 詳 し く 、 納 得 で き る よ う な 内 容 に な っ て い る と 感 じ ま

し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 生 活 ・ 理 科 の １ 番 「 め く っ て 学 べ

る き か い の し く み 図 鑑 」 、 そ し て 、 ４ 番 の 「 小 学 館 の 図 鑑 Ｎ Ｅ

Ｏ 〔 新 盤 〕 科 学 の 実 験 Ｄ Ｖ Ｄ つ き 」 、 そ し て 、 ５ 番 の 「 野 菜 の

上 手 な 育 て 方 大 辞 典 」 に つ い て の ご 意 見 を い た だ き ま し た 。 ほ
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か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

川 島 委 員   今 、 一 瀬 委 員 か ら 幾 つ か 図 鑑 の お 話 が あ っ た の で す が 、 私 も

図 鑑 が 大 好 き で 、 い ろ い ろ 見 ま し た の で 、 お 話 を さ せ て い た だ

き た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 １ 点 目 で す け れ ど も 、 「 め く っ て 学 べ る き か い の し く

み 図 鑑 」 で す 。 学 研 の も の で す が 、 何 が 隠 れ て い る の か な と い

う 子 ど も の 好 奇 心 を く す ぐ る 、 「 め く る 」 と い う 、 活 動 が い い

な と 思 い ま し た 。 機 械 の デ ザ イ ン と か 構 造 と い う 内 容 は 、 ち ょ

っ と 難 し い か な と 思 う と こ ろ も あ り ま し た け れ ど も 、 き っ と 何

度 も め く る う ち に 、 何 が 書 い て あ る か と い う の を 子 ど も は 覚 え

る の だ ろ う な と 思 い な が ら 、 自 分 も 何 度 も め く っ て い ま し た 。

特 に 担 任 と 一 緒 に 「 何 が 出 る か な ？ 」 と や っ て い る 姿 を 想 像 し

た だ け で 楽 し く な っ て き ま し た 。  

 ち ょ っ と 別 の 話 に な り ま す け れ ど も 、 め く る と い う 動 作 が 、

指 や 手 を 細 か く 正 確 に 操 る と い う 巧 緻 性 と 言 い ま す け れ ど も 、

そ う い う 力 を 育 成 す る の に も つ な が る か な と 思 い ま し た 。  

 も う 一 つ 、 や っ ぱ り 図 鑑 な の で す が 、 「 野 菜 の 上 手 な 育 て 方

大 辞 典 」 で す 。 こ れ も 一 瀬 委 員 か ら 話 が あ り ま し た が 、 育 て る

野 菜 が １ ０ ６ 種 も 載 っ て い る の で 、 子 ど も た ち に と っ て 身 近 な

も の と 身 近 で は な い も の も あ っ た り し ま す 。 け れ ど も 、 写 真 を

見 て い る う ち に 、「 こ れ は 何 だ ろ う 」と か 、「 こ れ 知 っ て い る 」

と か が あ っ て 、先 生 と 一 緒 に 、「 ど れ を 作 っ て み た い ？ 」と か 、

「 ど れ が お い し そ う ？ 」 と か 言 い な が ら 見 て い く 。 先 生 の ほ う

で も 、 「 じ ゃ 、 こ れ 作 っ て み よ う か 」 と 決 め た と き に 、 ど ん な

畑 の 用 意 を す れ ば い い の か 、ど う い う ふ う に 植 え れ ば い い の か 、

そ の 途 中 で ど ん な 手 入 れ を す れ ば い い の か を 考 え る こ と が で き

る と 思 い ま す 。  

 よ く 子 ど も た ち が 米 作 り の 勉 強 を す る と き は 、 田 ん ぼ に 行 っ

て 田 植 え を し た り 、 収 穫 の 頃 に 稲 刈 り を し た り す る の で す が 、
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こ の 図 鑑 を 手 元 に 置 き な が ら 、 畑 を 準 備 し て 、 苗 な り 種 な り を

植 え て 、 写 真 と 同 じ よ う に 育 て て 、 も し く は 写 真 と 同 じ よ う に

は 育 た な く て 、 立 派 に 収 穫 が で き て 、 も し く は ち ょ っ と だ け 収

穫 が で き て 、 ま た は 途 中 で 枯 れ て し ま っ た り す る こ と も あ る か

も し れ な い け れ ど も 、 そ の 途 中 途 中 を 子 ど も た ち が 体 験 す る と

い う の は す ご く 大 事 な こ と な の か な と 思 い ま し た 。 も し 収 穫 で

き れ ば 、 や っ ぱ り 子 ど も た ち に と っ て は 、 す ご く 楽 し い こ と で

す し 、 そ の 成 長 を 観 察 す る 、 飽 き る こ と な く 取 り 組 む こ と が で

き る 、 そ の 結 果 、 お い し い も の が 採 れ た ら い い の か な と 思 い な

が ら 、 や っ ぱ り 図 鑑 は わ く わ く す る な と 思 い な が ら 見 ま し た 。  

 も う 一 つ 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の ほ う の ２ 番 「 名 人 は っ け ん ！

ま ち た ん け ん 」 で す け れ ど も 、 パ ン 屋 さ ん で 始 ま る の で す が 、

小 学 校 ３ 年 生 で 町 た ん け ん が 入 っ て き ま す 。 そ の 辺 と 上 手 に リ

ン ク し な が ら 、 特 別 支 援 の ほ う で 使 え た ら い い の か な と 思 い な

が ら 見 ま し た 。 子 ど も た ち は パ ン を 作 っ て い る と こ ろ は 、 あ ま

り 知 ら な か っ た り す る け れ ど も 、 パ ン 屋 さ ん は や っ ぱ り 子 ど も

た ち に と っ て 、 と て も 身 近 な 職 業 で す 。 そ ん な 身 近 な と こ ろ か

ら 、 次 に 、 ケ ー キ 屋 さ ん 、 お そ ば 屋 さ ん 、 お 弁 当 屋 さ ん な ど が

出 て く る の で す 。 身 近 だ な と 思 っ て い る と 、 そ の う ち 、 陶 芸 家

さ ん と か 畳 屋 さ ん と か 傘 屋 さ ん と か 、 正 直 、 身 近 で は な い と こ

ろ ま で い ろ い ろ 出 て く る の で す け れ ど も 、 そ う い う な じ み の 薄

い 仕 事 に ま で つ な が っ て い る と い う の も い い な と 思 い な が ら 見

ま し た 。 子 ど も が 後 々 何 か 手 に 職 を つ け て い く と い う と き に 、

必 ず し も な じ み の も の で あ る と は 限 ら な い で す し 、 そ う い っ た

の も い い か な と 思 い ま し た 。  

 そ し て 、 こ の シ リ ー ズ に つ い て は 、 今 回 は 「 つ く る ひ と 」 と

い う 本 な の で す け れ ど も 、 こ れ 以 外 に も 「 く ら し を さ さ え る ひ

と 」 と か 「 そ だ て る ・ と る ひ と 」 と か 、 い く つ か シ リ ー ズ が あ

る よ う で す 。 今 回 、 こ れ し か 見 て い な い の で す が 、 そ う い っ た

も の も 教 科 用 図 書 で 使 え る よ う に な っ た ら 有 効 な の で は な い か
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と 思 い な が ら 、 見 さ せ て い た だ き ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 生 活 ・ 理 科 の １ 番 「 め く っ て 学 べ

る き か い の し く み 図 鑑 」 、 そ し て 、 ５ 番 の 「 野 菜 の 上 手 な 育 て

方 大 辞 典 」、さ ら に 、生 活・地 図・社 会 の ２ 番「 名 人 は っ け ん ！

ま ち た ん け ん （ １ ） つ く る ひ と 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し

た 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 最 後 に 、 N o .６ 図 工 ・ 美 術 か ら N o .１ ０ 道 徳 の 教 科 領

域 で 申 請 が 上 が っ て い る １ ４ 冊 の 図 書 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い

た い と 思 い ま す 。 先 ほ ど の 教 科 領 域 で 申 請 さ れ て い る 図 書 も 含

ま れ て お り ま す が 、 加 え て ご 意 見 な ど が あ り ま し た ら 、 お っ し

ゃ っ て い た だ け れ ば と 思 い ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

で は 、 ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

 

柴 山 委 員   私 は 、 N o .６ の 図 工 ・ 美 術 と N o .１ ０ の 道 徳 で そ れ ぞ れ お 話 し

さ せ て い た だ き ま す 。  

 N o .６ の 図 工 ・ 美 術 の ４ 番 、 小 学 館 、「 小 学 館 の 図 工 Ｎ Ｅ Ｏ ク

ラ フ ト ぶ っ く 新 り っ た い 乗 り も の 館 」 な ん で す が 、 本 当 に と て

も リ ア ル な 乗 り 物 の 紙 工 作 で 、 乗 り 物 が 大 好 き な 子 ど も た ち に

と っ て は 、 本 当 に わ く わ く し な が ら 作 り 上 げ ら れ る も の だ な と

感 じ ま し た 。 た だ 、 と て も 精 巧 な ん で す け れ ど も 、 は さ み を 使

わ ず に 切 り 取 り 線 を 切 り 取 っ て 、 形 を 抜 く よ う に な っ て い る ん

で す が 、用 紙 が ぎ っ ち り そ こ に 集 ま っ て い る の で 、切 る と き に 、

集 中 し て 切 ら な い と 破 れ た り と か し て し ま う ん じ ゃ な い か な と

感 じ ま し た 。 た だ 、 図 工 が 好 き な 子 で も 、 こ の 作 品 を １ つ 作 ろ
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う と 思 う と 達 成 感 と い う か 、 作 っ た と き の 達 成 感 は す ご く う れ

し い と 感 じ る も の だ な と 思 い ま し た 。  

 あ と 、 N o .１ ０ の 道 徳 で 、 ６ 番 の 三 省 堂 、「 こ ど も マ ナ ー と け

い ご 絵 じ て ん 小 型 版 」 な ん で す が 、 い ろ い ろ な 場 面 で 活 用 で き

る マ ナ ー に つ い て 、 い ろ い ろ イ ラ ス ト で 描 い て あ る ん で す が 、

こ の 場 面 に な ら な き ゃ 体 験 で き な い と い う も の が た く さ ん 入 っ

て い て 、 親 子 で 見 る の が 一 番 い い な と 感 じ ま し た 。 イ ラ ス ト を

視 覚 か ら も イ メ ー ジ し な が ら 、 こ う い う 場 面 を き っ か け に し な

が ら 学 べ る と い う の か 、 道 徳 な の で 、 ど う 言 葉 を 使 っ た ら い い

か と か を 考 え な が ら 、 話 し な が ら 、 で き る 教 材 だ な と 感 じ ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 図 工 ・ 美 術 の ４ 番 「 小 学 館 の 図 鑑 Ｎ

Ｅ Ｏ ク ラ フ ト ぶ っ く 新 り っ た い 乗 り も の 館 」 に つ い て と 道 徳 の

６ 番 「 こ ど も マ ナ ー と け い ご 絵 じ て ん 小 型 版 」 に つ い て の ご 意

見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

金 田 委 員   私 は 、 N o .１ ０ 道 徳 の ５ 番「 子 ど も の マ ナ ー 図 鑑（ ２ ）食 事 の

マ ナ ー 」 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 す ご く 日 常 な ん だ け れ ど も 、 細 か い マ ナ ー が 載 っ て い て 、 私

も は っ と さ せ ら れ る 場 面 が た く さ ん あ っ て 、 こ れ は 子 ど も が 自

分 の 毎 日 の 生 活 に と て も 目 を 向 け て 、 じ っ く り 取 り 組 む た め に

も と て も い い も の で は な い か な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。ま た 、

お 店 に よ っ て も 違 う ん だ よ と い う こ と が 記 載 さ れ て い る と こ

ろ 、 そ の お 店 も す ご く 身 近 な お 店 だ け れ ど も 、 や っ ぱ り 違 う ん

だ よ ね と い う と こ ろ が 書 か れ て い る の が す ご く 興 味 深 か っ た で

す 。 こ れ を 子 ど も が 学 校 で 学 ん だ ら 、「 お 母 さ ん 、 そ れ 違 う よ 」

と か 、 家 の 中 で も 、 そ う い う や り 取 り が 増 え て 、 楽 し く な り そ

う だ な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  
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 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 道 徳 の ５ 番 「 子 ど も の マ ナ ー 図 鑑

（ ２ ） 食 事 の マ ナ ー 」 に つ い て ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご

意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

村 田 委 員   私 は 、N o .６ 図 工・美 術 の ほ う に ち ょ っ と 戻 っ て い く ん で す け

れ ど も 、そ こ か ら ２ 番 の 学 研 、「 学 研 の 幼 児 ワ ー ク ３ ～ ４ 歳 こ う

さ く 」、 ３ 番 、 く も ん 出 版 、「 こ う さ く ２ は じ め て の か み こ う さ

く １ 集 」、 ４ 番 、 小 学 館 、「 小 学 館 の 図 鑑 Ｎ Ｅ Ｏ ク ラ フ ト ぶ っ く

新 り っ た い 乗 り も の 館 」 に つ い て 意 見 を 述 べ ま す 。  

 ま ず 、 ２ 番 の 学 研 、「 学 研 の 幼 児 ワ ー ク ３ ～ ４ 歳 こ う さ く 」、

こ れ は 手 先 を 目 的 に 合 わ せ て 器 用 に 動 か し た り 、 道 具 を 使 い こ

な し た り す る 力 を 楽 し み な が ら 身 に つ け ら れ る と 思 い ま す 。 １

枚 ず つ 出 来 上 が り が 楽 し み に な る よ う な 仕 掛 け が あ っ て 、 子 ど

も た ち が 興 味 を も っ て 、 は さ み で 切 る 、 の り で 貼 る 、 指 で 折 る

な ど の 作 業 を 学 べ る と 思 い ま す 。  

 そ れ か ら 次 に 、 ３ 番 、 く も ん 出 版 の 「 こ う さ く ２ は じ め て の

か み こ う さ く １ 集 」、こ れ は 今 の も の と 同 様 に 、楽 し く 工 作 し な

が ら 、 手 や 指 の 機 能 を 高 め ら れ ま す 。 こ ち ら の ほ う は 絵 に ス ト

ー リ ー 性 が あ っ て 、 好 き な も の を 選 ん だ り 、 続 き を 想 像 し た り

し な が ら 、 工 作 に 取 り 組 む 楽 し さ が あ り ま す 。  

 最 後 に 、４ 番 、小 学 館 、「 小 学 館 の 図 鑑 Ｎ Ｅ Ｏ ク ラ フ ト ぶ っ く

新 り っ た い 乗 り も の 館 」 は 、 今 、 柴 山 委 員 も お っ し ゃ っ て い た

ん で す け れ ど も 、 道 具 を 使 わ ず に 作 れ る よ う に な っ て い ま す 。

立 体 を 仕 上 げ る の に 、 細 か い 手 先 の 動 き の 調 整 が 必 要 な の で 、

難 し い ん で す け れ ど も 、 逆 に 集 中 力 と か 巧 緻 性 と い っ た も の を

養 う こ と が で き る と 思 い ま す 。 出 来 上 が り が リ ア ル な の で 、 達

成 感 を 得 る こ と が で き 、 ま た 、 次 の 作 品 を 作 っ て み よ う と い う

意 欲 に つ な が る も の だ と 思 い ま し た 。  
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 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 図 工 ・ 美 術 の ２ 番 「 学 研 の 幼 児 ワ

ー ク ３ ～ ４ 歳 こ う さ く 」 と ３ 番 の 「 こ う さ く ２ は じ め て の か み

こ う さ く １ 集 」 と ４ 番 の 「 小 学 館 の 図 鑑 Ｎ Ｅ Ｏ ク ラ フ ト 新 り っ

た い 乗 り も の 館 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご 意

見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

堀 部 委 員   私 の ほ う か ら は 、 ３ 冊 の 図 書 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き

ま す 。  

 ま ず 、N o .６ 図 工・美 術 の ５ 番 、メ イ ツ の「 小 学 生 の た め の『 世

界 の 名 画 』 が わ か る 本 」 に つ い て 意 見 を 述 べ ま す 。  

 海 外 、 日 本 の 名 画 と 親 し ま れ て い る も の を 数 多 く 掲 載 さ れ て

お ら れ ま す 。 教 科 書 で は 、 絵 画 と 画 家 名 し か な い で す が 、 こ ち

ら に は 、エ ピ ソ ー ド や 画 家 の 一 生 等 、説 明 が し っ か り あ る た め 、

よ り 深 く そ れ ぞ れ の 画 家 に つ い て 学 ぶ こ と が で き ま す 。「 こ ん な

絵 だ よ ！ 」 で は 、 そ の 制 作 時 の 状 況 や 構 図 、 サ イ ズ 等 、 様 々 な

情 報 を 得 ら れ る こ と か ら 、 新 た な 物 の 見 方 が 感 じ ら れ る 機 会 に

な る と 思 い ま す 。 ま た 、 絵 画 ご と の 表 現 方 法 の 違 い に 気 づ き 、

人 と 違 う 個 性 の よ さ 、 自 分 の 表 現 に 自 信 を も て る こ と に つ な が

る １ 冊 で は な い か と 思 い ま し た 。  

 次 に 、 N o .１ ０ の 道 徳 、５ 番 、偕 成 社 の「 子 ど も の マ ナ ー 図 鑑

（ ２ ） 食 事 の マ ナ ー 」 で は 、 先 ほ ど 金 田 委 員 か ら も お 話 が ご ざ

い ま し た が 、 ミ ル フ ィ ー ユ や ソ フ ト ク リ ー ム の 食 べ 方 ま で 載 っ

て お り ま し た 。 様 々 な 食 事 の 場 面 で の マ ナ ー や 食 べ 方 が 掲 載 さ

れ て お り ま す 。 基 本 の マ ナ ー 、 基 本 の テ ー ブ ル マ ナ ー 等 、 大 変

細 や か に 絵 と 文 で 分 か り や す く 説 明 さ れ て お り ま す 。 和 食 、 中

華 、 洋 食 店 で の 基 本 的 な マ ナ ー に つ い て 解 説 が あ り ま す 。 児 童

に と っ て 大 変 役 立 つ と 感 じ ま し た 。 保 護 者 と も 共 有 し 、 日 々 、

食 事 を す る 中 で 人 を 不 快 に し な い マ ナ ー が 身 に つ け ら れ る と と
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も に 、相 手 意 識 を 高 め 、周 り の 人 を 思 い や れ る 心 を 育 め る よ う 、

つ く ら れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 次 に 、N o .１ ０ 道 徳 の ８「 福 音 館 の 科 学 シ リ ー ズ た だ い ま お 仕

事 中 」 で は 、 多 く の 子 ど も た ち が な り た い 仕 事 に つ い て 詳 し く

取 り 上 げ ら れ て お り 、 ど の よ う な 仕 事 内 容 が あ る の か 、 絵 と 文

で 分 か り や す く 紹 介 さ れ て い ま す 。ま た 、「 ど う し た ら な れ ま す

か ？ 」で 意 欲 を 高 め 、「 ど ん な 子 が 向 い て い ま す か ？ 」で は 、自

分 自 身 を 冷 静 に 捉 え さ せ 、 な り た い と 漠 然 に 思 っ て い た 場 合 に

は 考 え さ せ る こ と が で き る 機 会 と な り 、 ほ か に も 多 く の 仕 事 が

あ り 、 皆 が 支 え 合 っ て い る こ と に 気 づ い た り 、 将 来 の 仕 事 に つ

い て 、 さ ら に 考 え た り す る こ と が で き る の で 、 大 変 ふ さ わ し い

と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 図 工 ・ 美 術 の ５ 番 「 小 学 生 の た め

の 『 世 界 の 名 画 』 が わ か る 本 」 に つ い て 、 そ し て 、 道 徳 の ５ 番

「 子 ど も の マ ナ ー 図 鑑（ ２ ）食 事 の マ ナ ー 」、そ し て 、８ 番 の「 福

音 館 の 科 学 シ リ ー ズ た だ い ま お 仕 事 中 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺

い ま し た 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

原 委 員   私 か ら は 、 そ れ ぞ れ に １ 冊 ず つ お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 初 め に 、N o .６ 図 工・美 術 の １ 番 の「 ち ょ こ っ と で き る び

っ く り ！ 工 作 （ ３ ） せ ん た く ば さ み の ふ し ぎ 工 作 」 に つ い て お

話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 家 庭 に あ る 洗 濯 ば さ み を 使 っ て 様 々 な 作 品 を 作 り 出 す 発 想 に

魅 力 を 感 じ ま し た 。 工 作 が 好 き な 児 童 は も ち ろ ん 、 触 れ る 、 つ

か む 、 飛 ば す 、 大 き さ の 違 い を 感 じ る な ど 、 児 童 の 特 性 に 合 っ

た 楽 し み 方 が で き 、 考 え る 力 が 養 わ れ る の で は な い か と 思 い ま

し た 。単 純 に く っ つ け て 積 み 上 げ て い く だ け で も 、「 ど ん な 形 に

出 来 上 が る か な 」 と 、 イ メ ー ジ が 膨 ら ん だ り 、 作 り 上 げ て い く
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楽 し さ を 味 わ う こ と が で き る 教 材 に な っ て い る と 思 い ま す 。 ま

た 、 自 分 の ペ ー ス で 進 め て い く こ と で 集 中 力 を 高 め ら れ 、 学 ぶ

意 欲 に つ な が る の で は な い か と 感 じ ま し た 。  

 続 き ま し て 、N o .１ ０ 道 徳 、６ 番 の「 こ ど も マ ナ ー と け い ご 絵

じ て ん 小 型 版 」 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ の 絵 じ て ん で は 、 家 で の 生 活 、 学 校 や 公 共 の 場 、 社 会 生 活

の 場 面 な ど 、 児 童 の 生 活 に 必 要 な マ ナ ー や 生 活 習 慣 を 分 か り や

す く イ ラ ス ト で 紹 介 さ れ て い ま す 。 思 い や り や 助 け 合 い の 大 切

さ を 学 ぶ こ と で 自 立 の 心 を 芽 生 え さ せ 、 将 来 に 向 け た 職 業 自 立

を 目 指 す 上 で 、 き ち ん と し た マ ナ ー を 身 に つ け る た め の 有 効 な

教 材 だ と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 図 工 ・ 美 術 の １ 番 「 ち ょ こ っ と で

き る び っ く り ！ 工 作 （ ３ ） せ ん た く ば さ み の ふ し ぎ 工 作 」 と 道

徳 の ６ 番 「 こ ど も マ ナ ー と け い ご 絵 じ て ん 小 型 版 」 に つ い て の

ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

深 津 委 員   私 か ら は 、 道 徳 の 中 の ５ 冊 の 本 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ

き た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 １ 番 、 ２ 番 、 ３ 番 、 ４ 番 の 旺 文 社 の 「 学 校 で は 教 え て

く れ な い 大 切 な こ と （ ８ ） 時 間 の 使 い 方 」、「 学 校 で は 教 え て く

れ な い 大 切 な こ と（ １ １ ）友 だ ち 関 係（ 考 え 方 の ち が い ）」、「 学

校 で は 教 え て く れ な い 大 切 な こ と （ １ ８ ） か ら だ と 心 」、「 学 校

で は 教 え て く れ な い 大 切 な こ と （ １ ９ ） 楽 し く お 手 伝 い 」 に つ

い て 、 ま と め て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ の ４ 冊 は 、 自 分 の こ と や 相 手 の こ と を 知 る 大 切 さ と 世 の 中

の 様 々 な 仕 組 み が 漫 画 で 楽 し く 描 か れ て い て 、 何 度 で も 読 み た

く な る 内 容 に な っ て い ま す 。 漫 画 な の で 具 体 的 な 場 面 が 想 像 し

や す く て 、 身 近 な こ と と し て 捉 え や す い と 感 じ ま し た 。 ま た 、
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さ ら に 押 さ え て お き た い こ と が 絵 で 分 か り や す く ま と め て あ る

の で 、 望 ま し い 行 動 に つ い て 理 解 し や す い と 思 い ま す 。 そ れ か

ら 、 分 か り に く い こ と が 視 覚 化 さ れ て い る の で 、 子 ど も た ち に

と っ て は 認 識 し や す い な と 思 い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 ７ 番 の ひ さ か た の 「 で ん し ゃ で い こ う で ん し ゃ で

か え ろ う 」に つ い て 意 見 を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。こ の 本 は 、

後 ろ か ら も 前 か ら も 読 め る と い う 構 成 が 面 白 い と 思 い ま し た 。

ま た 、各 ペ ー ジ に ト ン ネ ル の 入 り 口 、出 口 が 切 り 取 っ て あ っ て 、

子 ど も が 興 味 を も っ て 繰 り 返 し 見 た く な る つ く り に な っ て い ま

す 。ト ン ネ ル を 抜 け る と 景 色 が 変 わ っ て い る の で 、飽 き ま せ ん 。

ま た 、 ト ン ネ ル に 入 る た び に 電 車 の 中 に い る 人 た ち の 様 子 が 変

わ っ て い る の で 、 そ れ ぞ れ の 人 物 の 状 況 や 気 持 ち に つ い て 関 心

を も っ て 考 え る こ と が で き る と 思 い ま し た 。 こ の 図 書 は 、 す で

に 国 語 ・ 書 写 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の 教 科 領 域 で 採 択 さ れ て い ま

す が 、 道 徳 の 教 科 用 図 書 と し て 使 用 す る こ と も ふ さ わ し い と 思

い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 道 徳 の １ 番 か ら ４ 番 の 「 学 校 で は

教 え て く れ な い 大 切 な こ と 」 の シ リ ー ズ の ４ 冊 、「（ ８ ） 時 間 の

使 い 方 」、「（ １ １ ）友 だ ち 関 係（ 考 え 方 の ち が い ）」、「（ １ ８ ）か

ら だ と 心 」、「（ １ ９ ）楽 し く お 手 伝 い 」に つ い て の ４ 冊 、そ し て 、

道 徳 の ７ 番 の 「 で ん し ゃ で い こ う で ん し ゃ で か え ろ う 」 に つ い

て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。  

 

松 川 委 員   N o .６ 図 工・美 術 の １ 番 、偕 成 社 の「 ち ょ こ っ と で き る び っ く

り ！ 工 作 （ ３ ） せ ん た く ば さ み の ふ し ぎ 工 作 」 に つ い て お 話 し

さ せ て い た だ き ま す 。  

 先 ほ ど 原 委 員 も お っ し ゃ っ て い ま し た け れ ど も 、 身 近 に あ る
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洗 濯 ば さ み で 、 は さ む 力 、 バ ネ の 力 を 利 用 し て 、 び っ く り す る

よ う な 楽 し い 遊 び が で き る お も ち ゃ の 作 り 方 が 紹 介 さ れ て い ま

す 。 素 材 の 力 を 生 か し て 、 科 学 の セ ン ス も あ り 、 子 ど も た ち が

興 味 関 心 を も っ て 学 習 が で き る と 思 い ま し た 。 身 近 に あ る 材 料

を 手 に し て 、 並 べ た り 、 つ な い だ り す る こ と を 通 し て 、 手 を 働

か せ て 、 い ろ い ろ な も の を 作 る こ と が で き る こ と に 気 づ く こ と

が で き る と 思 い ま し た 。 ま た 、 そ の 活 動 を 通 し て 、 見 た り 、 感

じ た り す る 喜 び を 味 わ っ た り 、 感 性 を 育 ん だ り 、 楽 し く 豊 か な

生 活 を つ く ろ う と す る 活 動 に つ な が る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 図 工 ・ 美 術 の １ 番 「 ち ょ こ っ と で

き る び っ く り ！ 工 作 （ ３ ） せ ん た く ば さ み の ふ し ぎ 工 作 」 に つ

い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ

う か 。  

 

一 瀬 委 員   私 は 、 道 徳 の ６ 番 、 三 省 堂 の 「 こ ど も の マ ナ ー と け い ご 絵 じ

て ん 小 型 版 」 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 先 ほ ど か ら 、 柴 山 委 員 や 原 委 員 の ほ う か ら も お 話 が あ り ま し

た が 、 私 も こ の 本 は と て も い い な と い う ふ う に 思 い ま し た 。 子

ど も の 毎 日 の 生 活 に と て も 寄 り 添 っ た 内 容 が 記 載 さ れ て お り ま

し て 、 一 つ 一 つ 、 と て も 丁 寧 に 、 そ れ ぞ れ の 場 面 に 応 じ て だ っ

た り 、 相 手 に 応 じ て だ っ た り 、 そ れ か ら 、 言 葉 遣 い や 態 度 を そ

れ ぞ れ 詳 し く マ ナ ー や た く さ ん の イ ラ ス ト と と も に 示 さ れ て い

る の で 、子 ど も に と っ て 、と て も 分 か り や す い な と い う ふ う に 、

イ メ ー ジ で き る な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 例 え ば 、 フ ァ ス ト フ ー ド 店 で は ど う す る か と か 、 回 転 ず し 店

で は ど う す る か な ど 、 今 の 子 ど も た ち の 生 活 に と て も 合 っ た 例

も た く さ ん あ り 、 ま た 新 た な 体 験 、 初 め て 回 転 ず し に 行 っ て み

よ う み た い な 、 そ う い う 初 め て の 体 験 の と き に も 、 事 前 学 習 と

し て 活 用 し や す い 、そ ん な ふ う に 思 い ま し た 。ま た 、「 お う ち の
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か た へ 」 と い う コ ー ナ ー が あ る ん で す け れ ど も 、 大 人 向 け の 解

説 も し っ か り 書 い て あ っ て 、 学 校 で 指 導 の 際 に も 、 ポ イ ン ト を

押 さ え な が ら 、 子 ど も た ち に 伝 え る こ と 、 学 ば せ る こ と が で き

る な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 道 徳 の ６ 番 「 こ ど も マ ナ ー と け い

ご 絵 じ て ん 小 型 版 」 に つ い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に ご

意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

澤 野 委 員   先 ほ ど 原 委 員 、 そ れ か ら 松 川 委 員 か ら お 話 が あ り ま し た が 、

私 も 図 工・美 術 の １ 番「 ち ょ こ っ と で き る び っ く り ！ 工 作（ ３ ）

せ ん た く ば さ み の ふ し ぎ 工 作 」 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き

ま す 。  

 洗 濯 ば さ み は 、 色 も 形 も バ ラ エ テ ィ ー に 富 ん で お り 、 手 軽 に

購 入 で き る 子 ど も に も 馴 染 み の あ る も の で す 。 ま た 、 親 指 、 人

差 し 指 、 中 指 の ３ 本 の 指 を 使 っ て 操 作 す る 洗 濯 ば さ み は 、 上 手

に 指 先 を 使 う 力 を 高 め る た め の 教 材 と し て も 優 れ て い る な と い

う ふ う に 思 い ま す 。こ の 洗 濯 ば さ み と い う 身 近 な 材 料 を 使 っ て 、

造 形 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 、 形 や 色 な ど と 豊 か に 関 わ る こ

と が で き る と い う ふ う に 考 え ま し た 。  

 ペ ー ジ 全 体 が 優 し い 色 合 い で 、 作 品 そ の も の や 、 そ の 作 品 で

子 ど も が 遊 ぶ 様 子 を 撮 っ た 写 真 が 各 ペ ー ジ に 大 き く 掲 載 さ れ て

い ま す 。 自 分 も 作 っ て み た い な と い う 子 ど も の 意 欲 に つ な が る

と い う ふ う に 思 い ま し た 。 ま た 、 作 り 方 が イ ラ ス ト で 示 さ れ て

い ま す が 、 色 遣 い が 控 え ら れ て お り 、 焦 げ 茶 色 の 実 線 の み で 描

か れ て い る た め 、 ペ ー ジ 全 体 が す っ き り と し て い ま す 。 洗 濯 ば

さ み 同 士 を つ な げ て 作 る 恐 竜 は 、 子 ど も が 自 由 に ど ん ど ん 形 づ

く っ て い く こ と が 想 定 さ れ ま す 。 さ ら に 、 自 分 な り の つ な げ 方

で 思 い も よ ら な い 形 が 生 ま れ 、「 こ ん な 作 品 が で き た よ 」と 人 に
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見 せ る こ と で 、 楽 し み な が ら 鑑 賞 す る こ と に つ な が る の で は な

い か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 続 け て 、 も う １ 冊 、 よ ろ し い で し ょ う か 。 先 ほ ど か ら 何 人 か

の 委 員 さ ん か ら ご 意 見 が 出 て い ま す が 、 私 も N o .１ ０ 道 徳 の ６

番 、 三 省 堂 の 「 こ ど も マ ナ ー と け い ご 絵 じ て ん 小 型 版 」 に つ い

て お 話 を し た い と 思 い ま す 。  

 子 ど も の 頃 に 多 く の 人 と 触 れ 合 っ て 、 思 い や り や 助 け 合 い の

大 切 さ を 学 ぶ こ と は 、 生 き て い く 上 で 大 き な 財 産 に な り ま す 。

毎 日 を 気 持 ち よ く 過 ご す た め の マ ナ ー や 言 葉 遣 い を 身 に つ け る

こ と は 、 周 り の 人 と の よ い 人 間 関 係 を 築 く こ と に つ な が る と い

う ふ う に 考 え ま す 。  

 こ の 図 書 は 、 皆 さ ん 、 お っ し ゃ っ て い ま し た け れ ど も 、 子 ど

も の 生 活 に 寄 り 添 っ た 場 面 を 設 定 し 、 イ ラ ス ト や 解 説 を 基 に 、

子 ど も が 自 分 事 と し て 捉 え 、 道 徳 性 が 高 め ら れ る よ う な 構 成 に

な っ て い ま す 。 基 本 的 な 挨 拶 や 姿 勢 、 学 校 で の 過 ご し な ど 、 明

日 か ら 取 り 組 め る 内 容 か ら 、 親 戚 の 家 に 行 く と き 、 デ パ ー ト や

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー で の マ ナ ー 、レ ス ト ラ ン や 旅 館 、ホ テ ル 、

電 車 に 乗 る と き な ど 、 公 共 の 場 面 で の マ ナ ー に つ い て な ど 、 多

岐 に わ た っ た 場 面 設 定 が さ れ て い ま す 。  

 ペ ー ジ 数 や 分 量 は や や 多 い と い う ふ う に 感 じ ま し た が 、 一 人

ひ と り の 課 題 や 身 に つ け て も ら い た い 態 度 や マ ナ ー に 応 じ て 題

材 を 選 ぶ こ と が で き る の で 、 多 く の 場 面 が 設 定 さ れ て い る の は

よ い と 思 い ま す 。ま た 、「 友 だ ち に な る に は 」、「 い っ し ょ に 遊 ぶ

と き 」、「 物 を 貸 し た り 借 り た り す る と き 」、「 友 達 と う ま く い か

な い と き は 」 な ど 、 具 体 的 な 場 面 を 設 定 し て 、 友 達 と よ り よ い

人 間 関 係 を 築 く た め に は ど う す れ ば よ い の か 。 子 ど も が 主 体 的

に 考 え 、議 論 す る 道 徳 に つ な が る 題 材 も 取 り 扱 っ て い ま す の で 、

道 徳 の 教 科 用 図 書 と し て ふ さ わ し い と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 図 工 ・ 美 術 の １ 番 「 ち ょ こ っ と で

き る び っ く り ！ 工 作（ ３ ）せ ん た く ば さ み の ふ し ぎ 工 作 」、そ し

て 、 道 徳 の ６ 番 「 こ ど も マ ナ ー と け い ご 絵 じ て ん 小 型 版 」 に つ

い て の ご 意 見 を 伺 い ま し た 。 ほ か に い か が で し ょ う か 。 ご 意 見

ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。 そ れ で は 、 ほ か に ご 意 見 が な い よ う で

す の で 、 議 題 １ 「 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し

く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 の 審 議 は こ

こ ま で と し た い と 思 い ま す 。  

 こ こ で １ ０ 分 間 ほ ど 休 憩 と し た い と 思 い ま す 。  

委 員 長   そ れ で は 、 審 議 を 再 開 い た し ま す 。  

 次 第 を ご 覧 く だ さ い 。 議 題 ２ 「 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用

図 書 に 関 す る 審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」 の 審 議 を 行 い た い と 思

い ま す 。  

 前 回 、 つ ま り 令 和 元 年 度 に 行 わ れ た 小 学 校 の 採 択 替 え の 答 申

に つ い て は 、 各 議 題 の 審 議 結 果 を ま と め た 審 議 の ま と め を 作 成

し 、 会 議 録 を 添 付 資 料 と し て お り ま し た 。 今 回 の 答 申 を ど の よ

う な 形 に す る か 、 ご 意 見 を お 願 い し ま す 。  

 

川 島 委 員   以 前 頂 い て い る 前 回 の 答 申 の 結 果 を 読 ま せ て い た だ き ま し

た 。 こ れ は ち ょ っ と 分 厚 い な と は 思 い つ つ も 、 す ご く 分 か り や

す い な と 思 い ま し た 。 で す の で 、 前 回 と 同 じ よ う に 、 今 回 の 審

議 を ま と め た も の を 答 申 と い う 形 に す る の が い い か と 思 い ま

す 。 い か が で し ょ う か 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に は ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ

う か 。  
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一 瀬 委 員   私 も 今 の 川 島 委 員 の ご 意 見 に 賛 成 し ま す 。 答 申 と し て お 示 し

す る に は 、 や は り 審 議 の 結 果 が 分 か り や す い と い う こ と が 一 番

大 切 か な と い う ふ う に 考 え ま す 。 審 議 の 結 果 を 前 回 、 令 和 元 年

度 の よ う に 、 委 員 の 皆 様 の ご 意 見 を 総 括 的 に ま と め た も の を 答

申 と し て 、 さ ら に 参 考 と し て 会 議 録 を つ け る 、 そ ん な 形 で す る

の が い い の か な と い う ふ う に 思 い ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 今 、 答 申 に つ い て は 、 審 議 の 内 容 を ま と め た も の

を 作 成 し 、 会 議 録 に つ い て は 参 考 に 添 付 す る と い う ご 意 見 を ２

人 の 委 員 か ら い た だ き ま し た が 、 そ の 方 向 で よ ろ し い で し ょ う

か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 答 申 に つ い て は 、 ２ 回 目 の 小 学 校 用 教 科 用 図 書 の

審 議 、 並 び に ３ 回 目 の 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校

の 特 別 支 援 学 級 用 の 教 科 用 図 書 に つ い て の 審 議 を 審 議 の 結 果 と

し て ま と め 、 答 申 す る と と も に 、 資 料 と し て 会 議 録 を 添 付 す る

こ と と い た し ま す 。  

 改 め て 、 議 題 ２ 「 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る

審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」 ２ 点 確 認 を し ま す 。  

 ま ず 、 １ 点 目 の 第 ２ 回 審 議 委 員 会 に お け る 議 題 「 令 和 ６ 年 度

使 用 小 学 校 教 科 用 図 書 の 審 議 に つ い て 」 は 、 審 議 し て き た 結 果

を 種 目 ご と に ま と め た 資 料 を 私 の ほ う で 作 成 し 、 そ れ を も っ て

答 申 と す る こ と 、 ま た 、 審 議 の 会 議 録 を 資 料 と し て 添 付 し 、 答

申 す る と い う こ と で い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  
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委 員 長   ２ 点 目 と し て 、 本 日 の 議 題 １ 「 令 和 ６ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校

及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い

て 」 は 、 子 ど も の 実 態 や 発 達 段 階 に 応 じ て 幅 広 く 一 般 図 書 の 採

択 が 可 能 と な る よ う に 、 昨 年 度 ま で 採 択 し て い る 一 般 図 書 は 引

き 続 き 使 用 で き る こ と 、 今 回 審 議 を 行 っ た 教 科 用 図 書 と し て 使

用 し た い と 考 え て い る 新 規 の 図 書 や 複 数 種 目 で 希 望 が あ る 一 般

図 書 は い ず れ も 適 切 で あ る こ と と 考 え る 旨 を 答 申 し た い と 考 え

ま す が 、 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 な お 、 会 議 録 に つ き ま し て は 添 付 資 料 と し 、 私 と 署 名 委 員 の

繁 里 委 員 が 確 認 し た 後 、 答 申 す る よ う に し た い と 思 い ま す が 、

い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   ほ か に ご 意 見 は あ り ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。 そ れ で は 、 議 題 ２ に つ い て の 審 議 を 終

了 い た し ま す 。  

 こ れ で 予 定 さ れ て い た 議 題 に 関 す る 審 議 は 終 わ り ま し た が 、

全 体 を 通 し て 皆 様 か ら 何 か ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 事 務 局 か ら 何 か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  
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事 務 局   ご 審 議 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ れ で は 、 今 後 の 予 定 に つ

い て 説 明 い た し ま す 。  

 事 務 局 と い た し ま し て は 、 今 後 、 本 審 議 委 員 会 の 会 議 録 を 作

成 い た し ま し て 、 審 議 委 員 長 に ご 確 認 い た だ き ま す 。 審 議 委 員

長 に お か れ ま し て は 、 た だ い ま の 審 議 の 結 果 を 踏 ま え て 答 申 を

作 成 い た だ き 、 会 議 録 を 資 料 と し て 添 付 し 、 委 員 長 と 繁 里 署 名

委 員 に 確 認 を し て い た だ き ま す 。 そ の 後 、 審 議 委 員 長 か ら 教 育

長 へ と 答 申 を 行 う と い う 流 れ で お 願 い い た し ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ れ で は 、 こ れ を も ち ま し て 全 て の 審 議 を 終 了 い た し ま し た

の で 、 第 ３ 回 令 和 ６ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会

を 閉 会 い た し ま す 。 本 日 は あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  


